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　本調査は、「第４次太田市障がい者福祉計画」の策定、及び「障害者地域生活支援拠点整備」

の基礎資料とするため、障がい者の現在の生活状況や今後の要望等を把握することを目的とする。

調査の対象者及び実施概要は次のとおりです。

この調査の回収結果は次のとおりです。

精神障がい者
・精神障害者福祉手帳所持者の中から無作為で抽出
・福祉サービス利用者の中から無作為で抽出

400人

計 1,500人

対象地域 調査形式 配布・回収方法 アンケート実施期間

身体障がい者
・身体障害者手帳所持者の中から無作為で抽出
・福祉サービス利用者の中から無作為で抽出

500人

知的障がい者
・療育手帳所持者の中から無作為で抽出
・福祉サービス利用者の中から無作為で抽出

600人

 Ⅰ　調査の概要

１　調査の目的

２　調査の対象者及び実施概要

対象者 抽出方法 対象人数

身体障がい者 500 282 56.4%

知的障がい者 600 331 55.2%

太田市全域 アンケート調査
郵送配布・回収

事業所配布・回収
平成28年10月20日から
平成28年11月13日まで

3　回収結果

区　　分 調査表配布数 有効回収数 有効回収率

精神障がい者 400 236 59.0%

計 1,500 849 56.6%
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○　本報告書では、回答すべき設問に対して回答していない場合は、「無回答」として扱う。

○　本報告書では、回答する必要のない設問及び回答する必要がない設問に対して回答して

　　いる場合は、集計に含まず「非該当」と表示する。

○　設問の構成比は、回答者数（該当設問での該当者数）を基数として、百分率（％）として

　　示している。

○　比率は全て百分率で示し、小数点第2位を四捨五入し算出しているため、合計が100%に

　　ならない場合がある。

○　複数回答については、回答者数を基数として百分率（％）で示している。したがって、合

　　計は100％とならない。

○　複数手帳を所持している方については、より重度と思われる障がい区分で集計している。

4　報告書の見方
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5　集計結果

問１　このアンケートに回答していただけるのはどなたですか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比

23.6% 179 75.9%

2.ご家族 330 38.9% 70 24.8% 209 63.1%

1.ご本人 460 54.2% 203 72.0% 78

度数 構成比 度数 構成比 度数 構成比

0.9%

4.その他 6 0.7% 2 0.7% 1 0.3% 3 1.3%

51 21.6%

3.施設職員 50 5.9% 5 1.8% 43 13.0% 2

度数 構成比 度数 構成比 度数 構成比

236 100.0%

問２　あなたの性別を教えてください。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比

0.0% 1 0.4%

回答者数 849 100.0% 282 100.0% 331 100.0%

無回答 3 0.4% 2 0.7% 0

114 48.3%

無回答 7 0.8% 4 1.4% 2 0.6% 1

58.6% 121 51.3%

2.女性 363 42.8% 114 40.4% 135 40.8%

1.男性 479 56.4% 164 58.2% 194

問３　あなたの年齢はおいくつですか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数 構成比

0.4%

回答者数 849 100.0% 282 100.0% 331 100.0% 236 100.0%

20.9% 3 1.3%

１８歳以上６５歳未満 528 62.2% 99 35.1% 233 70.4%

度数 構成比 度数 構成比

１８歳未満 79 9.3% 7 2.5% 69

13.1%

無回答 15 1.8% 7 2.5% 2 0.6% 6 2.5%

196 83.1%

６５歳以上 227 26.7% 169 59.9% 27 8.2% 31

100.0% 236 100.0%

平均年齢 49.2歳 67.2歳 35.8歳 47.0歳

回答者数 849 100.0% 282 100.0% 331
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（１）身体障害者手帳 （1）'身体障害者障害種別

（２）療育手帳 （３）精神障害者保健福祉手帳

（４）自立支援医療（精神通院） （５）高次脳機能障害はありますか。

（６）発達障害の診断を受けていますか。

問４　お手持ちの障害者手帳などの等級は次のうちどれですか。

項目
身体障害者

項目
身体障害者

度数 構成比 度数 構成比

3.３級 35 12.4% 3.言語障害 13 4.6%

2.２級 48 17.0% 2.聴覚・平衡機能障害 33 11.7%

1.１級 121 42.9% 1.視覚障害 29 10.3%

6.６級 13 4.6% 無回答 10 3.6%

5.５級 12 4.3% 5.内部障害 81 28.7%

4.４級 53 18.8% 4.肢体不自由 135 47.9%

1.Ａ1 129 39.0% 1.１級 117 49.6%

項目
身体障害者

項目
身体障害者

度数 構成比 度数 構成比

回答者数 282 100.0% 回答者数 282 100.0%

4.Ｂ1 81 24.5% 回答者数 236 100.0%

3.Ａ3 5 1.5% 3.３級 20 8.5%

2.Ａ2 58 17.5% 2.２級 99 42.0%

1.受けている 162 68.6% 1.ある 21 2.5%

項目
身体障害者

項目
身体障害者

度数 構成比 度数 構成比

5.Ｂ2 58 17.5%

回答者数 331 100.0%

回答者数 236 100.0% 無回答 289 34.0%

無回答 39 16.5% 3.わからない 116 13.7%

2.受けていない 35 14.8% 2.ない 423 49.8%

無回答 283 33.5%

回答者数 844 100.0%

1.受けている 115 13.6%

2.受けていない 446 52.8%

回答者数 849 100.0%

項目
身体障害者

度数 構成比
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度数 構成比 度数 構成比

1.本人または家族の持ち家 547 64.4% 219 77.7% 211

問５　あなたはどこで生活してますか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数 構成比

34 14.4%

3.県営・市営住宅、社宅等 51 6.0% 17 6.0% 17 5.1% 17

63.8% 117 49.6%

2.民間の賃貸住宅・借家・アパート 75 8.8% 18 6.4% 23 7.0%

18.7% 13 5.5%

6.病院（１年以上の入院） 12 1.4% 3 1.1% 0 0.0%

5.入所施設 98 11.5% 23 8.2% 62

7.2%

4.グループホーム 57 6.7% 1 0.4% 13 3.9% 43 18.2%

0.9%

無回答 3 0.4% 1 0.4% 1 0.3% 1 0.4%

9 3.8%

7.その他 6 0.7% 0 0.0% 4 1.2% 2

構成比

1.ひとりで暮らしている 69 10.1% 37 14.5% 3 1.2% 29 17.0%

構成比 度数 構成比 度数 構成比 度数

100.0% 236 100.0%

問６　あなたは誰と一緒に生活してますか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数

回答者数 849 100.0% 282 100.0% 331

22 12.9%

4.子どもやその配偶者 81 11.9% 68 26.7% 4 1.6% 9

87.9% 95 55.6%

3.夫または妻 158 23.2% 128 50.2% 8 3.1%

2.父や母 366 53.7% 46 18.0% 225

28.5% 37 21.6%

7.祖父母 24 3.5% 3 1.2% 16 6.3%

6.兄弟姉妹やその配偶者 123 18.0% 13 5.1% 73

5.3%

5.孫やその配偶者 10 1.5% 9 3.5% 1 0.4% 0 0.0%

1.2%

9.友人・知人 7 1.0% 0 0.0% 0 0.0% 7 4.1%

5 2.9%

8.その他親族 8 1.2% 1 0.4% 5 2.0% 2

4 2.3%

回答者数 682 - 255 - 256 - 171

0.8% 3 1.8%

無回答 24 3.5% 13 5.1% 7 2.7%

10.その他 5 0.7% 0 0.0% 2

-

非該当 167 - 27 - 75 - 65 -

5



●今後の意向

●現在と違う場所の場合

問７　あなたは今後どこで暮らしたいですか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数 構成比

52.9% 128 54.2%

2.現在と違う場所 129 15.2% 18 6.4% 67 20.2%

度数 構成比 度数 構成比

1.現在と同じ場所 496 58.4% 193 68.4% 175

11.9%

無回答 118 13.9% 55 19.5% 27 8.2% 36 15.3%

44 18.6%

3.わからない・決められない 106 12.5% 16 5.7% 62 18.7% 28

度数 構成比 度数 構成比 度数 構成比

100.0% 236 100.0%

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比

回答者数 849 100.0% 282 100.0% 331

17 38.6%

3.県営・市営住宅、社宅等 8 6.2% 2 11.1% 0 0.0% 6

23.9% 11 25.0%

2.民間の賃貸住宅・借家・アパート 24 18.6% 2 11.1% 5 7.5%

1.本人または家族の持ち家 31 24.0% 4 22.2% 16

29.9% 3 6.8%

6.病院（１年以上の入院） 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

5.入所施設 30 23.3% 7 38.9% 20

13.6%

4.グループホーム 32 24.8% 2 11.1% 26 38.8% 4 9.1%

6.8%

無回答 1 0.8% 1 5.6% 0 0.0% 0 0.0%

0 0.0%

7.その他 3 2.3% 0 0.0% 0 0.0% 3

度数 構成比 度数 構成比 度数 構成比

192 -

問８　あなたの収入は次のうちどれですか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比

100.0% 44 100.0%

非該当 720 - 264 - 264 -

回答者数 129 100.0% 18 100.0% 67

1 0.4%

3.福祉サービス事業所 127 15.0% 9 3.2% 78 23.6% 40

9.7% 21 8.9%

2.自営業による収入 19 2.2% 17 6.0% 1 0.3%

1.一般企業の給与・賃金 90 10.6% 37 13.1% 32

1.2% 11 4.7%

6.各種手当 42 5.0% 14 5.0% 25 7.6%

5.障がいを原因としない年金 128 15.1% 113 40.1% 4

17.0%

4.障害年金 450 53.0% 95 33.7% 205 61.9% 150 63.6%

0.4%

8.生活保護 35 4.1% 12 4.3% 1 0.3% 22 9.3%

3 1.3%

7.心身障害者扶養共済年金 10 1.2% 1 0.4% 8 2.4% 1

1 0.4%

11.無収入 79 9.3% 14 5.0% 50 15.1% 15

13.6% 37 15.7%

10.その他 4 0.5% 3 1.1% 0 0.0%

9.親・家族からの支援 96 11.3% 14 5.0% 45

- 236 -回答者数 849 - 282 - 331

6.4%

無回答 26 3.1% 13 4.6% 7 2.1% 6 2.5%
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●食事、入浴、トイレ、着替えなどの身の回りのこと

●家の中での移動

●掃除、洗濯、調理などの家事

●買い物やおつかい

●お金の管理

問９　あなたは毎日の生活のなかで次のようなことが不安なく自分でできますか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数

35.7% 35 14.8%

3.すべてに支援が必要 128 15.1% 35 12.4% 79 23.9%

2.一部支援が必要 217 25.6% 64 22.7% 118

構成比

1.ひとりでできる 487 57.4% 174 61.7% 130 39.3% 183 77.5%

構成比 度数 構成比 度数 構成比 度数

1.7%

回答者数 849 100.0% 282 100.0% 331 100.0% 236 100.0%

14 5.9%

無回答 17 2.0% 9 3.2% 4 1.2% 4

206 87.3%

2.一部支援が必要 108 12.7% 42 14.9% 50 15.1% 16

構成比 度数 構成比

1.ひとりでできる 640 75.4% 194 68.8% 240 72.5%

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数 構成比 度数

1.5% 7 3.0%

回答者数 849 100.0% 282 100.0% 331 100.0%

無回答 25 2.9% 13 4.6% 5

6.8%

3.すべてに支援が必要 76 9.0% 33 11.7% 36 10.9% 7 3.0%

構成比 度数 構成比 度数 構成比

1.ひとりでできる 267 31.5% 129 45.7%

236 100.0%

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数

23.6% 91 38.6%

3.すべてに支援が必要 334 39.3% 90 31.9% 206 62.2%

39 11.8% 99 42.0%

2.一部支援が必要 216 25.4% 47 16.7% 78

3.4%

回答者数 849 100.0% 282 100.0% 331 100.0% 236 100.0%

38 16.1%

無回答 32 3.8% 16 5.7% 8 2.4% 8

127 53.8%

2.一部支援が必要 169 19.9% 44 15.6% 64 19.3% 61

構成比 度数 構成比

1.ひとりでできる 310 36.5% 125 44.3% 58 17.5%

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数 構成比 度数

2.7% 10 4.2%

回答者数 849 100.0% 282 100.0% 331 100.0%

無回答 32 3.8% 13 4.6% 9

25.9%

3.すべてに支援が必要 338 39.8% 100 35.5% 200 60.4% 38 16.1%

構成比 度数 構成比 度数 構成比

1.ひとりでできる 323 38.0% 168 59.6%

236 100.0%

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数

13.3% 60 25.4%

3.すべてに支援が必要 360 42.4% 69 24.5% 248 74.9%

29 8.8% 126 53.4%

2.一部支援が必要 135 15.9% 31 11.0% 44

3.0%

回答者数 849 100.0% 282 100.0% 331 100.0% 236 100.0%

43 18.2%

無回答 31 3.7% 14 5.0% 10 3.0% 7

7



●薬の管理

●銀行や役所などでの手続き

●病院や薬局などへの手続き

●電車やバスなどを使った外出

●人とのコミュニケーション

155 65.7%

2.一部支援が必要 108 12.7% 28 9.9% 38 11.5% 42

構成比 度数 構成比

1.ひとりでできる 389 45.8% 175 62.1% 59 17.8%

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数 構成比 度数

3.0% 4 1.7%

回答者数 849 100.0% 282 100.0% 331 100.0%

無回答 27 3.2% 13 4.6% 10

17.8%

3.すべてに支援が必要 325 38.3% 66 23.4% 224 67.7% 35 14.8%

構成比 度数 構成比 度数 構成比

1.ひとりでできる 222 26.2% 124 44.0%

236 100.0%

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数

9.7% 75 31.8%

3.すべてに支援が必要 452 53.2% 105 37.2% 277 83.7%

13 3.9% 85 36.0%

2.一部支援が必要 148 17.4% 41 14.5% 32

2.5%

回答者数 849 100.0% 282 100.0% 331 100.0% 236 100.0%

70 29.7%

無回答 27 3.2% 12 4.3% 9 2.7% 6

114 48.3%

2.一部支援が必要 156 18.4% 50 17.7% 41 12.4% 65

構成比 度数 構成比

1.ひとりでできる 259 30.5% 118 41.8% 27 8.2%

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数 構成比 度数

3.3% 10 4.2%

回答者数 849 100.0% 282 100.0% 331 100.0%

無回答 30 3.5% 9 3.2% 11

27.5%

3.すべてに支援が必要 404 47.6% 105 37.2% 252 76.1% 47 19.9%

構成比 度数 構成比 度数 構成比

1.ひとりでできる 282 33.2% 117 41.5%

236 100.0%

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数

9.4% 49 20.8%

3.すべてに支援が必要 400 47.1% 102 36.2% 238 71.9%

53 16.0% 112 47.5%

2.一部支援が必要 120 14.1% 40 14.2% 31

6.4%

回答者数 849 100.0% 282 100.0% 331 100.0% 236 100.0%

60 25.4%

無回答 47 5.5% 23 8.2% 9 2.7% 15

構成比 度数 構成比

1.ひとりでできる 342 40.3% 171 60.6% 57 17.2%

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数 構成比 度数

33.1%

3.すべてに支援が必要 225 26.5% 33 11.7% 162 48.9% 30 12.7%

114 48.3%

2.一部支援が必要 229 27.0% 55 19.5% 96 29.0% 78

236 100.0%

4.8% 14 5.9%

回答者数 849 100.0% 282 100.0% 331 100.0%

無回答 53 6.2% 23 8.2% 16
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度数 構成比 度数 構成比 度数 構成比

問10　あなたの主な介助者はどなたですか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比

25 10.6%

3.子どもやその配偶者 80 9.4% 70 24.8% 2 0.6% 8

70.1% 94 39.8%

2.夫または妻 135 15.9% 106 37.6% 4 1.2%

1.父や母 361 42.5% 35 12.4% 232

11.2% 38 16.1%

6.祖父母 31 3.7% 1 0.4% 28 8.5%

5.兄弟姉妹やその配偶者 103 12.1% 28 9.9% 37

3.4%

4.孫やその配偶者 4 0.5% 1 0.4% 1 0.3% 2 0.9%

8.1%

8.ヘルパー 56 6.6% 30 10.6% 11 3.3% 15 6.4%

2 0.9%

7.友人・知人 30 3.5% 9 3.2% 2 0.6% 19

3 1.3%

11.介助を受けてない 66 7.8% 36 12.8% 9 2.7% 21

35.4% 77 32.6%

10.その他 8 0.9% 3 1.1% 2 0.6%

9.施設・病院職員 233 27.4% 39 13.8% 117

- 236 -

問11　あなたの主な介助者の年齢を教えてください。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数

回答者数 849 - 282 - 331

8.9%

無回答 32 3.8% 17 6.0% 8 2.4% 7 3.0%

38.5% 47 31.5%

６０歳以上８０歳未満 265 44.2% 93 46.7% 101 40.1%

４０歳以上６０歳未満 198 33.0% 54 27.1% 97

構成比

２０歳以上４０歳未満 46 7.7% 10 5.0% 26 10.3% 10 6.7%

構成比 度数 構成比 度数 構成比 度数

2.7%

無回答 65 10.8% 26 13.1% 22 8.7% 17 11.4%

71 47.7%

８０歳以上 26 4.3% 16 8.0% 6 2.4% 4

度数 構成比 度数 構成比 度数 構成比

87 -

問12　あなたが主な介助者から介助を受けられない時はどうしますか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比

- 149 -

非該当 249 - 83 - 79 -

回答者数 600 - 199 - 252

27 18.1%

3.友人・知人に頼む 11 1.8% 7 3.5% 1 0.4% 3

35.7% 36 24.2%

2.別居している他の家族に頼む 109 18.2% 40 20.1% 42 16.7%

1.同居している他の家族に頼む 176 29.3% 50 25.1% 90

8.3% 7 4.7%

6.施設や病院などに依頼する 121 20.2% 24 12.1% 69 27.4%

5.ヘルパーに依頼する 62 10.3% 34 17.1% 21

2.0%

4.ボランティアに頼む 4 0.7% 2 1.0% 1 0.4% 1 0.7%

4.7%

8.ひとりで何とかする 62 10.3% 27 13.6% 7 2.8% 28 18.8%

28 18.8%

7.その他 12 2.0% 0 0.0% 5 2.0% 7

149 -

非該当 249 - 83 - 79 - 87

6.4% 12 8.1%

回答者数 600 - 199 - 252 -

無回答 43 7.2% 15 7.5% 16

-

9



構成比 度数 構成比 度数 構成比

1.小学校入学前のため自宅にいる 0 0.0% 0 0.0%

問13　あなたは平日の昼間、どのように過ごしてますか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数

2.4% 1 0.4%

3.保育園・幼稚園に通っている 3 0.4% 1 0.4% 2 0.6%

0 0.0% 0 0.0%

2.障がい児通園施設に通っている 12 1.4% 3 1.1% 8

2.1%

5.障がい福祉サービス事業所等へ通
所・入所している

225 26.5% 33 11.7% 134 40.5% 58 24.6%

0 0.0%

4.学校へ通っている（特別支援学校を
含む）

66 7.8% 3 1.1% 58 17.5% 5

79 33.5%

8.夜間に学校や仕事のため昼間は家で
過ごしている

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0

0.0% 9 3.8%

7.働いている（就労移行支援・就労継
続支援等での就労を含む）

255 30.0% 66 23.4% 110 33.2%

6.病院に入院している 14 1.7% 5 1.8% 0

0.6% 4 1.7%

無回答 27 3.2% 20 7.1% 4 1.2%

10.その他 10 1.2% 4 1.4% 2

0.0%

9.主に自宅にいる 237 27.9% 147 52.1% 13 3.9% 77 32.6%

100.0%

問14　保護者の方にお聞きします。幼稚園、保育園、学校に望むものは何ですか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数

3 1.3%

回答者数 849 100.0% 282 100.0% 331 100.0% 236

34 44.7% 4 33.3%

2.能力や障がいの状態に応じた指導を
してほしい

68 66.7% 8 57.1% 57

構成比 度数 構成比 度数 構成比

1.相談体制を充実してほしい 42 41.2% 4 28.6%

1 8.3%

4.通常の学校への受入れを進めてほし
い

10 9.8% 2 14.3% 7 9.2% 1

75.0% 3 25.0%

3.施設、設備、教材などを充実してほ
しい

32 31.4% 7 50.0% 24 31.6%

2.6% 0 0.0%

7.療育指導が受けられるようにしてほ
しい

44 43.1% 5 35.7% 38 50.0%

6.医療的ケアを受けられるようにして
ほしい

5 4.9% 3 21.4% 2

8.3%

5.まわりの子どもたちの理解を深める
ような交流の機会を増やしてほしい

26 25.5% 4 28.6% 20 26.3% 2 16.7%

8.3%

9.障がいを理由としたいじめや不登校
等の対応

22 21.6% 3 21.4% 17 22.4% 2 16.7%

1 8.3%

8.通常学校での支援促進 15 14.7% 3 21.4% 11 14.5% 1

1 8.3%

無回答 18 17.7% 6 42.9% 6 7.9% 6

10.5% 0 0.0%

11.特に望むことはない 4 3.9% 0 0.0% 3 4.0%

10.その他 8 7.8% 0 0.0% 8

- 224 -非該当 747 - 268 - 255

50.0%

回答者数 102 - 14 - 76 - 12 -
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問15　あなたは活動の場において困っていることや不満はありますか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数

1.3% 6 4.0%

3.授業や仕事などの内容が自分に向い
ていない

31 5.4% 2 1.8% 25 8.0%

2.授業や仕事などの内容が簡単すぎる 10 1.7% 0 0.0% 4

構成比

1.授業や仕事などの内容が難しすぎる 20 3.5% 4 3.6% 9 2.9% 7 4.6%

構成比 度数 構成比 度数 構成比 度数

5.9%

5.学校・職場・施設・病院での人間関
係が難しい

55 9.6% 9 8.1% 30 9.6% 16 10.5%

4 2.6%

4.学校・職場・施設・病院での理解や
配慮が足りない

43 7.5% 4 3.6% 30 9.6% 9

16 10.5%

8.その他 22 3.8% 4 3.6% 13 4.2% 5

6.1% 14 9.2%

7.賃金や待遇が不満 42 7.3% 4 3.6% 22 7.1%

6.通うのが大変 35 6.1% 2 1.8% 19

30.8% 67 44.1%

回答者数 575 - 111 - 312 -

無回答 218 37.9% 55 49.6% 96

3.3%

９.困っていることや不満はない 182 31.7% 34 30.6% 112 35.9% 36 23.7%

-

問16　あなたはどこで働いていますか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数

152 -

非該当 274 - 171 - 19 - 84

9 8.2% 7 8.9%

2.企業などのパート・アルバイト 49 19.2% 15 22.7% 21

構成比 度数 構成比 度数 構成比

1.企業などの正社員・正職員 34 13.3% 18 27.3%

29 36.7%

4.地域活動支援センター 46 18.0% 6 9.1% 18 16.4% 22

19.1% 13 16.5%

3.就労移行支援・就労継続支援事業所 94 36.9% 5 7.6% 60 54.6%

0.0% 1 1.3%

7.その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

6.内職 1 0.4% 0 0.0% 0

27.9%

5.自営業・自営業の手伝い 13 5.1% 12 18.2% 0 0.0% 1 1.3%

7.6%

回答者数 255 - 66 - 110 - 79 -

0 0.0%

無回答 18 7.1% 10 15.2% 2 1.8% 6

- 157 -非該当 594 - 216 - 221
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●１週間の働く日数

●１日の働く時間

構成比

1.１日 11 4.3% 0 0.0% 0 0.0% 11 13.9%

構成比 度数 構成比 度数 構成比 度数

問17　あなたは１週間に何日くらい働いていますか。また、１日に何時間くらい働きますか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数

4 5.1%

4.４日 9 3.5% 4 6.1% 1 0.9% 4

0.9% 3 3.8%

3.３日 10 3.9% 4 6.1% 2 1.8%

2.２日 5 2.0% 1 1.5% 1

0.9% 9 11.4%

無回答 13 5.1% 7 10.6% 5 4.6%

6.決まってない 23 9.0% 13 19.7% 1

5.1%

5.５日以上 184 72.2% 37 56.1% 100 90.9% 47 59.5%

-

非該当 594 - 216 - 221 - 157 -

1 1.3%

回答者数 255 - 66 - 110 - 79

7 8.9%

2.２時間以上４時間未満 34 13.3% 7 10.6% 7 6.4% 20

構成比 度数 構成比

1.２時間未満 8 3.1% 0 0.0% 1 0.9%

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数 構成比 度数

25.5% 14 17.7%

5.８時間以上 33 12.9% 19 28.8% 7 6.4%

4.６時間以上８時間未満 51 20.0% 9 13.6% 28

25.3%

3.４時間以上６時間未満 81 31.8% 12 18.2% 55 50.0% 14 17.7%

6.3%

無回答 30 11.8% 8 12.1% 10 9.1% 12 15.2%

7 8.9%

6.決まってない 18 7.1% 11 16.7% 2 1.8% 5

度数 構成比 度数 構成比 度数 構成比

157 -

問18　あなたの給与、賃金、工賃は１カ月あたりどのくらいですか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比

- 79 -

非該当 594 - 216 - 221 -

回答者数 255 - 66 - 110

18 22.8%

3.５万円以上１０万円未満 51 20.0% 10 15.2% 26 23.6% 15

22.7% 22 27.9%

2.１万円以上５万円未満 47 18.4% 5 7.6% 24 21.8%

1.１万円未満 53 20.8% 6 9.1% 25

0.0% 2 2.5%

無回答 62 24.3% 25 37.9% 23 20.9%

5.２０万円以上 13 5.1% 11 16.7% 0

19.0%

4.１０万円以上２０万円未満 29 11.4% 9 13.6% 12 10.9% 8 10.1%

-

非該当 594 - 216 - 221 - 157 -

14 17.7%

回答者数 255 - 66 - 110 - 79
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度数 構成比 度数 構成比

1.能力に合った仕事であること 107 42.0% 21 31.8% 47

問19　あなたは働くうえでどのようなことが重要だと思いますか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数 構成比

22 27.9%

3.給与・賃金が妥当であること 59 23.1% 18 27.3% 21 19.1% 20

42.7% 39 49.4%

2.障がいに合った勤務条件であること 71 27.8% 23 34.9% 26 23.6%

30.9% 12 15.2%

6.障がいに対する周囲の理解があるこ
と

91 35.7% 11 16.7% 43 39.1%

5.通勤手段があること 52 20.4% 6 9.1% 34

25.3%

4.障がいのある人に配慮した設備が
整っていること

49 19.2% 9 13.6% 21 19.1% 19 24.1%

31.7%

8.就労のための職業訓練が充実するこ
と

19 7.5% 2 3.0% 7 6.4% 10 12.7%

37 46.8%

7.自分のやりたい、または、やりがい
のある仕事であること

66 25.9% 16 24.2% 25 22.7% 25

2 2.5%

無回答 22 8.6% 8 12.1% 8 7.3% 6

1.8% 1 1.3%

10.特にない 15 5.9% 8 12.1% 5 4.6%

9.その他 4 1.6% 1 1.5% 2

- 157 -

問20　あなたが平日の昼間など、主に自宅で過ごしている理由は何ですか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数

非該当 594 - 216 - 221

7.6%

回答者数 255 - 66 - 110 - 79 -

15.4% 3 3.9%

3.病気のため 78 32.9% 33 22.5% 3 23.1%

2.家事・育児などがあるため 12 5.1% 7 4.8% 2

構成比

1.高齢のため 74 31.2% 65 44.2% 5 38.5% 4 5.2%

構成比 度数 構成比 度数 構成比 度数

1.3%

5.雇用してもらえないため 14 5.9% 5 3.4% 1 7.7% 8 10.4%

42 54.6%

4.働く必要がないため 13 5.5% 12 8.2% 0 0.0% 1

5 6.5%

8.就職や進学のための活動をしている
ため

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0

0.0% 2 2.6%

7.昼間通う場所が見つからないため 7 3.0% 1 0.7% 1 7.7%

6.学校や会社に行きたくないため 2 0.8% 0 0.0% 0

7.7% 9 11.7%

回答者数 237 100.0% 147 100.0% 13 100.0%

無回答 29 12.2% 19 12.9% 1

0.0%

9.その他 8 3.4% 5 3.4% 0 0.0% 3 3.9%

-

77 100.0%

非該当 612 - 135 - 318 - 159
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問21　あなたはどれくらいの頻度で外出しますか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数

51 15.4% 78 33.1%

2.週に４日以上 198 23.3% 44 15.6% 101

構成比 度数 構成比 度数 構成比

1.週に１～３回 214 25.2% 85 30.1%

55 23.3%

4.月に数回 122 14.4% 36 12.8% 61 18.4% 25

30.5% 53 22.5%

3.毎日 204 24.0% 57 20.2% 92 27.8%

1.8% 10 4.2%

無回答 48 5.7% 20 7.1% 15 4.5%

6.ほとんど外出しない 40 4.7% 24 8.5% 6

10.6%

5.年に数回 23 2.7% 16 5.7% 5 1.5% 2 0.9%

100.0%

問22　あなたが外出するときの主な交通手段は何ですか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数

13 5.5%

回答者数 849 100.0% 282 100.0% 331 100.0% 236

187 56.5% 108 45.8%

2.徒歩・自転車・車イス 216 25.4% 40 14.2% 81

構成比 度数 構成比 度数 構成比

1.自動車 490 57.7% 195 69.2%

6 2.5%

4.電車やバスなどの公共交通機関 74 8.7% 13 4.6% 30 9.1% 31

24.5% 95 40.3%

3.バイク 11 1.3% 4 1.4% 1 0.3%

28.7% 22 9.3%

7.その他 16 1.9% 7 2.5% 4 1.2%

6.施設や病院の送迎車 157 18.5% 40 14.2% 95

13.1%

5.ヘルパーによる送迎車 26 3.1% 14 5.0% 7 2.1% 5 2.1%

6.8%

回答者数 849 - 282 - 331 - 236 -

5 2.1%

無回答 50 5.9% 16 5.7% 18 5.4% 16

度数 構成比 度数 構成比

1.本人 164 33.5% 97 49.7% 8

問23　自動車を運転するのは主に誰ですか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数 構成比

37 34.3%

3.別居の家族 29 5.9% 20 10.3% 5 2.7% 4

4.3% 59 54.6%

2.同居の家族 284 58.0% 74 38.0% 173 92.5%

0.0% 3 2.8%

無回答 5 1.0% 2 1.0% 1 0.5%

5.その他 4 0.8% 1 0.5% 0

3.7%

4.友人・知人 4 0.8% 1 0.5% 0 0.0% 3 2.8%

100.0%

非該当 359 - 87 - 144 - 128 -

2 1.9%

回答者数 490 100.0% 195 100.0% 187 100.0% 108
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度数 構成比 度数 構成比

1.公共交通機関が利用しづらい 178 21.0% 58 20.6% 66

問24　あなたが外出するとき困ること。または、整備が必要と思われることは何ですか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数 構成比

16 6.8%

3.歩道や出入口等に段差がある 138 16.3% 70 24.8% 44 13.3% 24

19.9% 54 22.9%

2.建物がバリアフリー化されてない 100 11.8% 53 18.8% 31 9.4%

0.0% 2 0.9%

6.案内表示がわかりづらい 31 3.7% 11 3.9% 8 2.4%

5.視覚障がい者のための点字ブロック
や音声付信号機が整備されてない

14 1.7% 12 4.3% 0

10.2%

4.障がい者駐車場が少ない、利用でき
ない

144 17.0% 67 23.8% 53 16.0% 24 10.2%

5.9%

8.交通費等の費用が負担である 123 14.5% 35 12.4% 23 7.0% 65 27.5%

12 5.1%

7.障がい者が利用できるトイレが少な
い

125 14.7% 47 16.7% 64 19.3% 14

12 5.1%

11.自分の意思を伝えられない、理解
してもらえない

118 13.9% 16 5.7% 82 24.8% 20

7.6% 11 4.7%

10.外出時に利用したい福祉サービス
を使うことができない

60 7.1% 23 8.2% 25 7.6%

9.外出時に介助等の福祉サービスが必
要となる

61 7.2% 25 8.9% 25

19.0% 48 20.3%

14.困った時に助けてもらえない 80 9.4% 22 7.8% 35 10.6%

13.周囲の視線が気になる 126 14.8% 15 5.3% 63

8.5%

12.知らない人に話しかけられる 32 3.8% 6 2.1% 14 4.2% 12 5.1%

5.1%

16.特に困っていない 168 19.8% 65 23.1% 56 16.9% 47 19.9%

23 9.8%

15.その他 28 3.3% 11 3.9% 5 1.5% 12

236 -

20.2% 45 19.1%

回答者数 849 - 282 - 331 -

無回答 162 19.1% 50 17.7% 67
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度数 構成比 度数 構成比 度数 構成比

問25　あなたが現在（将来）、日常生活の中で心配していることは何ですか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比

144 61.0%

3.介助・介護のこと 220 25.9% 85 30.1% 84 25.4% 51

46.2% 170 72.0%

2.生活費のこと 312 36.8% 83 29.4% 85 25.7%

1.自分の健康・病気の治療のこと 510 60.1% 187 66.3% 153

19.3% 79 33.5%

6.外出や移動のこと 191 22.5% 56 19.9% 69 20.9%

5.住まいのこと 175 20.6% 32 11.4% 64

21.6%

4.家事（炊事・洗濯・掃除など）のこ
と

203 23.9% 59 20.9% 67 20.2% 77 32.6%

2.1%

8.仕事や就職のこと 161 19.0% 21 7.5% 57 17.2% 83 35.2%

66 28.0%

7.就学や進学のこと 44 5.2% 4 1.4% 35 10.6% 5

55 23.3%

11.親亡き後のこと 344 40.5% 25 8.9% 212 64.1% 107

28.7% 68 28.8%

10.家族・学校・職場などでの人間関
係のこと

110 13.0% 16 5.7% 39 11.8%

9.緊急時や災害時のこと 239 28.2% 76 27.0% 95

6.3% 3 1.3%

無回答 62 7.3% 25 8.9% 26 7.9%

13.特にない 49 5.8% 25 8.9% 21

45.3%

12.その他 11 1.3% 4 1.4% 3 0.9% 4 1.7%

-

問26　あなたが相談する相手はどなたですか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数

11 4.7%

回答者数 849 - 282 - 331 - 236

204 61.6% 140 59.3%

2.友人や知人 128 15.1% 44 15.6% 31

構成比 度数 構成比 度数 構成比

1.家族や親せき 555 65.4% 211 74.8%

9 3.8%

4.医療機関 179 21.1% 49 17.4% 42 12.7% 88

9.4% 53 22.5%

3.学校や職場 54 6.4% 4 1.4% 41 12.4%

38.1% 73 30.9%

7.相談支援事業所 105 12.4% 16 5.7% 52 15.7%

6.障がい福祉サービス事業所 227 26.7% 28 9.9% 126

37.3%

5.民生児童委員 15 1.8% 13 4.6% 1 0.3% 1 0.4%

14.4%

9.障がい者相談支援センター（市役所
内）

80 9.4% 21 7.5% 37 11.2% 22 9.3%

37 15.7%

8.市役所の窓口（障がい福祉課など） 126 14.8% 48 17.0% 44 13.3% 34

6 2.5%

12.相談したいができない 30 3.5% 6 2.1% 14 4.2% 10

5.4% 17 7.2%

11.警察 8 0.9% 2 0.7% 0 0.0%

10.障がい者団体、障がい者支援団体 43 5.1% 8 2.8% 18

1.5% 11 4.7%

無回答 61 7.2% 21 7.5% 31 9.4%

14.その他 20 2.4% 4 1.4% 5

4.2%

13.相談する必要がない 18 2.1% 12 4.3% 5 1.5% 1 0.4%

-

9 3.8%

回答者数 849 - 282 - 331 - 236
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問27　あなたの現在の通院等の状況を教えてください。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数

6 1.8% 8 3.4%

2.週２回以上 45 5.3% 32 11.4% 4

構成比 度数 構成比 度数 構成比

1.週１回 25 2.9% 11 3.9%

129 54.7%

4.月2～３回 101 11.9% 39 13.8% 19 5.7% 43

1.2% 9 3.8%

3.月１回 310 36.5% 94 33.3% 87 26.3%

12.1% 8 3.4%

7.入院中 17 2.0% 8 2.8% 0 0.0%

6.年に数回 68 8.0% 20 7.1% 40

18.2%

5.３カ月に１回 116 13.7% 31 11.0% 75 22.7% 10 4.2%

3.0%

無回答 65 7.7% 24 8.5% 28 8.5% 13 5.5%

9 3.8%

8.通院してない 102 12.0% 23 8.2% 72 21.8% 7

構成比

1.医療費の負担が大きい 91 10.7% 28 9.9% 14 4.2% 49 20.8%

構成比 度数 構成比 度数 構成比 度数

100.0% 236 100.0%

問28　医療を受けるうえで困っていることはありますか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数

回答者数 849 100.0% 282 100.0% 331

43 18.2%

4.専門的な治療を受けられる病院が近
くにない

97 11.4% 26 9.2% 43 13.0% 28

6.7% 36 15.3%

3.通院（病院までの移動）が困難であ
る

116 13.7% 43 15.3% 30 9.1%

2.通院費（交通費）の負担が大きい 79 9.3% 21 7.5% 22

9.7% 10 4.2%

7.意思の疎通ができない（手話などが
必要な場合を含む）

96 11.3% 15 5.3% 72 21.8%

6.障がいが理由で治療を受けにくい 48 5.7% 6 2.1% 32

11.9%

5.往診を頼める医師がいない 49 5.8% 14 5.0% 25 7.6% 10 4.2%

4.7%

9.特にない 329 38.8% 130 46.1% 115 34.7% 84 35.6%

9 3.8%

8.その他 21 2.5% 5 1.8% 5 1.5% 11

236 -

19.6% 38 16.1%

回答者数 849 - 282 - 331 -

無回答 150 17.7% 47 16.7% 65
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度数 構成比 度数 構成比 度数 構成比

問29　最近１年間、あなたは地域の行事や活動に参加しましたか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比

32 13.6%

3.セミナー・講演会等の学習活動 27 3.2% 14 5.0% 4 1.2% 9

4.5% 20 8.5%

2.障がい者団体の集会・活動 124 14.6% 42 14.9% 50 15.1%

1.文化・スポーツ事業 61 7.2% 26 9.2% 15

5.7% 16 6.8%

6.学校・園などの行事 116 13.7% 15 5.3% 90 27.2%

5.趣味やスポーツなどのサークル活動 60 7.1% 25 8.9% 19

3.8%

4.自治会活動・祭りなどの地域の活動 123 14.5% 48 17.0% 42 12.7% 33 14.0%

7.6%

8.その他 6 0.7% 0 0.0% 5 1.5% 1 0.4%

11 4.7%

7.福祉・ボランティア活動 51 6.0% 14 5.0% 19 5.7% 18

13 5.5%

回答者数 849 - 282 - 331 - 236

39.9% 127 53.8%

無回答 61 7.2% 24 8.5% 24 7.3%

9.参加してない 407 47.9% 148 52.5% 132

構成比 度数 構成比 度数 構成比

1.参加したい行事がない 88 21.6% 29 19.6%

-

問30　参加していない理由は何ですか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数

4.6% 12 9.5%

3.参加費が負担になる 16 3.9% 4 2.7% 4 3.0%

25 18.9% 34 26.8%

2.時間の余裕がない 28 6.9% 10 6.8% 6

24.4%

5.会場が障がいに対応していない 34 8.4% 16 10.8% 12 9.1% 6 4.7%

8 6.3%

4.外出することが困難 126 31.0% 65 43.9% 30 22.7% 31

55 43.3%

8.その他 28 6.9% 7 4.7% 6 4.6% 15

25.8% 23 18.1%

7.関心がない 132 32.4% 33 22.3% 44 33.3%

6.一緒に行く人がいない 76 18.7% 19 12.8% 34

- 127 -回答者数 407 - 148 - 132

11.8%

無回答 21 5.2% 6 4.1% 15 11.4% 0 0.0%
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問31　あなたは福祉サービスに関する情報をどこから得ていますか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数

14.8% 22 9.3%

3.学校や職場 61 7.2% 4 1.4% 47 14.2%

2.友人や知人 108 12.7% 37 13.1% 49

構成比

1.家族や親せき 201 23.7% 74 26.2% 76 23.0% 51 21.6%

構成比 度数 構成比 度数 構成比 度数

29.2%

5.障がい福祉サービス事業所 206 24.3% 32 11.4% 111 33.5% 63 26.7%

10 4.2%

4.医療機関 129 15.2% 38 13.5% 22 6.7% 69

11 4.7%

8.市役所の窓口（障がい福祉課など） 159 18.7% 58 20.6% 49 14.8% 52

15.1% 42 17.8%

7.ヘルパー 39 4.6% 21 7.5% 7 2.1%

6.相談支援事業所 107 12.6% 15 5.3% 50

8.5% 15 6.4%

11.テレビ・ラジオ・新聞・雑誌 105 12.4% 54 19.2% 21 6.3%

10.障がい者団体、障がい者支援団体 64 7.5% 21 7.5% 28

22.0%

9.障がい者相談支援センター（市役所
内）

66 7.8% 23 8.2% 22 6.7% 21 8.9%

11.0%

13.その他 11 1.3% 4 1.4% 2 0.6% 5 2.1%

30 12.7%

12.インターネット 50 5.9% 13 4.6% 11 3.3% 26

14 5.9%

回答者数 849 - 282 - 331 - 236

18.4% 29 12.3%

無回答 78 9.2% 30 10.6% 34 10.3%

14.特に情報を入手してない 137 16.1% 47 16.7% 61

構成比 度数 構成比 度数 構成比

1.案内表示がわかりにくい 62 7.3% 26 9.2%

-

問32　あなたは情報を入手したり、コミュニケーションをとるうえで困ることはありますか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数

2.7% 8 3.4%

3.問い合わせ情報にＦＡＸ番号やメー
ルアドレスの記載がない

23 2.7% 8 2.8% 4 1.2%

15 4.5% 21 8.9%

2.音声情報や文字情報が少ない 36 4.2% 19 6.7% 9

33.1%

5.話をうまく組み立てられない、うま
く質問できない

184 21.7% 28 9.9% 82 24.8% 74 31.4%

11 4.7%

4.面と向かって話すのが苦手 151 17.8% 23 8.2% 50 15.1% 78

57 24.2%

8.状況判断が困難なので、説明されて
も相手の意思や情報を正しく理解でき
ない

167 19.7% 20 7.1% 93 28.1% 54

22.1% 38 16.1%

7.難しい言葉や早口で話されるとわか
りにくい

191 22.5% 51 18.1% 83 25.1%

6.読むことが難しかったり、複雑な文
章表現で分かりにくい

141 16.6% 30 10.6% 73

25.7% 58 24.6%

無回答 170 20.0% 60 21.3% 78 23.6%

10.特に困ることはない 259 30.5% 116 41.1% 85

22.9%

9.その他 36 4.2% 11 3.9% 13 3.9% 12 5.1%

-

32 13.6%

回答者数 849 - 282 - 331 - 236
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問33　日常生活や学校、職場で障がい者への差別や疎外感を感じたことはありますか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数

80 24.2% 50 21.2%

2.教育（学校・幼稚園・保育園など）
で感じた

67 7.9% 5 1.8% 46

構成比 度数 構成比 度数 構成比

1.普段の生活（住んでいる地域や自治
会など）の中で感じた

163 19.2% 33 11.7%

38 16.1%

4.医療（病院や診療所など）で感じた 85 10.0% 14 5.0% 45 13.6% 26

13.9% 16 6.8%

3.雇用（会社など）で感じた 73 8.6% 16 5.7% 19 5.7%

0.9% 9 3.8%

7.公共交通機関（駅・バスなど）で感
じた

68 8.0% 18 6.4% 27 8.2%

6.不動産（アパートを借りるときな
ど）で感じた

19 2.2% 7 2.5% 3

11.0%

5.飲食店やサービス業で感じた 63 7.4% 15 5.3% 36 10.9% 12 5.1%

1.7%

９.感じたことはない・わからない 389 45.8% 148 52.5% 133 40.2% 108 45.8%

23 9.8%

８.その他 16 1.9% 4 1.4% 8 2.4% 4

度数 構成比 度数 構成比 度数 構成比

236 -

問34　差別や疎外感を感じたとき、あなたはどこに相談しましたか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比

14.5% 29 12.3%

回答者数 849 - 282 - 331 -

無回答 139 16.4% 62 22.0% 48

22 22.2%

3.家族 106 33.0% 23 31.9% 52 34.7% 31

4.0% 13 13.1%

2.障がい者相談支援センター 43 13.4% 8 11.1% 13 8.7%

1.市役所 27 8.4% 8 11.1% 6

11.3% 2 2.0%

6.職場の上司や同僚 11 3.4% 1 1.4% 5 3.3%

5.学校の先生 19 5.9% 0 0.0% 17

31.3%

4.友人や知人 59 18.4% 11 15.3% 30 20.0% 18 18.2%

5.1%

８.社会福祉協議会 6 1.9% 4 5.6% 0 0.0% 2 2.0%

5 5.1%

7.障がい者団体 13 4.1% 4 5.6% 4 2.7% 5

30 30.3%

無回答 21 6.5% 4 5.6% 10 6.7% 7

3.3% 9 9.1%

１０.相談してない 126 39.3% 32 44.4% 64 42.7%

９.その他 17 5.3% 3 4.2% 5

- 137 -非該当 528 - 210 - 181

7.1%

回答者数 321 - 72 - 150 - 99 -
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問35　障がい者への理解を深めるために力を入れるべきところは何だと思いますか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数

10.6% 48 20.3%

3.福祉施設を地域に開かれたものとす
る

158 18.6% 40 14.2% 84 25.4%

2.障がい福祉をテーマとした講座や講
演会の開催

120 14.1% 37 13.1% 35

構成比

1.スポーツ・文化活動などを通した障
がい者と地域の人々との交流

152 17.9% 43 15.3% 65 19.6% 44 18.6%

構成比 度数 構成比 度数 構成比 度数

14.8%

5.障がい者の活動の積極的なＰＲ 124 14.6% 36 12.8% 50 15.1% 38 16.1%

34 14.4%

4.学校での福祉教育の充実 188 22.1% 46 16.3% 107 32.3% 35

43 18.2%

８.障がい者自身が積極的に社会参加す
る

182 21.4% 55 19.5% 67 20.2% 60

27.2% 63 26.7%

7.ボランティアの育成 176 20.7% 47 16.7% 86 26.0%

6.支援グループの育成 189 22.3% 36 12.8% 90

1.5% 12 5.1%

無回答 172 20.3% 68 24.1% 65 19.6%

１０.その他 21 2.5% 4 1.4% 5

25.4%

９.特にない 153 18.0% 70 24.8% 37 11.2% 46 19.5%

-

39 16.5%

回答者数 849 - 282 - 331 - 236
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問36　あなたは大きな災害があったときに、どんな支援があったらいいと思いますか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数

108 32.6% 109 46.2%

2.障がい者や高齢者が優先的に避難で
きる避難所

293 34.5% 108 38.3% 120

構成比 度数 構成比 度数 構成比

1.歩いて行けるところで、プライバ
シーが守られる避難所

292 34.4% 75 26.6%

47 19.9%

4.避難先で障がいに配慮してもらえる
こと

313 36.9% 91 32.3% 138 41.7% 84

36.3% 65 27.5%

3.避難所で福祉サービスが受けられる
こと

168 19.8% 58 20.6% 63 19.0%

31.1% 118 50.0%

7.誰かに一緒にいてもらえたり、不安
な気持ちを聞いてもらえること

143 16.8% 28 9.9% 51 15.4%

6.いつも服薬している薬の確保 308 36.3% 87 30.9% 103

35.6%

5.いろいろな情報がもらえること 116 13.7% 50 17.7% 22 6.7% 44 18.6%

3.4%

９.非難したくないので、自宅に救援物
資などを届けてくれること

108 12.7% 37 13.1% 40 12.1% 31 13.1%

64 27.1%

８.福祉用具等（車イスやストマ用装具
など）の確保

65 7.7% 40 14.2% 17 5.1% 8

11 4.7%

12.その他 3 0.4% 1 0.4% 1 0.3% 1

16.3% 24 10.2%

11.特に思いつかない 52 6.1% 15 5.3% 26 7.9%

10.経験がないのでわからない 116 13.7% 38 13.5% 54

- 236 -

問37　あなたは災害時の対策を立てていますか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数

回答者数 849 - 282 - 331

0.4%

無回答 62 7.3% 26 9.2% 22 6.7% 14 5.9%

8.5% 10 4.2%

3.通っている会社や学校が、通勤・通
学時や帰宅時などの対応方法を決めて
いる

64 7.5% 8 2.8% 49 14.8%

2.家族などと緊急時の連絡方法を決め
ている

72 8.5% 34 12.1% 28

構成比

1.家族などと避難方法や帰宅方法など
を決めている

116 13.7% 52 18.4% 42 12.7% 22 9.3%

構成比 度数 構成比 度数 構成比 度数

0.9%

5.ボランティアの人に災害時の手助け
を頼んでいる

8 0.9% 4 1.4% 2 0.6% 2 0.9%

7 3.0%

4.地域の人などと避難方法を決めてい
る

10 1.2% 6 2.1% 2 0.6% 2

6 2.5%

８.食料や水などの防災用品を用意して
いる

145 17.1% 42 14.9% 68 20.5% 35

1.2% 3 1.3%

7.災害時要援護者名簿に登録している 33 3.9% 16 5.7% 11 3.3%

6.近所の人に災害時の手助けを頼んで
いる

17 2.0% 10 3.6% 4

9.7% 15 6.4%

11.家に消火器がある 175 20.6% 61 21.6% 64 19.3%

10.家具に転倒防止の対策をしている 65 7.7% 18 6.4% 32

14.8%

９.補装具や医療器具などの規格、サイ
ズ、販売会社などがわかる

11 1.3% 9 3.2% 1 0.3% 1 0.4%

25.0%

13.防災訓練に参加している 102 12.0% 13 4.6% 53 16.0% 36 15.3%

50 21.2%

12.避難場所がわかる 190 22.4% 55 19.5% 76 23.0% 59

97 41.1%

無回答 91 10.7% 35 12.4% 33 10.0% 23

1.8% 1 0.4%

15.特に対策は立ててない 291 34.3% 102 36.2% 92 27.8%

14.その他 9 1.1% 2 0.7% 6

9.8%

回答者数 849 - 282 - 331 - 236 -
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問38　障がい福祉施策に対して望むこと、取り組んでほしいことはありますか。

項目
全体 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者

度数 構成比 度数 構成比

16.9% 54 22.9%

2.グループホームなどの地域で生活す
るための場所の充実

181 21.3% 20 7.1% 118 35.7%

度数 構成比 度数 構成比

1.自宅での生活を支援する在宅サービ
スの充実

194 22.9% 84 29.8% 56

6.8%

4.緊急時などにおけるショートステイ
の充実

148 17.4% 38 13.5% 93 28.1% 17 7.2%

43 18.2%

3.機能回復や地域生活に必要な訓練の
充実

55 6.5% 28 9.9% 11 3.3% 16

120 50.9%

7.医療費の負担軽減 116 13.7% 38 13.5% 23 7.0% 55

10.0% 3 1.3%

6.年金や手当などの所得保障の充実 311 36.6% 102 36.2% 89 26.9%

5.児童発達支援や放課後等デーサービ
スの充実

44 5.2% 8 2.8% 33

8.5% 23 9.8%

10.困った時、悩んだ時のための相談
窓口の充実

171 20.1% 37 13.1% 59 17.8%

９.就労移行支援や就労継続事業所の整
備

56 6.6% 5 1.8% 28

23.3%

８.障がい者の就職や雇用施策の充実 145 17.1% 26 9.2% 51 15.4% 68 28.8%

3.0%

12.生活介護などの医療的ケアを受け
られる施設の整備

105 12.4% 23 8.2% 66 19.9% 16 6.8%

75 31.8%

11.重度心身障がい者や強度行動障が
い者の受け入れ先の整備

52 6.1% 8 2.8% 37 11.2% 7

26 11.0%

15.道路の段差解消やバリアフリー化
の推進

73 8.6% 45 16.0% 13 3.9% 15

4.2% 9 3.8%

14.公共交通の充実による移動の利便
性の確保

83 9.8% 33 11.7% 24 7.3%

13.障がい者のスポーツ、芸術、文化
活動などに対する支援

37 4.4% 14 5.0% 14

9.1% 28 11.9%

18.行政からの保健や福祉に関する情
報提供の充実

71 8.4% 28 9.9% 24 7.3%

17.差別をなくすための人権教育や候
補活動の推進

77 9.1% 19 6.7% 30

6.4%

16.福祉教育やボランティア育成の推
進

44 5.2% 12 4.3% 21 6.3% 11 4.7%

9.3%

20.その他 7 0.8% 2 0.7% 4 1.2% 1 0.4%

19 8.1%

19.障がい福祉サービスを利用すると
きの利用負担の軽減

97 11.4% 35 12.4% 40 12.1% 22

236 -

9.4% 22 9.3%

回答者数 849 - 282 - 331 -

無回答 107 12.6% 54 19.2% 31

23
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　調査表の記入者は、「ご本人」が72.0%と7割以上が本人が回答しています。

　性別については、「男性」が58.2%、「女性」が40.4%と男性の方が高くなっています。

 Ⅱ　調査結果　【身体障がい者】

【年齢や手帳などの所持状況についてお聞きします】

問1　はじめにうかがいます。このアンケートに回答していただけるのはどなたですか。
　　（該当する番号１つに○をつけてください。）

問2　あなた（障がいのある方）の性別を教えてください。
　　（該当する番号１つに○をつけてください。）

ご本人 203人 

72.0% 

ご家族 70人 

24.8% 

施設職員 5人 

1.8% 

その他 2人 

0.7% 

無回答 2

人 0.7% 

男性 164人 

58.2% 

女性 114人 
40.4% 

無回答 4人 

1.4% 

n=282

n=282
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　年齢は、「65歳以上」が最も高く約60％となっており、平均では67.2歳となっています。

　身体障害者手帳の所持状況は、「１級」が42.9％で最も高く、次いで、「4級」の18.8％となっています。

　手帳の種類では、「肢体不自由」が47.9％で最も高く、次いで、「内部障害」が28.7％となっています。

問３　あなたの年齢はおいくつですか。（平成28年10月1日現在）

問４　あなたが現在お持ちの障害者手帳の等級は次のうちどれですか。

2.5% 7人 

35.1% 99人 

59.9% 169人 

2.5% 7人 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１８歳未満 

１８歳以上６５歳未満 

６５歳以上 

無回答 

n=282

42.9% 121人 

17.0% 48人 

12.4% 35人 

18.8% 53人 

4.3% 12人 

4.6% 13人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１級 

２級 

３級 

４級 

５級 

６級 

n=282

10.3% 29人 

11.7% 33人 

4.6% 13人 

47.9% 135人 

28.7% 81人 

3.6% 10人 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

視覚障害 

聴覚・平衡機能障害 

言語障害 

肢体不自由 

内部障害 

無回答 

n=282
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　生活の場は、「本人または家族の持ち家」が最も高く77.7％となっています。次いで、「入所施設」（介
護施設等への入所も含まれていると思われます）が8.2％、民間アパートや公営住宅が約6％となっています。

【問６は問5で1～3、7を選んだ方のみお答えください】問5がそれ以外の方は問7へお進みください

　グループホームや施設、病院で生活している方を除いた一緒に生活している人では、「夫または妻」が最
も高く50.2％で、次に「子どもやその配偶者」が36.7％となっています。また、「ひとりで暮らしている」
は14.5％となっています。

【住む場所についてお聞きします】

問５　あなたは、どこで生活してますか。（該当する番号１つに○をつけてください。）

問６　あなたは、誰と一緒に生活してますか。（該当する番号すべてに○をつけてください。）

77.7% 219人 

6.4% 18人 

6.0% 17人 

0.4% 1人 

8.2% 23人 

1.1% 3人 

0.0% 0人 

0.4% 1人 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人または家族の持ち家 

民間の賃貸住宅・借家・アパート 

.県営・市営住宅、社宅等 

グループホーム 

入所施設 

病院（１年以上の入院） 

その他 

無回答 

n=282

14.5% 37人 

18.0% 46人 

50.2% 128人 

26.7% 68人 

3.5% 9人 

5.1% 13人 

1.2% 3人 

0.4% 1人 

0.0% 0人 

0.0% 0人 

5.1% 13人 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ひとりで暮らしている 

父や母 

夫または妻 

子どもやその配偶者 

孫やその配偶者 

兄弟姉妹やその配偶

者 

祖父母 

その他親族 

友人・知人 

その他 

無回答 

n=255
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●誰と一緒に生活してますかと年齢のクロス集計

　今後の生活の場については、「現在と同じ場所」が68.4％と最も高く、次いで、「現在と違う場所」が
6.4％となっていますが、「わからない・決められない」、「無回答」で約25％となっています。

●問７　今後どこで暮らしたいですかと　問５　どこで生活してますかのクロス集計

構成比 度数 構成比

ひとりで暮らしている 0 0.0% 9 9.6% 27 18.2%

項目
18歳未満 18歳以上65歳未満 65歳以上

度数 構成比 度数

25.0%

孫やその配偶者 0 0.0% 0 0.0% 9 6.1%

子どもやその配偶者 0 0.0% 28 29.8% 37

2.0%

夫または妻 0 0.0% 40 42.6% 87 58.8%

父や母 7 100.0% 35 37.2% 3

0.0%

友人・知人 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他親族 0 0.0% 1 1.1% 0

2.7%

祖父母 1 14.3% 2 2.1% 0 0.0%

兄弟姉妹やその配偶者 3 42.9% 5 5.3% 4

-

問７　あなたは、今後（未成年の方は成人になったら）どこで暮らしたいですか。
　　（該当する番号１つに○をつけてください。）

項目
現在と同じ場

所
現在と違う場

所
わからない・
決められない

無回答 回答者数

回答者数 7 - 94 - 148

0.0%

無回答 0 0.0% 5 5.3% 7 4.7%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0

100.0%

民間の賃貸住宅・借家・アパート
7 3 4 4 18

38.9% 16.7% 22.2%

本人または家族の持ち家
166 6 6 41 219

75.8% 2.7% 2.7% 18.7%

17.7% 17.7% 100.0%

グループホーム
0 0 1 0 1

0.0%

22.2% 100.0%

県営・市営住宅、社宅等
8 3 3 3 17

47.1% 17.7%

3

0.0% 33.3% 0.0% 66.7% 100.0%

52.2% 21.7% 8.7% 17.4% 100.0%

病院（１年以上の入院）
0 1 0 2

0.0% 100.0% 0.0% 100.0%

入所施設
12 5 2 4 23

-
その他

0 0 0 0 0

- - - -

現在と同じ場

所 193人 

68.4% 

現在と違う場

所 18人 6.4% 

わからない・

決められない  

16人 5.7% 

無回答     

55人 19.5% 

n=282
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●問７で「現在と違う場所」と回答した方がどこで生活したいか

　「現在と違う場所」と回答した方は、「入所施設」が最も高く38.9％、次いで、「本人または家族の持ち
家」が22.2％となっています。

●問7の現在と違う場所と問５の現在の生活の場所のクロス集計

回
答
者
数

本人または家族の持ち家
1 0 0 0 2 1 0 0

　　　　　　　現在

　　今後

本
人
ま
た
は
家
族
の
持
ち
家

民
間
の
賃
貸
住
宅
・
借
家
・
ア

パ
ー

ト

県
営
・
市
営
住
宅
、

社
宅
等

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム

入
所
施
設

病
院
（

１
年
以
上
の
入
院
）

そ
の
他

無
回
答

0 0 0 2

0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0%

民間の賃貸住宅・借家・ア
パート

0 1 0 0 1

4

25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 25.0% 0.0% 0.0% 100.0%

0 0 2

0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0%

0.0% 0.0% 100.0%

県営・市営住宅、社宅等
0 1 0 0 1 0

0 2

50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0.0% 100.0%

グループホーム
1 0 0 0 1 0 0

7

57.1% 0.0% 42.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

100.0%

入所施設
4 0 3 0 0 0 0 0

- - -

その他
0 0 0 0 0 0

0 0 0 0

- - - - - -
病院（１年以上の入院）

0 0 0 0 0

- -

0 0 0

- - - - - - -

22.2% 4人 

11.1% 2人 

11.1% 2人 

11.1% 2人 

38.9% 7人 

0.0% 0人 

0.0% 0人 

5.6% 1人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

本人または家族の持ち家 

民間の賃貸住宅・借家・アパート 

県営・市営住宅、社宅等 

グループホーム 

入所施設 

病院（１年以上の入院） 

その他 

無回答 

n=18人 
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　収入については、「障害を原因としない年金」が最も高く40.1％、次いで、「障害年金」33.7％となって
います。また、「一般企業の給与・賃金」も13.1％となっています。

●問８あなたの収入は次のうちどれですかと年齢のクロス集計

問８　あなたはの収入は次のうちどれですか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

項目 １８歳未満
１８歳以上
65歳未満

６５.歳以上 無回答 回答者数

100.0%

自営業による収入
0 8 9 0 17

0.0% 47.1% 52.9%

一般企業の給与・賃金
0 33 4 0 37

0.0% 89.2% 10.8% 0.0%

22.2% 0.0% 100.0%

障害年金
0 53 40 2 95

0.0%

0.0% 100.0%

福祉サービス事業所(就労移行・継続など)
0 7 2 0 9

0.0% 77.8%

14

21.4% 35.7% 35.7% 7.1% 100.0%

0.0% 5.3% 92.0% 2.7% 100.0%

各種手当（特別障害者手当など）
3 5 5 1

55.8% 42.1% 2.1% 100.0%

障がいを原因としない年金
0 6 104 3 113

100.0%

生活保護
0 3 9 0 12

0.0% 25.0% 75.0%

心身障害者扶養共済年金
0 0 1 0 1

0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

35.7% 0.0% 100.0%

その他
0 0 3 0 3

0.0%

0.0% 100.0%

親・家族からの支援
3 6 5 0 14

21.4% 42.9%

21.4% 64.3% 0.0% 14.3% 100.0%

0.0% 100.0% 0.0% 100.0%

無収入
3 9 0 2 14

13.1% 37人 

6.0% 17人 

3.2% 9人 

33.7% 95人 

40.1% 113人 

5.0% 14人 

0.4% 1人 

4.3% 12人 

5.0% 14人 

1.1% 3人 

5.0% 14人 

4.6% 13人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

一般企業の給与・賃金 

自営業による収入 

福祉サービス事業所(就労移行・継続など) 

障害年金 

障がいを原因としない年金 

各種手当 

心身障害者扶養共済年金 

生活保護 

親・家族からの支援 

その他 

無収入 

無回答 n=282
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　日常生活の中で、「ひとりでできる」が高い項目は、「家の中での移動」（68.8％）や「薬の管理」
（62.1％）、「食事、入浴、トイレ、着替えなどの身の回りのこと」（61.7％）となっています。
　また、「すべてに支援が必要」が高い項目は、「銀行や役所などの手続き」（37.2％）や「病院や
薬局などへの通院」（37.2％）、「電車やバスなどを使った外出」（36.2％）となっています。

●問９－１食事、入浴、トイレ、着替えなどの身の回りのことと障害種別のクロス集計

問９　あなたは、毎日の生活の中で次のようなことが不安なく自分でできますか。
　　（該当する番号１つに○をつけてください。）

項目
ひとりででき

る
一部支援が必

要
すべて支援が

必要
無回答 回答者数

【日常生活の状況についてお聞きします】

100.0%

聴覚・平衡機能障害
24 5 1 3 33

72.7% 15.2% 3.0%

視覚障害
20 7 2 0 29

69.0% 24.1% 6.9% 0.0%

38.5% 0.0% 100.0%

肢体不自由
67 35 30 3 135

49.6%

9.1% 100.0%

言語障害
5 3 5 0 13

38.5% 23.1%

76.5% 16.1% 4.9% 2.5% 100.0%

25.9% 22.2% 2.2% 100.0%

内部障害
62 13 4 2 81

61.7% 

68.8% 

45.7% 

44.3% 

59.6% 

62.1% 

44.0% 

41.8% 

41.5% 

60.6% 

22.7% 

14.9% 

16.7% 

15.6% 

11.0% 

9.9% 

14.5% 

17.7% 

14.2% 

19.5% 

12.4% 

11.7% 

31.9% 

35.5% 

24.5% 

23.4% 

37.2% 

37.2% 

36.2% 

11.7% 

3.2% 

4.6% 

5.7% 

4.6% 

5.0% 

4.6% 

4.3% 

3.2% 

8.2% 

8.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食事、入浴、トイレ、着替えなどの身の回りのこと 

家の中での移動 

掃除、洗濯、調理などの家事 

買い物やおつかい 

お金の管理 

薬の管理 

銀行や役所などでの手続き 

病院や薬局などへの通院 

電車やバスなどを使った外出 

人とのコミュニケーション 

ひとりでできる 一部支援が必要 すべてに支援が必要 無回答 

n=282
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●問９－２家の中での移動と障害種別のクロス集計

●問９－３掃除、洗濯、調理などの家事と障害種別のクロス集計

●問９－４買い物やおつかいと障害種別のクロス集計

●問９－５お金の管理と障害種別のクロス集計

項目
ひとりででき

る
一部支援が必

要
すべて支援が

必要
無回答

0.0% 100.0%

聴覚・平衡機能障害
25 4 1 3 33

75.8% 12.1%

回答者数

視覚障害
24 4 1 0 29

82.8% 13.8% 3.5%

7.7% 38.5% 0.0% 100.0%

肢体不自由
72 28 28 7 135

3.0% 9.1% 100.0%

言語障害
7 1 5 0 13

53.9%

項目
ひとりででき

る
一部支援が必

要
すべて支援が

必要
無回答 回答者数

81

85.2% 8.6% 3.7% 2.5% 100.0%

53.3% 20.7% 20.7% 5.2% 100.0%

内部障害
69 7 3 2

100.0%

聴覚・平衡機能障害
19 5 6 3 33

57.6% 15.2% 18.2%

視覚障害
12 6 9 2 29

41.4% 20.7% 31.0% 6.9%

53.9% 0.0% 100.0%

肢体不自由
46 26 56 7 135

34.1%

9.1% 100.0%

言語障害
4 2 7 0 13

30.8% 15.4%

60.5% 13.6% 22.2% 3.7% 100.0%

項目
ひとりででき

る
一部支援が必

要
すべて支援が

必要
無回答

19.3% 41.5% 5.2% 100.0%

内部障害
49 11 18 3 81

3.5% 100.0%

聴覚・平衡機能障害
20 6 4 3 33

60.6% 18.2%

回答者数

視覚障害
4 7 17 1 29

13.8% 24.1% 58.6%

15.4% 53.9% 0.0% 100.0%

肢体不自由
44 23 63 5 135

12.1% 9.1% 100.0%

言語障害
4 2 7 0 13

30.8%

項目
ひとりででき

る
一部支援が必

要
すべて支援が

必要
無回答 回答者数

81

64.2% 12.4% 19.8% 3.7% 100.0%

32.6% 17.0% 46.7% 3.7% 100.0%

内部障害
52 10 16 3

100.0%

聴覚・平衡機能障害
19 7 4 3 33

57.6% 21.2% 12.1%

視覚障害
18 4 7 0 29

62.1% 13.8% 24.1% 0.0%

53.9% 0.0% 100.0%

肢体不自由
69 14 44 8 135

51.1%

9.1% 100.0%

言語障害
4 2 7 0 13

30.8% 15.4%

72.8% 11.1% 13.6% 2.5% 100.0%

10.4% 32.6% 5.9% 100.0%

内部障害
59 9 11 2 81
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●問９－６薬の管理と障害種別のクロス集計

●問９－７銀行や役所などでの手続きと障害種別のクロス集計

●問９－８病院や薬局などへの通院と障害種別のクロス集計

●問９－９電車やバスなどを使った外出と障害種別のクロス集計

項目
ひとりででき

る
一部支援が必

要
すべて支援が

必要
無回答

0.0% 100.0%

聴覚・平衡機能障害
21 4 4 4 33

63.6% 12.1%

回答者数

視覚障害
18 3 8 0 29

62.1% 10.3% 27.6%

7.7% 53.9% 0.0% 100.0%

肢体不自由
72 16 41 6 135

12.1% 12.1% 100.0%

言語障害
5 1 7 0 13

38.5%

項目
ひとりででき

る
一部支援が必

要
すべて支援が

必要
無回答 回答者数

81

76.5% 7.4% 13.6% 2.5% 100.0%

53.3% 11.9% 30.4% 4.4% 100.0%

内部障害
62 6 11 2

100.0%

聴覚・平衡機能障害
17 9 4 3 33

51.5% 27.3% 12.1%

視覚障害
3 7 19 0 29

10.3% 24.1% 65.5% 0.0%

61.5% 0.0% 100.0%

肢体不自由
52 14 64 5 135

38.5%

9.1% 100.0%

言語障害
3 2 8 0 13

23.1% 15.4%

61.7% 13.6% 21.0% 3.7% 100.0%

項目
ひとりででき

る
一部支援が必

要
すべて支援が

必要
無回答

10.4% 47.4% 3.7% 100.0%

内部障害
50 11 17 3 81

0.0% 100.0%

聴覚・平衡機能障害
17 9 4 3 33

51.5% 27.3%

回答者数

視覚障害
3 8 18 0 29

10.3% 27.6% 62.1%

15.4% 61.5% 0.0% 100.0%

肢体不自由
45 19 68 3 135

12.1% 9.1% 100.0%

言語障害
3 2 8 0 13

23.1%

項目
ひとりででき

る
一部支援が必

要
すべて支援が

必要
無回答 回答者数

81

61.7% 17.3% 18.5% 2.5% 100.0%

33.3% 14.1% 50.4% 2.2% 100.0%

内部障害
50 14 15 2

100.0%

聴覚・平衡機能障害
17 7 5 4 33

51.5% 21.2% 15.2%

視覚障害
4 8 16 1 29

13.8% 27.6% 55.2% 3.5%

53.9% 7.7% 100.0%

肢体不自由
41 15 68 11 135

30.4%

12.1% 100.0%

言語障害
4 1 7 1 13

30.8% 7.7%

64.2% 13.6% 18.5% 3.7% 100.0%

11.1% 50.4% 8.2% 100.0%

内部障害
52 11 15 3 81
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●問９－10人とのコミュニケーションと障害種別のクロス集計

　主な介助者の状況は、「夫または妻」が最も高く37.6％、次いで、「子どもやその配偶者」が24.8％と
なっています。また、「介護を受けていない」も12.8％となっています。

項目
ひとりででき

る
一部支援が必

要
すべて支援が

必要
無回答

0.0% 100.0%

聴覚・平衡機能障害
9 17 3 4 33

27.3% 51.5%

回答者数

視覚障害
20 9 0 0 29

69.0% 31.0% 0.0%

15.4% 53.9% 15.4% 100.0%

肢体不自由
79 21 25 10 135

9.1% 12.1% 100.0%

言語障害
2 2 7 2 13

15.4%

問10　あなたの主な介助者（支援者）は、どなたですか。
　　（該当する番号２つまで○をつけてください。）

81

76.5% 16.1% 2.5% 4.9% 100.0%

58.5% 15.6% 18.5% 7.4% 100.0%

内部障害
62 13 2 4

12.4% 35人 

37.6% 106人 

24.8% 70人 

0.4% 1人 

9.9% 28人 

0.4% 1人 

3.2% 9人 

10.6% 30人 

13.8% 39人 

1.1% 3人 

12.8% 36人 

6.0% 17人 

0% 10% 20% 30% 40%

父や母 

夫または妻 

子どもやその配偶者 

孫やその配偶者 

兄弟姉妹やその配偶者 

祖父母 

友人・知人 

ヘルパー 

施設・病院職員 

その他 

介助を受けてない 

無回答 n=282
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【問11、12は問10で1～６を選んだ方のみお答えください】問10でそれ以外の方は問13へお進みください

　主な介助者の年齢は、「60歳以上80歳未満」が最も高く46.7％、次いで、「40歳以上60歳未満」が
27.1％となっています。また、「80歳以上」の高齢の介助者も8.0％となっています。

　主な介助者から介助を受けられない時の対応としては、「同居している他の家族に頼む」が25.1％と最も
高く、次いで、「別居している他の家族に頼む」が20.1％となっています。また、家族以外では、「ヘルパー
に依頼する」が17.1％、「施設や病院などに依頼する」が12.1％となっています。

問11　あなたの主な介助者（支援者）の年齢を教えてください。

問12　あなたが主な介助者（支援者）から介助を受けられない時はどうしますか。
　　　（該当する番号１つに○をつけて下さい。）

5.0% 10人 

27.1% 54人 

46.7% 93人 

8.0% 16人 

13.1% 26人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

２０歳以上４０歳未満 

４０歳以上６０歳未満 

６０歳以上８０歳未満 

８０歳以上 

無回答 
n=199

25.1% 50人 

20.1% 40人 

3.5% 7人 

1.0% 2人 

17.1% 34人 

12.1% 24人 

0.0% 0人 

13.6% 27人 

7.5% 15人 

0% 10% 20% 30%

同居している他の家族に頼む 

別居している他の家族に頼む 

友人・知人に頼む 

ボランティアに頼む 

ヘルパーに依頼する 

施設や病院などに依頼する 

その他 

ひとりで何とかする 

無回答 n=199
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　平日の昼間の過ごし方については、「主に自宅にいる」が最も高く52.1％、次いで「働いている」が
23.4％、「障害福祉サービス事業所等へ通所・入所している」が11.7％となっています。

【問14は保護者の方がお答えください】

　保護者の方が幼稚園、保育園、学校に望むことは「能力や障がいの状態に応じた指導をしてほしい」が
57.1％、「施設、設備、教材などを充実してほしい」が50.0％と高くなっています。

【昼間の活動の場、就労・雇用についてお聞きします】

問13　あなたは、平日の昼間どのように過ごしてますか。
　　（該当する番号１つに○をつけてください。）

問14　保護者の方にお聞きします。幼稚園、保育園、学校に望むことは何ですか。
　　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

0.0% 0人 

1.1% 3人 

0.4% 1人 

1.1% 3人 

11.7% 33人 

1.8% 5人 

23.4% 66人 

0.0% 0人 

52.1% 147人 

1.4% 4人 

7.1% 20人 

0% 20% 40% 60%

小学校入学前のため自宅にいる 

障がい児通園施設に通っている 

保育園・幼稚園に通っている 

学校へ通っている（特別支援学校を含む） 

障がい福祉サービス事業所等へ通所・入所している 

病院に入院している 

働いている（就労移行支援・就労継続支援等での就労を… 

夜間に学校や仕事のため昼間は家で過ごしている 

主に自宅にいる 

その他 

無回答 

28.6% 4人 

57.1% 8人 

50.0% 7人 

14.3% 2人 

28.6% 4人 

21.4% 3人 

35.7% 5人 

21.4% 3人 

21.4% 3人 

0.0% 0人 

0.0% 0人 

42.9% 6人 

0% 20% 40% 60%

相談体制を充実してほしい 

能力や障がいの状態に応じた指導をしてほしい 

施設、設備、教材などを充実してほしい 

通常の学校への受入れを進めてほしい 

まわりの子どもたちの理解を深めるような交流の機会を増やして… 

医療的ケアを受けられるようにしてほしい 

療育指導が受けられるようにしてほしい 

通常学校での支援促進 

障がいを理由としたいじめや不登校等の対応 

その他 

特に望むことはない 

無回答 

n=282

n=14人 
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【問15は問13で２～８保を選んだ方のみお答えください】問13で９を選んだ方は問20へお進みください

　活動の場において、困っていることや不満については、「無回答」が最も高く49.5％、次いで、「困って
いることや不満はない」が30.6％、「学校・職場・施設・病院での人間関係が難しい」が8.1％となって
います。

【問16～19は問13で７を選んだ方のみお答えください】

　働く場につては、「企業などの正社員・正職員」が27.3％と最も高く、次いで、「企業などのパート
・アルバイト」が22.7％、「自営業・自営業の手伝い」が18.2％となっています。

問15　あなたは、活動の場において困っていることや不満はありますか。
　　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

問16　あなたは、どこで働いていますか。
　　　（該当する番号１つに○をつけてください。）

3.6% 4人 

0.0% 0人 

1.8% 2人 

3.6% 4人 

8.1% 9人 

1.8% 2人 

3.6% 4人 

3.6% 4人 

30.6% 34人 

49.6% 55人 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

授業や仕事などの内容が難しすぎる 

授業や仕事などの内容が簡単すぎる 

授業や仕事などの内容が自分に向いていない 

学校・職場・施設・病院での理解や配慮が足り

ない 

学校・職場・施設・病院での人間関係が難しい 

通うのが大変 

賃金や待遇が不満 

その他 

困っていることや不満はない 

無回答 n=111

27.3% 18人 

22.7% 15人 

7.6% 5人 

9.1% 6人 

18.2% 12人 

0.0% 0人 

0.0% 0人 

15.2% 10人 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

企業などの正社員・正職員 

企業などのパート・アルバイト 

就労移行支援・就労継続支援事業所 

地域活動支援センター 

自営業・自営業の手伝い 

内職 

その他 

無回答 n=66人 

37



●１週間の働く日数

　１週間の働く日数は、「5日以上」が最も高く56.1％、次いで、「決まってない」が19.7％となって
います。

●１日の働く時間

　１日に働く時間は、「８時間以上」が最も高く28.8％、次いで、「4時間以上6時間未満」が
18.2％となっています。

問17　あなたは、１週間に何日くらい働いていますか。また、１日に何時間くらい働きますか。
　　　（それぞれ該当する番号１つに○をつけてください。）

0.0% 0人 

1.5% 1人 

6.1% 4人 

6.1% 4人 

56.1% 37人 

19.7% 13人 

10.6% 7人 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１日 

２日 

３日 

４日 

５日以上 

決まってない 

無回答 n=66人 

0.0% 0人 

10.6% 7人 

18.2% 12人 

13.6% 9人 

28.8% 19人 

16.7% 11人 

12.1% 8人 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

２時間未満 

２時間以上４時間未満 

４時間以上６時間未満 

６時間以上８時間未満 

８時間以上 

決まってない 

無回答 n=66人 
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　１カ月あたりの給与等の収入は、「無回答」を除いて、「20万円以上」が最も高く16.7％、次いで、
「５万円以上10万円未満」が15.2％、「10万円以上20万円未満」が13.6％となっています。

●問16　どこで働いていますかと問17-1　1週間に何日働いてますかのクロス集計

●問16　どこで働いていますかと問17-2　1日に何時間働いてますかのクロス集計

決まって
ない

無回答 回答者

企業などの正社員・正職員
0 1 0 0 15 1

問18　あなたの、給与、賃金、工賃は１カ月あたりどのくらいですか。

項目 1日 2日 3日 4日 5日以上

4 1 15

0.0% 0.0% 13.3% 13.3% 40.0% 26.7% 6.7%
企業などのパート・アルバイト

0 0 2 2 6

1 18

0.0% 5.6% 0.0% 0.0% 83.3% 5.6% 5.6% 100.0%

0.0% 100.0%

地域活動支援センター
0 0 1 0 4 1 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 80.0% 20.0%

100.0%

就労移行支援・就労継続支援事業所
0 0 0 0 4 1 0 5

6 0 12

0.0% 0.0% 8.3% 8.3% 33.3% 50.0% 0.0%
自営業・自生業の手伝い

0 0 1 1 4

6

0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 66.7% 16.7% 0.0% 100.0%

- -

その他
0 0 0 0 0 0 0

- - - - - -

100.0%

内職
0 0 0 0 0 0 0 0

決まって
ない

無回答 回答者

企業などの正社員・正職員
0 1 0 2 13 1

項目 2時間未満
2時間以上
4時間未満

4時間以上
6時間未満

6時間以上
8時間未満

8時間以上

0

- - - - - - - -

3 1 15

0.0% 13.3% 20.0% 20.0% 20.0% 20.0% 6.7%
企業などのパート・アルバイト

0 2 3 3 3

1 18

0.0% 5.6% 0.0% 11.1% 72.2% 5.6% 5.6% 100.0%

20.0% 100.0%

地域活動支援センター
0 1 4 0 0 1 0

0.0% 20.0% 40.0% 20.0% 0.0% 0.0%

100.0%

就労移行支援・就労継続支援事業所
0 1 2 1 0 0 1 5

5 0 12

0.0% 16.7% 8.3% 16.7% 16.7% 41.7% 0.0%
自営業・自生業の手伝い

0 2 1 2 2

6

0.0% 16.7% 66.7% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 100.0%

- -

その他
0 0 0 0 0 0 0

- - - - - -

100.0%

内職
0 0 0 0 0 0 0 0

0

- - - - - - - -

9.1% 6人 

7.6% 5人 

15.2% 10人 

13.6% 9人 

16.7% 11人 

37.9% 25人 

0% 10% 20% 30% 40%

１万円未満 

１万円以上５万円未満 

５万円以上１０万円未満 

１０万円以上２０万円未満 

２０万円以上 

無回答 n=66人 
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●問16　どこで働いていますかと問18　1カ月あたりの給与等の収入のクロス集計

　働くうえで重要だと思うことは、「障がいに合った勤務条件であること」が34.9％で最も高く、次いで、
「能力に合った仕事であること」31.8％、「給与・賃金が妥当であること」27.3％となっています。

無回答 回答者

企業などの正社員・正職員
0 0 1 3 9 5 18

項目 1万円未満
1万円以上
5万円未満

5万円以上
10万円未満

10万円以上
20万円未満

20万円以上

6.7% 46.7% 20.0% 6.7% 20.0% 100.0%

100.0%

企業などのパート・アルバイト
0 1 7 3 1 3 15

0.0%

0.0% 0.0% 5.6% 16.7% 50.0% 27.8%

0 6

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
地域活動支援センター

6 0 0 0 0

3 5

0.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 60.0% 100.0%
就労移行支援・就労継続支援事業所

0 1 1 0 0

0 0

- - - - - - -
内職

0 0 0 0 0

7 12

0.0% 8.3% 8.3% 16.7% 8.3% 58.3% 100.0%
自営業・自生業の手伝い

0 1 1 2 1

問19　あなたは、働くうえで、どのようなことが重要だと思いますか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

0 0

- - - - - - -
その他

0 0 0 0 0

31.8% 21人 

34.9% 23人 

27.3% 18人 

13.6% 9人 

9.1% 6人 

16.7% 11人 

24.2% 16人 

3.0% 2人 

1.5% 1人 

12.1% 8人 

12.1% 8人 

0% 10% 20% 30% 40%

能力に合った仕事であること 

障がいに合った勤務条件であること 

給与・賃金が妥当であること 

障がいのある人に配慮した設備が整っていること 

通勤手段があること 

障がいに対する周囲の理解があること 

自分のやりたい、または、やりがいのある仕事である

こと 

就労のための職業訓練が充実すること 

その他 

特にない 

無回答 n=66人 
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【問20は問13で9を選んだ方のみお答えください】

　主に自宅で過ごしている理由としては、「高齢のため」が最も高く44.2％で、次いで、「病気のため」が
22.5％となっています。

　外出の頻度については、「週に1～3回」が最も高く30.1％で、次いで、「毎日」が20.2％となって
います。

問20　あなたが、平日の昼間など主に自宅で過ごしている理由は何ですか。
　　　（該当する番号1つに○をつけてください。）

【外出・移動についてお聞きします】

問21　あなたは、どれくらいの頻度で外出しますか。
　　（該当する番号１つに○をつけてください。）

44.2% 65人 

4.8% 7人 

22.5% 33人 

8.2% 12人 

3.4% 5人 

0.0% 0人 

0.7% 1人 

0.0% 0人 

3.4% 5人 

12.9% 19人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高齢のため 

家事・育児などがあるため 

病気のため 

働く必要がないため 

雇用してもらえないため 

学校や会社に行きたくないため 

昼間通う場所が見つからないため 

就職や進学のための活動をしているため 

その他 

無回答 n=147

30.1% 85人 

15.6% 44人 

20.2% 57人 

12.8% 36人 

5.7% 16人 

8.5% 24人 

7.1% 20人 

0% 10% 20% 30% 40%

週に１～３回 

週に４日以上 

毎日 

月に数回 

年に数回 

ほとんど外出しない 

無回答 n=282
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　外出時の主な交通手段としては、「自動車」が圧倒的に高く69.2％で、次いで、「徒歩・自転車・車イス」
が14.2％、「施設や病院の送迎車」が同じく14.2％となっています。

【問23は問22で1を選んだ方のみお答えください】問22でそれ以外を選んだ方は問24へお進みください

　自動車を運転する人は、「本人」が最も高く49.7％で約半分の方が自分で運転しています。次いで、
「同居の家族」が38.0％、「別居の家族」が10.3％となっています。

問22　あなたが、外出するときの主な交通手段は何ですか。
　　（該当する番号2つまで○をつけてください。）

問23　自動車を運転するのは、主に誰ですか。
　　　（該当する番号1つに○をつけてください。）

69.2% 195人 

14.2% 40人 

1.4% 4人 

4.6% 13人 

5.0% 14人 

14.2% 40人 

2.5% 7人 

5.7% 16人 

0% 20% 40% 60% 80%

自動車 

徒歩・自転車・車イス 

バイク 

電車やバスなどの公共交通機関 

ヘルパーによる送迎車 

施設や病院の送迎車 

その他 

無回答 n=282

49.7% 97人 

38.0% 74人 

10.3% 20人 

0.5% 1人 

0.5% 1人 

1.0% 2人 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

本人 

同居の家族 

別居の家族 

友人・知人 

その他 

無回答 n=195
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　外出時に困ること、整備が必要と思われることは、「歩道や出入口等に段差がある」が最も高く24.8％、
次いで、「障がい者駐車場が少ない、利用できない」が23.4％となっています。
　また、「特に困ってない」も23.1％となっています。

問24　あなたが、外出するときに困ること、または整備が必要と思われることは何ですか。
　　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

20.6% 58人 

18.8% 53人 

24.8% 70人 

23.8% 67人 

4.3% 12人 

3.9% 11人 

16.7% 47人 

12.4% 35人 

8.9% 25人 

8.2% 23人 

5.7% 16人 

2.1% 6人 

5.3% 15人 

7.8% 22人 

3.9% 11人 

23.1% 65人 

17.7% 50人 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

公共交通機関が利用しづらい 

建物がバリアフリー化されてない 

歩道や出入口等に段差がある 

障がい者駐車場が少ない、利用できない 

視覚障がい者のための点字ブロックや 

音声付信号機が整備されてない 

案内表示がわかりづらい 

障がい者が利用できるトイレが少ない 

交通費等の費用が負担である 

外出時に介助等の福祉サービスが必要となる 

外出時に利用したい福祉サービスを使うことができ

ない 

自分の意思を伝えられない、理解してもらえない 

知らない人に話しかけられる 

周囲の視線が気になる 

困った時に助けてもらえない 

その他 

特に困っていない 

無回答 n=282
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●問24　外出時に困ることと障害種別のクロス集計

項目
公共交通機関
が利用しづら

い

建物がバリア
フリー化され

てない

歩道や出入口
等に段差があ

る

障がい者駐車
場が少ない、
利用できない

視覚障がい者
のための点字
ブロックや音
声付信号機が
整備されてな

い

案内表示がわ
かりづらい

4

11.9% 7.5% 9.0% 10.5% 3.0% 6.0%
聴覚・平衡機能障害

8 5 6 7 2

3

12.5% 10.0% 18.8% 8.8% 11.3% 3.8%
視覚障害

10 8 15 7 9

2

9.1% 12.4% 15.1% 13.4% 0.3% 0.7%
肢体不自由

27 37 45 40 1

1

8.7% 8.7% 13.0% 8.7% 0.0% 4.4%
言語障害

2 2 3 2 0

知らない人に
話しかけられ

る

視覚障害
5 6 3 3 0 0

6.3% 7.5%

項目
障がい者が利
用できるトイ
レが少ない

交通費等の費
用が負担であ

る

外出時に介助
等の福祉サー
ビスが必要と

なる

外出時に利用
したい福祉

サービスを使
うことができ

ない

自分の意思を
伝えられな

い、理解して
もらえない

1

14.4% 5.4% 9.0% 14.4% 0.9% 0.9%
内部障害

16 6 10 16 1

5

1.5% 4.5% 4.5% 1.5% 10.5% 7.5%

3.8% 3.8% 0.0% 0.0%

聴覚・平衡機能障害
1 3 3 1 7

1

11.7% 6.7% 5.7% 4.4% 3.0% 0.3%
肢体不自由

35 20 17 13 9

0

4.4% 4.4% 13.0% 0.0% 13.0% 0.0%
言語障害

1 1 3 0 3

項目
周囲の視線が

気になる

困った時に助
けてもらえな

い
その他

特に困ってい
ない

回答数

0

7.2% 5.4% 4.5% 6.3% 0.0% 0.0%
内部障害

8 6 5 7 0

100.0%

聴覚・平衡機能障害
4 4 0 7 67

6.0% 6.0% 0.0%

視覚障害
1 4 1 5 80

1.3% 5.0% 1.3% 6.3%

8.7% 8.7% 100.0%

肢体不自由
8 13 6 24 298

2.7%

10.5% 100.0%

言語障害
0 1 2 2 23

0.0% 4.4%

1.8% 2.7% 2.7% 24.3% 100.0%

4.4% 2.0% 8.1% 100.0%

内部障害
2 3 3 27 111
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　日常生活の中での心配事は、「自分の健康・病気の治療のこと」が66.3％と最も高く、次いで、
「介助・介護のこと」30.1％、「生活費のこと」29.4％となっています。

　心配事を相談する相手は、「家族や親せき」が圧倒的に高く74.8％、次いで、「医療機関」17.4％、
「市役所の窓口（障がい福祉課など）」17.0％となっています。

問25　あたなが、現在（将来）、日常生活の中で心配していることは何ですか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

問26　あたなが相談する相手はどなたですか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

【相談についてお聞きします】

66.3% 187人 

29.4% 83人 

30.1% 85人 

20.9% 59人 

11.4% 32人 

19.9% 56人 

1.4% 4人 

7.5% 21人 

27.0% 76人 

5.7% 16人 

8.9% 25人 

1.4% 4人 

8.9% 25人 

8.9% 25人 

0% 20% 40% 60% 80%

自分の健康・病気の治療のこと 

生活費のこと 

介助・介護のこと 

家事（炊事・洗濯・掃除など）のこと 

住まいのこと 

外出や移動のこと 

就学や進学のこと 

仕事や就職のこと 

緊急時や災害時のこと 

家族・学校・職場などでの人間関係のこと 

親亡き後のこと 

その他 

特にない 

無回答 n=282

74.8% 211人 

15.6% 44人 

1.4% 4人 

17.4% 49人 

4.6% 13人 

9.9% 28人 

5.7% 16人 

17.0% 48人 

7.5% 21人 

2.8% 8人 

0.7% 2人 

2.1% 6人 

4.3% 12人 

1.4% 4人 

7.5% 21人 

0% 20% 40% 60% 80%

家族や親せき 

友人や知人 

学校や職場 

医療機関 

民生児童委員 

障がい福祉サービス事業所 

相談支援事業所 

市役所の窓口（障がい福祉課など） 

障がい者相談支援センター（市役所内） 

障がい者団体、障がい者支援団体 

警察 

相談したいができない 

相談する必要がない 

その他 

無回答 n=282
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　通院等の頻度については、「月1回」が最も高く33.3％で、次いで、「月2～3回」が13.8％、
「週2回以上」が11.4％となっています。

　医療を受けるうえで困っていることは、「特にない」が最も高く46.1％で、次いで、「通院
（病院までの移動）が困難である」15.3％、「医療費の負担が大きい」9.9％となっています。

【保健・医療についてお聞きします】

問27　あたなの現在の通院等の状況を教えてください。
　　（該当する番号1つに○をつけてください。）

問28　医療を受けるうえで困っていることはありますか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

3.9% 11人 

11.4% 32人 

33.3% 94人 

13.8% 39人 

11.0% 31人 

7.1% 20人 

2.8% 8人 

8.2% 23人 

8.5% 24人 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

週１回 

週２回以上 

月１回 

月2～３回 

３カ月に１回 

年に数回 

入院中 

通院してない 

無回答 

9.9% 28人 

7.5% 21人 

15.3% 43人 

9.2% 26人 

5.0% 14人 

2.1% 6人 

5.3% 15人 

1.8% 5人 

46.1% 130人 

16.7% 47人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

医療費の負担が大きい 

通院費（交通費）の負担が大きい 

通院（病院までの移動）が困難である 

専門的な治療を受けられる病院が近くにない 

往診を頼める医師がいない 

障がいが理由で治療を受けにくい 

意思の疎通ができない（手話などが必要な場合を含む） 

その他 

特にない 

無回答 

n=282

n=282
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　最近の地域行事等への参加状況は、「参加してない」が半数を超え52.5％で最も高くなっています。
次いで、「自治会活動・祭りなどの地域の活動」17.0％、「障がい者団体の集会・活動」14.9％と
なっています。

【問30は問29で9を選んだ方のみお答えください】問29でそれ以外を選んだ方は問31へお進みください

　参加していない理由については、「外出することが困難」が最も高く43.9％、次いで、「関心がない」
22.3％、「参加したい行事がない」19.6％となっています。

【社会参加・地域参加についてお聞きします】

問29　最近1年間、あなたは、地域の行事や活動に参加しましたか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

問30　参加していない理由は何ですか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

9.2% 26人 

14.9% 42人 

5.0% 14人 

17.0% 48人 

8.9% 25人 

5.3% 15人 

5.0% 14人 

0.0% 0人 

52.5% 148人 

8.5% 24人 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

文化・スポーツ事業 

障がい者団体の集会・活動 

セミナー・講演会等の学習活動 

自治会活動・祭りなどの地域の活動 

趣味やスポーツなどのサークル活動 

学校・園などの行事 

福祉・ボランティア活動 

その他 

参加してない 

無回答 n=282

19.6% 29人 

6.8% 10人 

2.7% 4人 

43.9% 65人 

10.8% 16人 

12.8% 19人 

22.3% 33人 

4.7% 7人 

4.1% 6人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

参加したい行事がない 

時間の余裕がない 

参加費が負担になる 

外出することが困難 

会場が障がいに対応していない 

一緒に行く人がいない 

関心がない 

その他 

無回答 n=148
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　障がい福祉サービスに関する情報の入手先については、「家族や親せき」が最も高く26.2％、次いで、
「市役所の窓口（障がい福祉課など）」20.6％、「テレビ・ラジオ・新聞・雑誌」19.2％となっています。
　また、「特に情報を入手してない」も16.7％となっています。

　情報を入手したり、コミュニケーションをとるうえで困ることは、「特に困ることはない」が最も高く
約4割の41.1％となっています。次いで、「難しい言葉や早口で話されるとわかりにくい」が18.1％と
なっています。

【情報・コミュニケーションについてお聞きします】

問31　あなたは、福祉サービスに関する情報を、どこから得ていますか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

問32　あなたは、情報を入手したり、コミュニケーションをとるうえで困ることはありますか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

26.2% 74人 

13.1% 37人 

1.4% 4人 

13.5% 38人 

11.4% 32人 

5.3% 15人 

7.5% 21人 

20.6% 58人 

8.2% 23人 

7.5% 21人 

19.2% 54人 

4.6% 13人 

1.4% 4人 

16.7% 47人 

10.6% 30人 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

家族や親せき 

友人や知人 

学校や職場 

医療機関 

障がい福祉サービス事業所 

相談支援事業所 

ヘルパー 

市役所の窓口（障がい福祉課など） 

障がい者相談支援センター（市役所内） 

障がい者団体、障がい者支援団体 

テレビ・ラジオ・新聞・雑誌 

インターネット 

その他 

特に情報を入手してない 

無回答 n=282

9.2% 26人 

6.7% 19人 

2.8% 8人 

8.2% 23人 

9.9% 28人 

10.6% 30人 

18.1% 51人 

7.1% 20人 

3.9% 11人 

41.1% 116人 

21.3% 60人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

案内表示がわかりにくい 

音声情報や文字情報が少ない 

問い合わせ情報にＦＡＸ番号やメールアドレスの記載がな

い 

面と向かって話すのが苦手 

話をうまく組み立てられない、うまく質問できない 

読むことが難しかったり、複雑な文章表現で分かりにくい 

難しい言葉や早口で話されるとわかりにくい 

状況判断が困難なので、説明されても相手の意思や情報を

正しく理解できない 

その他 

特に困ることはない 

無回答 n=282
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●問32　情報を入手したり、コミュニケーションをとるうえで困ることと障害種別のクロス集計

話を上手く組
み立てられな
い、うまく質
問できない

読むことが難
しかったり、
複雑な文章表
現で分かりに

くい

視覚障害
9 7 1 1 3 6

20.0%

項目
案内表示がわ
かりにくい

音声情報や文
字情報が少な

い

ＦＡＸ番号や
メールアドレ
スの記載がな

い

面と向かって
話すのが苦手

2 6

10.3% 12.1% 10.3% 10.3% 3.5% 10.3%

15.6% 2.2% 2.2% 6.7% 13.3%

聴覚・平衡機能障害
6 7 6 6

11

4.7% 3.4% 1.3% 6.7% 10.1% 7.4%
肢体不自由

7 5 2 10 15

5

4.0% 4.0% 4.0% 8.0% 12.0% 20.0%
言語障害

1 1 1 2 3

項目

難しい言葉や
早口で話され
るとわかりに

くい

状況判断が困
難なので相手
の意思や情報
を正しく理解

できない

その他
特に困ること

はない
回答数

8

9.2% 2.3% 0.0% 6.9% 8.1% 9.2%
内部障害

8 2 0 6 7

100.0%

聴覚・平衡機能障害
15 4 1 5 58

25.9% 6.9% 1.7%

視覚障害
8 3 2 5 45

17.8% 6.7% 4.4% 11.1%

4.0% 12.0% 100.0%

肢体不自由
20 9 5 65 149

13.4%

8.6% 100.0%

言語障害
4 4 1 3 25

16.0% 16.0%

13.8% 3.5% 3.5% 43.7% 100.0%

6.0% 3.4% 43.6% 100.0%

内部障害
12 3 3 38 87
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　障がい者への差別や疎外感については、「感じたことはない・わからない」が半数以上で52.5％、
次いで、「普段の生活（住んでいる地域や自治会など）で感じた」11.7％、「公共交通機関（駅・バスなど）
で感じた」6.4％となっています。

【問34は問33で1～8を選んだ方のみお答えください】問33で9を選んだ方は問35へお進みください

　差別や疎外感を感じたときの相談相手としては、「相談してない」が最も高く44.4％、次いで、
「家族」31.9％、「友人や知人」15.3％となっています。

問33　日常生活や学校、職場で、障がい者への差別や疎外感などを感じたことはありますか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

問34　差別や疎外感を感じたとき、あなたは、どこに相談しましたか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

【障がい者への理解についてお聞きします】

11.7% 33人 

1.8% 5人 

5.7% 16人 

5.0% 14人 

5.3% 15人 

2.5% 7人 

6.4% 18人 

1.4% 4人 

52.5% 148人 

22.0% 62人 

0% 20% 40% 60%

普段の生活（住んでいる地域や自治会など）の中で感

じた 

教育（学校・幼稚園・保育園など）で感じた 

雇用（会社など）で感じた 

医療（病院や診療所など）で感じた 

飲食店やサービス業で感じた 

不動産（アパートを借りるときなど）で感じた 

公共交通機関（駅・バスなど）で感じた 

その他 

感じたことはない・わからない 

無回答 n=282

11.1% 8人 

11.1% 8人 

31.9% 23人 

15.3% 11人 

0.0% 0人 

1.4% 1人 

5.6% 4人 

5.6% 4人 

4.2% 3人 

44.4% 32人 

5.6% 4人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市役所 

障がい者相談支援センター 

家族 

友人や知人 

学校の先生 

職場の上司や同僚 

障がい者団体 

社会福祉協議会 

その他 

相談してない 

無回答 n=72人 
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　障がい者の理解を深めるための施策について、「特にない」が最も高く24.8％、次いで、
「障がい者自身がが積極的に社会参加する」19.5％、「ボランティアの育成」16.7％と
なっています。

問35　障がい者の理解を深めるために力を入れるべきことは何だと思いますか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

15.3% 43人 

13.1% 37人 

14.2% 40人 

16.3% 46人 

12.8% 36人 

12.8% 36人 

16.7% 47人 

19.5% 55人 

24.8% 70人 

1.4% 4人 

24.1% 68人 

0% 10% 20% 30%

スポーツ・文化活動などを通した障がい者と地域の人々との

交流 

障がい福祉をテーマとした講座や講演会の開催 

福祉施設を地域に開かれたものとする 

学校での福祉教育の充実 

障がい者の活動の積極的なＰＲ 

支援グループの育成 

ボランティアの育成 

障がい者自身が積極的に社会参加する 

特にない 

その他 

無回答 n=282

51



　災害時の支援方法について、「障がい者や高齢者が優先的に避難できる避難所」が最も高く38.3％、次い
で、「避難先で障がいに配慮してもらえること」32.3％、「いつも服薬している薬の確保」30.9％と
なっています。

　災害時の対策としては、「特に対策は立ててない」が最も高く36.2％、次いで、「家に消火器がある」
21.6％、「避難場所がわかる」19.5％となっています。

【災害時の対応についてお聞きします】

問36　あなたは、大きな災害があったときにどんな支援があったらいいと思いますか。
　　（該当する番号３つまでに○をつけてください。）

問37　あなたは、災害時の対策を立てていますか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

26.6% 75人 

38.3% 108人 

20.6% 58人 

32.3% 91人 

17.7% 50人 

30.9% 87人 

9.9% 28人 

14.2% 40人 

13.1% 37人 

13.5% 38人 

5.3% 15人 

0.4% 1人 

9.2% 26人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

歩いて行けるところで、プライバシーが守られる避難

所 

障がい者や高齢者が優先的に避難できる避難所 

避難所で福祉サービスが受けられること 

避難先で障がいに配慮してもらえること 

いろいろな情報がもらえること 

いつも服薬している薬の確保 

誰かに一緒にいてもらえたり、不安な気持ちを聞いて

もらえること 

福祉用具等（車イスやストマ用装具など）の確保 

非難したくないので、自宅に救援物資などを届けてく

れること 

経験がないのでわからない 

特に思いつかない 

その他 

無回答 n=282

18.4% 52人 

12.1% 34人 

2.8% 8人 

2.1% 6人 

1.4% 4人 

3.6% 10人 

5.7% 16人 

14.9% 42人 

3.2% 9人 

6.4% 18人 

21.6% 61人 

19.5% 55人 

4.6% 13人 

0.7% 2人 

36.2% 102人 

12.4% 35人 

0% 10% 20% 30% 40%

家族などと避難方法や帰宅方法などを … 

家族などと緊急時の連絡方法を決めている 

通っている会社や学校が、通勤・通学時や帰宅時などの … 

地域の人などと避難方法を決めている 

ボランティアの人に災害時の手助けを頼んでいる 

近所の人に災害時の手助けを頼んでいる 

災害時要援護者名簿に登録している 

食料や水などの防災用品を用意している 

補装具や医療器具などの規格、サイズ、 … 

家具に転倒防止の対策をしている 

家に消火器がある 

避難場所がわかる 

防災訓練に参加している 

その他 

特に対策は立ててない 

無回答 n=282

52



　障がい者福祉施策に望むことは、「年金や手当などの所得保障の充実」が最も高く36.2％、次いで
「自宅での生活を支援する在宅サービスの充実」29.8％、「道路の段差解消やバリアフリー化」16.0％
となっています。

【障がい者福祉施策への要望についてお聞きします】

問38　障がい者福祉施策について望むこと、取り組んでほしいことはありますか。
　　（該当する番号３つまでに○をつけてください。）

29.8% 84人 

7.1% 20人 

9.9% 28人 

13.5% 38人 

2.8% 8人 

36.2% 102人 

13.5% 38人 

9.2% 26人 

1.8% 5人 

13.1% 37人 

2.8% 8人 

8.2% 23人 

5.0% 14人 

11.7% 33人 

16.0% 45人 

4.3% 12人 

6.7% 19人 

9.9% 28人 

12.4% 35人 

0.7% 2人 

19.2% 54人 

0% 10% 20% 30% 40%

自宅での生活を支援する在宅サービスの充実 

グループホームなどの地域で生活するための場所の充実 

機能回復や地域生活に必要な訓練の充実 

緊急時などにおけるショートステイの充実 

児童発達支援や放課後等デーサービスの充実 

年金や手当などの所得保障の充実 

医療費の負担軽減 

障がい者の就職や雇用施策の充実 

就労移行支援や就労継続事業所の整備 

困った時、悩んだ時のための相談窓口の充実 

重度心身障がい者や強度行動障がい者の受け入れ先… 

生活介護などの医療的ケアを受けられる施設の整備 

障がい者のスポーツ、芸術、文化活動などに対する支援 

公共交通の充実による移動の利便性の確保 

道路の段差解消やバリアフリー化の推進 

福祉教育やボランティア育成の推進 

差別をなくすための人権教育や候補活動の推進 

行政からの保健や福祉に関する情報提供の充実 

障がい福祉サービスを利用するときの利用負担の軽減 

その他 

無回答 n=282
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【抜粋】
○障害者が入れる風呂施設が出来ればと思います。失禁するので紙パンツの補助が欲しいです。

○太田市は他の市町村から比べると福祉に対し充実しているいと思う。

○障害者、健常者問わず、市・地域で防災訓練、避難訓練を行ってほしい。

○一人で外出できるよう、タクシー券などのサービスが欲しい。

○情報入手先がケアマネージャーのみであるため、情報伝達の仕組みを分かりやすくしてもらいたい。
　また、制度のチラシなども配布してほしい。

○二人で生活してるが、一人が入院した時に、もう一人を預かってくれるところがあればいい。

○災害時等に車いすなどを貸してもらいたい。

○インフルエンザの予防接種に助成が出るという情報を個別に知らせてほしい。

○高齢で独り暮らしのため、今後の生活が心配。

○障がい者といっても軽い人から重度の人まで様々です。勤労意欲や社会参加を望む人もいると思います。
　その人なりの仕事や社会参加ができるような支援の体制を望みます。

○実姉と二人で生活しています。どちらかが亡くなった時、介護認定がされないとホーム入所できなかったり、
　有料老人ホームは高額だったり心配です。

○宅配の注文がＦＡＸででいない店があり、返信の連絡もない時があります。スーパーなどのアナウンスが
　分からないことがあるので、文字掲示板があると便利です。

○透析を受けているので、災害時の透析が心配です。

○高齢で障がい者は、スポーツも作業も鑑賞もすることができません。施設も指導者もいません。

○内部障害のため外見から障がい者とわからないため、優先席等利用できない。ヘルプカード（ヘルプ
　マーク）の導入と周知を図ってもらいたい。

○病院でのケアマネージャー（相談業務）の設置・義務化。現在は、支払等の相談業務（ソーシャル
　ワーカー）しかしていない。

○健常者の理解が少なく、たびたび自己嫌悪感になることがある。

○行動ができない人のことを理解して行動できない人が多い。障がい者でないのに障がい者マークをつけて
　いる。

○おうかがい市バスを増車してほしい。

○障害の種類や等級によって必要なことは異なってくると思う。なんでもかんでも障がい者をひとくくりに
　して福祉施策をつくることはどうなのでしょうか。障がい者だから高齢者だからではなく、特別扱いする
　のではなく、必要な手助けをうけるのなら、お金も支払うし、払うべきと思う。同じ人間として扱ってほ
　しい。同じように負担すべきところは、支払いをするのが当たり前と思う。障害者、高齢者、優遇されす
　ぎと思う。一番大変なところへの助成を望みます。

○タクシー券が減らされて困っている。

○年金での生活のためこれからの生活が不安。

○障がい者の結婚支援する窓口等あれば相談したい。

○みんなにもっと障がい者のことを知ってもらいたい、園でも先生にも勉強してもらったり、障がい者への
　接し方などのビデオをつくって園児にみせたり、こういう人がいるんだよという存在をわかってほしい。

○福祉会館で何回か講演を聞きました。音の響きがものすごく補聴器、人口内耳でもききとることが困難
　です。音が響かないものに改装していただければと思います。

○申請手続きが面倒なうえに、窓口が市役所であったあり、保健所であったりとかわかりにくい。書類が不明
　な時も担当以外のことは「わかりません」で調べようとも聞いてくれようともしない。窓口をひとつにする
　とか横のつながりをもっと強くして欲しい。窓口のたらいまわしも困ります。

【障がい者福祉施策全般についてお聞きします】

問39　この調査を通じて、書ききれなかったことや、ご意見、ご感想などがありましたら
　　　以下にご自由にお書きください。
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○外見は健康そうに見える障がい者への対応は、行政的にも難しいと思われますが、緊急避難時等の対応が
　不安に感じます。私の場合、床に寝ることができない。

○外見や会話だけでは、障がい者であることがわからない、本人が説明しないと周囲に理解されない障がい者
　もいることを啓発して欲しい。

○あなたは、何級だからこのサービスは受けられませんと言われますが、理由の説明がほしい。

○聴覚障害４級です。中年から障害が生じ、手帳取得後３３年、現在はまったく聞こえません。補聴器を使用
　していますが高性能（高価）のものでないと聞こえません。手帳取得後一度も定期健診等の情報連絡もなく、
　その仕組み等解りません。

○装具（義足など）の耐用年数を短くしてほしい。

○高齢になって、車の運転ができなくなったとき、買い物へ出かけられなくなるので心配。

○障害者の介護保険は老人のものと別にして欲しい。障害のある人用の地域参加活動を計画してほしい。

○視覚障害のため運動不足になりやすいので、健康維持のため視覚障害者も利用しやすい施設、例えば福祉
　会館内に専用のトレーニングジムなど。公共交通機関、駅を中心に接続を良くしてほしい。

○全盲の場合、何かあっても逃げようもないし、誰かがいないとすべて無理になってしまう。災害時はなにも
　出来ない。一人で家にいる時間がある。

○障害児通園に通っていますが、もう少し長く預かってもらうと、もう少し長い時間働けるのでありがたい
　です。就学してからの放課後デイが少なく、特に肢体不自由児の受入れがあまりないと聞いたので不安

○障がいのある子が生まれたことで世界が広がり、家族の絆も深まったと感じています。大変なことや不安な
　ことも多々ありますが、それでも悩みのない家庭はありません。子供のちょっとした成長に喜びを感じなが
　ら日々生活しています。

○小児用のリハビリ施設がなく、第３次医療機関（群大病院）も遠く通院が困難でサポートもない。

○障がい者が希望をもって生活できる施策をお願いします。
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　調査表の記入者は、「ご家族」が63.1%と最も高く、「ご本人」が23.6％となっています。

　性別については、「男性」が58.6%、「女性」が40.8%と男性の方が高くなっています。

 Ⅲ　調査結果　【知的障がい者】

【年齢や手帳などの所持状況についてお聞きします】

問1　はじめにうかがいます。このアンケートに回答していただけるのはどなたですか。
　　（該当する番号１つに○をつけてください。）

問2　あなた（障がいのある方）の性別を教えてください。
　　（該当する番号１つに○をつけてください。）

ご本人 78人 

23.6% 

ご家族 209人 

63.1% 

施設職

員 43人 

13.0% 

その他 1人 

0.3% 
無回答 0人 

0.0% 

男性 194人 

58.6% 

女性 135人 

40.8% 

無回答 2人 

0.6% 

n=331

n=331
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　年齢は、「18歳以上65歳未満」が最も高く70.4％となっており、平均では35.8歳となっています。

　療育手帳の所持状況は、「Ａ１」が39.0％で最も高く、次いで「Ｂ１」の24.5％となっています。

問３　あなたの年齢はおいくつですか。（平成28年10月1日現在）

問４　あなたが現在お持ちの障害者手帳の等級は次のうちどれですか。

20.9% 69人 

70.4% 233人 

8.2% 27人 

0.6% 2人 

0% 20% 40% 60% 80%

１８歳未満 

１８歳以上６５歳未満 

６５歳以上 

無回答 

n=331

39.0% 129人 

17.5% 58人 

1.5% 5人 

24.5% 81人 

17.5% 58人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

Ａ1 

Ａ2 

Ａ3 

Ｂ1 

Ｂ2 

n=331
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　生活の場は、「本人または家族の持ち家」が最も高く63.8％となっています。次いで、「入所施設」が
18.7％となっています。

【問６は問5で1～3、7を選んだ方のみお答えください】問5がそれ以外の方は問7へお進みください

　グループホームや施設、病院で生活している方を除いた一緒に生活している人では、「父や母」が最も高く
87.9％で、次に「兄弟姉妹やその配偶者」が28.5％となっています。

【住む場所についてお聞きします】

問５　あなたは、どこで生活してますか。（該当する番号１つに○をつけてください。）

問６　あなたは、誰と一緒に生活してますか。（該当する番号すべてに○をつけてください。）

63.8% 211人 

7.0% 23人 

5.1% 17人 

3.9% 13人 

18.7% 62人 

0.0% 0人 

1.2% 4人 

0.3% 1人 

0% 20% 40% 60% 80%

本人または家族の持ち家 

民間の賃貸住宅・借家・アパート 

.県営・市営住宅、社宅等 

グループホーム 

入所施設 

病院（１年以上の入院） 

その他 

無回答 

n=331

1.2% 3人 

87.9% 225人 

3.1% 8人 

1.6% 4人 

0.4% 1人 

28.5% 73人 

6.3% 16人 

2.0% 5人 

0.0% 0人 

0.8% 2人 

2.7% 7人 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ひとりで暮らしている 

父や母 

夫または妻 

子どもやその配偶者 

孫やその配偶者 

兄弟姉妹やその配偶

者 

祖父母 

その他親族 

友人・知人 

その他 

無回答 

n=256
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●誰と一緒に生活してますかと年齢のクロス集計

　今後の生活の場については、「現在と同じ場所」が52.9％と最も高く、次いで、「現在と違う場所」が
20.2％となっていますが、「わからない・決められない」、「無回答」で26.9％となっています。

●問７　今後どこで暮らしたいですかと　問５　どこで生活してますかのクロス集計

項目
18歳未満 18歳以上65歳未満 65歳以上

度数 構成比 度数 構成比 度数 構成比

ひとりで暮らしている 0 0.0% 2 1.1% 1 10.0%

20.0%

夫または妻 0 0.0% 4 2.2% 4 40.0%

父や母 63 98.4% 158 87.8% 2

10.0%

孫やその配偶者 0 0.0% 1 0.6% 0 0.0%

子どもやその配偶者 0 0.0% 3 1.7% 1

40.0%

祖父母 6 9.4% 10 5.6% 0 0.0%

兄弟姉妹やその配偶者 25 39.1% 43 23.9% 4

0.0%

友人・知人 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他親族 2 3.1% 3 1.7% 0

0.0%

無回答 0 0.0% 7 3.9% 0 0.0%

その他 0 0.0% 2 1.1% 0

-

問７　あなたは、今後（未成年の方は成人になったら）どこで暮らしたいですか。
　　（該当する番号１つに○をつけてください。）

項目
現在と同じ場

所
現在と違う場

所
わからない・
決められない

無回答 回答者数

回答者数 64 - 180 - 10

100.0%

民間の賃貸住宅・借家・アパート
5 7 8 3 23

21.7% 30.4% 34.8%

本人または家族の持ち家
121 36 34 20 211

57.4% 17.1% 16.1% 9.5%

13.0% 100.0%

県営・市営住宅、社宅等
7 3 6 1 17

41.2% 17.7% 35.3% 5.9% 100.0%

グループホーム
7 3 3 0 13

53.9%

病院（１年以上の入院）
0 0 0 0

23.1% 23.1% 0.0% 100.0%

入所施設
34 14 11 3 62

0

- - - - -

54.8% 22.6% 17.7% 4.8% 100.0%

100.0%
その他

0 4 0 0 4

0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

現在と同じ場

所 175人 

52.9% 

現在と違う場

所 67人 

20.2% 

わからない・

決められない  

62人 18.7% 

無回答     

27人8.2% 

n=282
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●問７で「現在と違う場所」と回答した方がどこで生活したいか

　「現在と違う場所」と回答した方は、「グループホーム」が最も高く38.8％、次いで、
「入所施設」が29.9％となっています。

●問7の現在と違う場所と問５の現在の生活の場所のクロス集計

　　　　　　　現在

　　今後

本
人
ま
た
は
家
族
の
持
ち
家

民
間
の
賃
貸
住
宅
・
借
家
・
ア

パ
ー

ト

県
営
・
市
営
住
宅
、

社
宅
等

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム

入
所
施
設

病
院
（

１
年
以
上
の
入
院
）

そ
の
他

無
回
答

回
答
者
数

本人または家族の持ち家
4 5 0 2 4 0 1 0 16

25.0% 31.3% 0.0% 12.5% 25.0% 0.0% 6.3% 0.0% 100.0%

0 5

40.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0%

2 1 0 1 0

20.0% 0.0% 100.0%

県営・市営住宅、社宅等
0 0 0 0 0 0

民間の賃貸住宅・借家・ア
パート

0

0 1

0 0

- - - - - - - - -

グループホーム
14 0 0 0 10 0 2 0 26

53.9% 0.0% 0.0% 0.0% 38.5% 0.0% 7.7% 0.0% 100.0%

入所施設
16 1 3 0 0 0 0 0 20

80.0% 5.0% 15.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

0 0

- - - - - -

0 0 0 0 0

- - -

その他
0 0 0 0 0 0

病院（１年以上の入院）

0

0 0

0 0

- - - - - - - - -

23.9% 16人 

7.5% 5人 

0.0% 0人 

38.8% 26人 

29.9% 20人 

0.0% 0人 

0.0% 0人 

0.0% 0人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

本人または家族の持ち家 

民間の賃貸住宅・借家・アパート 

県営・市営住宅、社宅等 

グループホーム 

入所施設 

病院（１年以上の入院） 

その他 

無回答 

n=67人 
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　収入については、「障害年金」が最も高く６割を超える方が障害年金を受給しています。次いで、
「福祉サービス事業所（就労移行・継続など）」が23.6％となっています。

●問８あなたの収入は次のうちどれですかと年齢のクロス集計

問８　あなたはの収入は次のうちどれですか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

項目 １８歳未満
１８歳以上
65歳未満

６５.歳以上 無回答 回答者数

100.0%

自営業による収入
0 1 0 0 1

0.0% 100.0% 0.0%

一般企業の給与・賃金
0 32 0 0 32

0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

0.0% 100.0%

福祉サービス事業所(就労移行・継続など)
0 76 2 0 78

0.0% 97.4% 2.6% 0.0% 100.0%

障害年金
0 182 22 1 205

0.0%

各種手当（特別障害者手当など）
13 11 1 0

88.8% 10.7% 0.5% 100.0%

障がいを原因としない年金
0 0 4 0 4

25

52.0% 44.0% 4.0% 0.0% 100.0%

0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0%

100.0%

生活保護
0 1 0 0 1

0.0% 100.0% 0.0%

心身障害者扶養共済年金
0 6 2 0 8

0.0% 75.0% 25.0% 0.0%

0.0% 100.0%

親・家族からの支援
25 19 1 0 45

55.6% 42.2% 2.2% 0.0% 100.0%

その他
0 0 0 0 0

- - - - -

76.0% 20.0% 0.0% 4.0% 100.0%
無収入

38 10 0 2 50

9.7% 32人 

0.3% 1人 

23.6% 78人 

61.9% 205人 

1.2% 4人 

7.6% 25人 

2.4% 8人 

0.3% 1人 

13.6% 45人 

0.0% 0人 

15.1% 50人 

2.1% 7人 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

一般企業の給与・賃金 

自営業による収入 

福祉サービス事業所(就労移行・継続など) 

障害年金 

障がいを原因としない年金 

各種手当 

心身障害者扶養共済年金 

生活保護 

親・家族からの支援 

その他 

無収入 

無回答 n=331
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　日常生活の中で、「ひとりでできる」が高い項目は、「家の中での移動」（72.5％）となっています。
　また、「すべてに支援が必要」が高い項目は、「銀行や役所などの手続き」（83.7％）や「病院や
薬局などへの通院」（76.1％）、「お金の管理」（74.9％）となっています。

【日常生活の状況についてお聞きします】

問９　あなたは、毎日の生活の中で次のようなことが不安なく自分でできますか。
　　（該当する番号１つに○をつけてください。）

39.3% 

72.5% 

11.8% 

17.5% 

8.8% 

17.8% 

3.9% 

8.2% 

16.0% 

17.2% 

35.7% 

15.1% 

23.6% 

19.3% 

13.3% 

11.5% 

9.7% 

12.4% 

9.4% 

29.0% 

23.9% 

10.9% 

62.2% 

60.4% 

74.9% 

67.7% 

83.7% 

76.1% 

71.9% 

48.9% 

1.2% 

1.5% 

2.4% 

2.7% 

3.0% 

3.0% 

2.7% 

3.3% 

2.7% 

4.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食事、入浴、トイレ、着替えなどの身の回りの

こと 

家の中での移動 

掃除、洗濯、調理などの家事 

買い物やおつかい 

お金の管理 

薬の管理 

銀行や役所などでの手続き 

病院や薬局などへの通院 

電車やバスなどを使った外出 

人とのコミュニケーション 

ひとりでできる 一部支援が必要 すべてに支援が必要 無回答 

n=331
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　主な介助者の状況は、「父や母」が最も高く約７割となっています。次いで、「施設・病院職員」が
35.4％となっています。

問10　あなたの主な介助者（支援者）は、どなたですか。
　　（該当する番号２つまで○をつけてください。）

70.1% 232人 

1.2% 4人 

0.6% 2人 

0.3% 1人 

11.2% 37人 

8.5% 28人 

0.6% 2人 

3.3% 11人 

35.4% 117人 

0.6% 2人 

2.7% 9人 

2.4% 8人 

0% 20% 40% 60% 80%

父や母 

夫または妻 

子どもやその配偶者 

孫やその配偶者 

兄弟姉妹やその配偶者 

祖父母 

友人・知人 

ヘルパー 

施設・病院職員 

その他 

介助を受けてない 

無回答 n=331
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【問11、12は問10で1～６を選んだ方のみお答えください】問10でそれ以外の方は問13へお進みください

　主な介助者の年齢は、「60歳以上80歳未満」が最も高く40.1％、次いで、「40歳以上60歳未満」が
38.5％となっています。

　主な介助者から介助を受けられない時の対応としては、「同居している他の家族に頼む」が35.7％と最も
高く、次いで、「施設や病院などに依頼する」が27.4％となっています。

問12　あなたが主な介助者（支援者）から介助を受けられない時はどうしますか。
　　　（該当する番号１つに○をつけて下さい。）

問11　あなたの主な介助者（支援者）の年齢を教えてください。

10.3% 26人 

38.5% 97人 

40.1% 101人 

2.4% 6人 

8.7% 22人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

２０歳以上４０歳未満 

４０歳以上６０歳未満 

６０歳以上８０歳未満 

８０歳以上 

無回答 
n=252

35.7% 90人 

16.7% 42人 

0.4% 1人 

0.4% 1人 

8.3% 21人 

27.4% 69人 

2.0% 5人 

2.8% 7人 

6.4% 16人 

0% 10% 20% 30% 40%

同居している他の家族に頼む 

別居している他の家族に頼む 

友人・知人に頼む 

ボランティアに頼む 

ヘルパーに依頼する 

施設や病院などに依頼する 

その他 

ひとりで何とかする 

無回答 n=252
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　平日の昼間の過ごし方については、「障害福祉サービス事業所等へ通所・入所している」が最も高く
40.5％、次いで、「働いている」33.2％、「学校へ通っている」17.5％となっています。

【問14は保護者の方がお答えください】

　保護者の方が幼稚園、保育園、学校に望むことは「能力や障がいの状態に応じた指導をしてほしい」が
75.0％、「療育指導が受けられるようにしてほしい」が50.0％と高くなっています。

【昼間の活動の場、就労・雇用についてお聞きします】

問13　あなたは、平日の昼間どのように過ごしてますか。
　　（該当する番号１つに○をつけてください。）

問14　保護者の方にお聞きします。幼稚園、保育園、学校に望むことは何ですか。
　　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

0.0% 0人 

2.4% 8人 

0.6% 2人 

17.5% 58人 

40.5% 134人 

0.0% 0人 

33.2% 110人 

0.0% 0人 

3.9% 13人 

0.6% 2人 

1.2% 4人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

小学校入学前のため自宅にいる 

障がい児通園施設に通っている 

保育園・幼稚園に通っている 

学校へ通っている（特別支援学校を含む） 

障がい福祉サービス事業所等へ通所・入所している 

病院に入院している 

働いている（就労移行支援・就労継続支援等での就労を… 

夜間に学校や仕事のため昼間は家で過ごしている 

主に自宅にいる 

その他 

無回答 

44.7% 34人 

75.0% 57 

31.6% 24人 

9.2% 7人 

26.3% 20人 

2.6% 2人 

50.0% 38人 

14.5% 11人 

22.4% 17人 

10.5% 8人 

4.0% 3人 

7.9% 6人 

0% 20% 40% 60% 80%

相談体制を充実してほしい 

能力や障がいの状態に応じた指導をしてほしい 

施設、設備、教材などを充実してほしい 

通常の学校への受入れを進めてほしい 

まわりの子どもたちの理解を深めるような交流の機会を増やして… 

医療的ケアを受けられるようにしてほしい 

療育指導が受けられるようにしてほしい 

通常学校での支援促進 

障がいを理由としたいじめや不登校等の対応 

その他 

特に望むことはない 

無回答 

n=331

n=76人 
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【問15は問13で２～８保を選んだ方のみお答えください】問13で９を選んだ方は問20へお進みください

　活動の場において、困っていることや不満については、「困っていることや不満はない」35.9％、「無回
答」30.8％と高くなっていますが、「学校・職場・施設・病院での理解や配慮が足りない」、「学校・職場
・施設・病院での人間関係が難しい」がともに9.6％となっています。

【問16～19は問13で７を選んだ方のみお答えください】

　働く場につては、「就労移行支援・就労継続支援事業所」が54.6％と最も高く、次いで、「企業などの
パート・アルバイト」が19.1％、「地域活動支援センター」が16.4％となっています。

問15　あなたは、活動の場において困っていることや不満はありますか。
　　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

問16　あなたは、どこで働いていますか。
　　　（該当する番号１つに○をつけてください。）

2.9% 9人 

1.3% 4人 

8.0% 25人 

9.6% 30人 

9.6% 30人 

6.1% 19人 

7.1% 22人 

4.2% 13人 

35.9% 112人 

30.8% 96人 

0% 10% 20% 30% 40%

授業や仕事などの内容が難しすぎる 

授業や仕事などの内容が簡単すぎる 

授業や仕事などの内容が自分に向いていない 

学校・職場・施設・病院での理解や配慮が足り

ない 

学校・職場・施設・病院での人間関係が難しい 

通うのが大変 

賃金や待遇が不満 

その他 

困っていることや不満はない 

無回答 n=312

8.2% 9人 

19.1% 21人 

54.6% 60人 

16.4% 18人 

0.0% 0人 

0.0% 0人 

0.0% 0人 

1.8% 2人 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

企業などの正社員・正職員 

企業などのパート・アルバイト 

就労移行支援・就労継続支援事業所 

地域活動支援センター 

自営業・自営業の手伝い 

内職 

その他 

無回答 n=110

67



●１週間の働く日数

　１週間の働く日数は、「5日以上」が最も高く９割を超えています。

●１日の働く時間

　１日に働く時間は、「４時間以上６時間未満」が最も高く50.0％、次いで、「６時間以上８時間未満」が
25.5％となっています。

問17　あなたは、１週間に何日くらい働いていますか。また、１日に何時間くらい働きますか。
　　　（それぞれ該当する番号１つに○をつけてください。）

0.0% 0人 

0.9% 1人 

1.8% 2人 

0.9% 1人 

90.9% 100人 

0.9% 1人 

4.6% 5人 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１日 

２日 

３日 

４日 

５日以上 

決まってない 

無回答 n=110

0.9% 1人 

6.4% 7人 

50.0% 55人 

25.5% 28人 

6.4% 7人 

1.8% 2人 

9.1% 10人 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

２時間未満 

２時間以上４時間未満 

４時間以上６時間未満 

６時間以上８時間未満 

８時間以上 

決まってない 

無回答 n=110
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　１カ月あたりの給与等の収入は、「５万円以上１０万円未満」が最も高く23.6％、次いで、
「１万円未満」22.7％、「１万円以上５万円未満」21.8％となっています。

●問16　どこで働いていますかと問17-1　1週間に何日働いてますかのクロス集計

●問16　どこで働いていますかと問17-2　1日に何時間働いてますかのクロス集計

問18　あなたの、給与、賃金、工賃は１カ月あたりどのくらいですか。

項目 1日 2日 3日 4日 5日以上
決まって

ない
無回答 回答者

21

0.0% 100.0%

企業などの正社員・正職員
0 0 0 0 9 0 0 9

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0%

就労移行支援・就労継続支援事業所
0 0 0 1 56 0 3

0.0% 0.0% 4.8% 0.0% 90.5% 4.8%
企業などのパート・アルバイト

0 0 1 0 19 1 0

60

0.0% 0.0% 0.0% 1.7% 93.3% 0.0% 5.0% 100.0%

0 0 18

0.0% 5.6% 5.6% 0.0% 88.9% 0.0% 0.0%

0 1 1 0 16

100.0%

自営業・自生業の手伝い
0 0 0 0 0 0 0 0

地域活動支援センター

- -

内職
0 0 0 0 0 0 0

- - - - - -

0

- - - - - -

- - - - - - -

0 0 0 0 0

4時間以上
6時間未満

6時間以上
8時間未満

8時間以上
決まって

ない
無回答 回答者

- -

0 0 0

-

21

9.5% 100.0%

その他

0 0 9

0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0%

0 0 0 6 3

100.0%
企業などの正社員・正職員

項目 2時間未満
2時間以上
4時間未満

就労移行支援・就労継続支援事業所
0 3 37 11 0 2 7

0.0% 0.0% 28.6% 47.6% 14.3% 0.0%
企業などのパート・アルバイト

0 0 6 10 3 0 2

60

0.0% 5.0% 61.7% 18.3% 0.0% 3.3% 11.7% 100.0%

0 0 18

5.6% 22.2% 66.7% 5.6% 0.0% 0.0% 0.0%

1 4 12 1 0

100.0%

自営業・自生業の手伝い
0 0 0 0 0 0 0 0

地域活動支援センター

- -

内職
0 0 0 0 0 0 0

- - - - - -

0

- - - - - - - -

0 0 0

- - - - - - -

0 0 0 0 0

-
その他

22.7% 25人 

21.8% 24人 

23.6% 26人 

10.9% 12人 

0.0% 0人 

20.9% 23人 

0% 5% 10% 15% 20% 25%

１万円未満 

１万円以上５万円未満 

５万円以上１０万円未満 

１０万円以上２０万円未満 

２０万円以上 

無回答 n=110
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●問16　どこで働いていますかと問18　1カ月あたりの給与等の収入のクロス集計

　働くうえで重要だと思うことは、「能力に合った仕事であること」が42.7％で最も高く、次いで、
「障がいに対する周囲の理解があること」39.1％、「通勤手段があること」30.9％となっています。

項目 1万円未満
1万円以上
5万円未満

5万円以上
10万円未満

10万円以上
20万円未満

20万円以上 無回答 回答者

企業などのパート・アルバイト
0 1 11 5 0

3 9

0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 33.3% 100.0%
企業などの正社員・正職員

0 0 0 6 0

4 21

0.0% 4.8% 52.4% 23.8% 0.0% 19.1% 100.0%

地域活動支援センター
14 1 0 0 0

12 60

18.3% 36.7% 25.0% 0.0% 0.0% 20.0% 100.0%
就労移行支援・就労継続支援事業所

11 22 15 0 0

3 18

77.8% 5.6% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 100.0%

0 0

-

0 0

- - - - - - -

- - - - - -
内職

0 0 0 0 0

自営業・自生業の手伝い
0 0 0 0 0

0 0

- - - - - - -
その他

0 0 0 0 0

問19　あなたは、働くうえで、どのようなことが重要だと思いますか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

42.7% 47人 

23.6% 26人 

19.1% 21人 

19.1% 21人 

30.9% 34人 

39.1% 43人 

22.7% 25人 

6.4% 7人 

1.8% 2人 

4.6% 5人 

7.3% 8人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

能力に合った仕事であること 

障がいに合った勤務条件であること 

給与・賃金が妥当であること 

障がいのある人に配慮した設備が整っていること 

通勤手段があること 

障がいに対する周囲の理解があること 

自分のやりたい、または、やりがいのある仕事である

こと 

就労のための職業訓練が充実すること 

その他 

特にない 

無回答 n=110
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【問20は問13で9を選んだ方のみお答えください】

　平日の昼間に自宅で過ごしている人の割合は約４％と非常に低い状況ですが、自宅で過ごしている理由と
しては「高齢のため」が38.5％（5人）、「病気のため」が23.1％（3人）となっています。

　外出の頻度については、「週に４日以上」が最も高く30.5％で、次いで、「毎日」が27.8％となって
います。

問21　あなたは、どれくらいの頻度で外出しますか。
　　（該当する番号１つに○をつけてください。）

問20　あなたが、平日の昼間など主に自宅で過ごしている理由は何ですか。
　　　（該当する番号1つに○をつけてください。）

【外出・移動についてお聞きします】

38.5% 5人 

15.4% 2人 

23.1% 3人 

0.0% 0人 

7.7% 1人 

0.0% 0人 

7.7% 1人 

0.0% 0人 

0.0% 0人 

7.7% 1人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高齢のため 

家事・育児などがあるため 

病気のため 

働く必要がないため 

雇用してもらえないため 

学校や会社に行きたくないため 

昼間通う場所が見つからないため 

就職や進学のための活動をしているため 

その他 

無回答 n=13人 

15.4% 51人 

30.5% 101人 

27.8% 92人 

18.4% 61人 

1.5% 5人 

1.8% 6人 

4.5% 15人 

0% 10% 20% 30% 40%

週に１～３回 

週に４日以上 

毎日 

月に数回 

年に数回 

ほとんど外出しない 

無回答 n=331
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　外出時の主な交通手段としては、「自動車」が最も高く56.5％、次いで、「施設や病院の送迎車」
が28.7％、「徒歩・自転車・車イス」が24.5％となっています。

【問23は問22で1を選んだ方のみお答えください】問22でそれ以外を選んだ方は問24へお進みください

　自動車を運転する人は、「同居の家族」が９割以上となっています。

問22　あなたが、外出するときの主な交通手段は何ですか。
　　（該当する番号2つまで○をつけてください。）

問23　自動車を運転するのは、主に誰ですか。
　　　（該当する番号1つに○をつけてください。）

56.5% 187人 

24.5% 81人 

0.3% 1人 

9.1% 30人 

2.1% 7人 

28.7% 95人 

1.2% 4人 

5.4% 18人 

0% 20% 40% 60%

自動車 

徒歩・自転車・車イス 

バイク 

電車やバスなどの公共交通機関 

ヘルパーによる送迎車 

施設や病院の送迎車 

その他 

無回答 n=331

4.3% 8人 

92.5% 173人 

2.7% 5人 

0.0% 0人 

0.0% 0人 

0.5% 1人 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人 

同居の家族 

別居の家族 

友人・知人 

その他 

無回答 n=187
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　外出時に困ること、整備が必要と思われることは、「自分の意思を伝えられない、理解してもらえない」が
最も高く24.8％、次いで、「公共交通機関が利用しづらい」19.9％、「障がい者が利用できるトイレが
少ない」19.3％となっています。

問24　あなたが、外出するときに困ること、または整備が必要と思われることは何ですか。
　　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

19.9% 66人 

9.4% 31人 

13.3% 44人 

16.0% 53人 

0.0% 0人 

2.4% 8人 

19.3% 64人 

7.0% 23人 

7.6% 25人 

7.6% 25人 

24.8% 82人 

4.2% 14人 

19.0% 63人 

10.6% 35人 

1.5% 5人 

16.9% 56人 

20.2% 67人 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

公共交通機関が利用しづらい 

建物がバリアフリー化されてない 

歩道や出入口等に段差がある 

障がい者駐車場が少ない、利用できない 

視覚障がい者のための点字ブロックや 

音声付信号機が整備されてない 

案内表示がわかりづらい 

障がい者が利用できるトイレが少ない 

交通費等の費用が負担である 

外出時に介助等の福祉サービスが必要となる 

外出時に利用したい福祉サービスを使うことができ

ない 

自分の意思を伝えられない、理解してもらえない 

知らない人に話しかけられる 

周囲の視線が気になる 

困った時に助けてもらえない 

その他 

特に困っていない 

無回答 n=331
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　日常生活の中での心配事は、「親亡き後のこと」が64.1％と最も高く、次いで、「自分の健康・病気の
治療のこと」46.2％、「緊急時や災害時のこと」28.7％となっています。

　心配事を相談する相手は、「家族や親せき」が圧倒的に高く61.6％、次いで、「障害福祉サービス
事業所」が38.1％となっています。

【相談についてお聞きします】

問25　あたなが、現在（将来）、日常生活の中で心配していることは何ですか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

問26　あたなが相談する相手はどなたですか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

46.2% 153人 

25.7% 85人 

25.4% 84人 

20.2% 67人 

19.3% 64人 

20.9% 69人 

10.6% 35人 

17.2% 57人 

28.7% 95人 

11.8% 39人 

64.1% 212人 

0.9% 3人 

6.3% 21人 

7.9% 26人 

0% 20% 40% 60% 80%

自分の健康・病気の治療のこと 

生活費のこと 

介助・介護のこと 

家事（炊事・洗濯・掃除など）のこと 

住まいのこと 

外出や移動のこと 

就学や進学のこと 

仕事や就職のこと 

緊急時や災害時のこと 

家族・学校・職場などでの人間関係のこと 

親亡き後のこと 

その他 

特にない 

無回答 n=331

61.6% 204人 

9.4% 31人 

12.4% 41人 

12.7% 42人 

0.3% 1人 

38.1% 126人 

15.7% 52人 

13.3% 44人 

11.2% 37人 

5.4% 18人 

0.0% 0人 

4.2% 14人 

1.5% 5人 

1.5% 5人 

9.4% 31人 

0% 20% 40% 60% 80%

家族や親せき 

友人や知人 

学校や職場 

医療機関 

民生児童委員 

障がい福祉サービス事業所 

相談支援事業所 

市役所の窓口（障がい福祉課など） 

障がい者相談支援センター（市役所内） 

障がい者団体、障がい者支援団体 

警察 

相談したいができない 

相談する必要がない 

その他 

無回答 n=331
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　通院等の頻度については、「月1回」が最も高く26.3％、次いで、「３カ月に１回」が22.7％となって
います。また、約２割が「通院してない」となっています。

　医療を受けるうえで困っていることは、「特にない」が最も高く34.7％で、次いで、「意思の疎通が
できない」21.8％、「専門的な治療を受けられる病院が近くにない」13.0％となっています。

問28　医療を受けるうえで困っていることはありますか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

【保健・医療についてお聞きします】

問27　あたなの現在の通院等の状況を教えてください。
　　（該当する番号1つに○をつけてください。）

1.8% 6人 

1.2% 4人 

26.3% 87人 

5.7% 19人 

22.7% 75人 

12.1% 40人 

0.0% 0人 

21.8% 72人 

8.5% 28人 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

週１回 

週２回以上 

月１回 

月2～３回 

３カ月に１回 

年に数回 

入院中 

通院してない 

無回答 

4.2% 14人 

6.7% 22人 

9.1% 30人 

13.0% 43人 

7.6% 25人 

9.7% 32人 

21.8% 72人 

1.5% 5人 

34.7% 115人 

19.6% 65人 

0% 10% 20% 30% 40%

医療費の負担が大きい 

通院費（交通費）の負担が大きい 

通院（病院までの移動）が困難である 

専門的な治療を受けられる病院が近くにない 

往診を頼める医師がいない 

障がいが理由で治療を受けにくい 

意思の疎通ができない（手話などが必要な場合を含む） 

その他 

特にない 

無回答 

n=331

n=331
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　最近の地域行事等への参加状況は、「参加してない」が約４割で最も高くなっています。次いで、「学校・
園などの行事」27.2％、「障がい者団体の集会・活動」15.1％となっています。

【問30は問29で9を選んだ方のみお答えください】問29でそれ以外を選んだ方は問31へお進みください

　参加していない理由については、「関心がない」が最も高く33.3％、次いで、「一緒に行く人がいない」
25.8％、「外出することが困難」22.7％となっています。

【社会参加・地域参加についてお聞きします】

問29　最近1年間、あなたは、地域の行事や活動に参加しましたか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

問30　参加していない理由は何ですか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

4.5% 15人 

15.1% 50人 

1.2% 4人 

12.7% 42人 

5.7% 19人 

27.2% 90人 

5.7% 19人 

1.5% 5人 

39.9% 132人 

7.3% 24人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

文化・スポーツ事業 

障がい者団体の集会・活動 

セミナー・講演会等の学習活動 

自治会活動・祭りなどの地域の活動 

趣味やスポーツなどのサークル活動 

学校・園などの行事 

福祉・ボランティア活動 

その他 

参加してない 

無回答 n=331

18.9% 25人 

4.6% 6人 

3.0% 4人 

22.7% 30人 

9.1% 12人 

25.8% 34人 

33.3% 44人 

4.6% 6人 

11.4% 15人 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

参加したい行事がない 

時間の余裕がない 

参加費が負担になる 

外出することが困難 

会場が障がいに対応していない 

一緒に行く人がいない 

関心がない 

その他 

無回答 n=132
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　障がい福祉サービスに関する情報の入手先については、「障害福祉サービス事業所」が最も高く33.5％、
次いで、「家族や親せき」が23.0％となっています。

　情報を入手したり、コミュニケーションをとるうえで困ることは、「状況判断が困難なので、説明されても
相手の意思や情報を正しく理解できない」が最も高く28.1％となっています。次いで、「難しい言葉や早口
で話されるとわかりにくい」25.1％、「話をうまく組み立てられない、うまく質問できない」24.8％と
なっています。

【情報・コミュニケーションについてお聞きします】

問31　あなたは、福祉サービスに関する情報を、どこから得ていますか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

問32　あなたは、情報を入手したり、コミュニケーションをとるうえで困ることはありますか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

23.0% 76人 

14.8% 49人 

14.2% 47人 

6.7% 22人 

33.5% 111人 

15.1% 50人 

2.1% 7人 

14.8% 49人 

6.7% 22人 

8.5% 28人 

6.3% 21人 

3.3% 11人 

0.6% 2人 

18.4% 61人 

10.3% 34人 

0% 10% 20% 30% 40%

家族や親せき 

友人や知人 

学校や職場 

医療機関 

障がい福祉サービス事業所 

相談支援事業所 

ヘルパー 

市役所の窓口（障がい福祉課など） 

障がい者相談支援センター（市役所内） 

障がい者団体、障がい者支援団体 

テレビ・ラジオ・新聞・雑誌 

インターネット 

その他 

特に情報を入手してない 

無回答 n=331

4.5% 15人 

2.7% 9人 

1.2% 4人 

15.1% 50人 

24.8% 82人 

22.1% 73人 

25.1% 83人 

28.1% 93人 

3.9% 13人 

25.7% 85人 

23.6% 78人 

0% 10% 20% 30%

案内表示がわかりにくい 

音声情報や文字情報が少ない 

問い合わせ情報にＦＡＸ番号やメールアドレスの記載がな

い 

面と向かって話すのが苦手 

話をうまく組み立てられない、うまく質問できない 

読むことが難しかったり、複雑な文章表現で分かりにくい 

難しい言葉や早口で話されるとわかりにくい 

状況判断が困難なので、説明されても相手の意思や情報を

正しく理解できない 

その他 

特に困ることはない 

無回答 n=331
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　障がい者への差別や疎外感については、「感じたことはない・わからない」が約４割で最も高く、
次いで、「普段の生活（住んでいる地域や自治会など）で感じた」24.2％、「教育（学校・幼稚園・
保育園など）で感じた」13.9％となっています。

【問34は問33で1～8を選んだ方のみお答えください】問33で9を選んだ方は問35へお進みください

　差別や疎外感を感じたときの相談相手としては、「相談してない」が最も高く42.7％、次いで、
「家族」34.7％、「友人や知人」20.0％となっています。

【障がい者への理解についてお聞きします】

問33　日常生活や学校、職場で、障がい者への差別や疎外感などを感じたことはありますか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

問34　差別や疎外感を感じたとき、あなたは、どこに相談しましたか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

24.2% 80人 

13.9% 46人 

5.7% 19人 

13.6% 45人 

10.9% 36人 

0.9% 3人 

8.2% 27人 

2.4% 8人 

40.2% 133人 

14.5% 48人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

普段の生活（住んでいる地域や自治会など）の中で感

じた 

教育（学校・幼稚園・保育園など）で感じた 

雇用（会社など）で感じた 

医療（病院や診療所など）で感じた 

飲食店やサービス業で感じた 

不動産（アパートを借りるときなど）で感じた 

公共交通機関（駅・バスなど）で感じた 

その他 

感じたことはない・わからない 

無回答 n=331

4.0% 6人 

8.7% 13人 

34.7% 52人 

20.0% 30人 

11.3% 17人 

3.3% 5人 

2.7% 4人 

0.0% 0人 

3.3% 5人 

42.7% 64人 

6.7% 10人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市役所 

障がい者相談支援センター 

家族 

友人や知人 

学校の先生 

職場の上司や同僚 

障がい者団体 

社会福祉協議会 

その他 

相談してない 

無回答 n=150
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　障がい者の理解を深めるための施策について、「学校での福祉教育の充実」が最も高く32.3％、次いで、
「支援グループの育成」27.2％、「ボランティアの育成」26.0％となっています。

問35　障がい者の理解を深めるために力を入れるべきことは何だと思いますか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

19.6% 65人 

10.6% 35人 

25.4% 84人 

32.3% 107人 

15.1% 50人 

27.2% 90人 

26.0% 86人 

20.2% 67人 

11.2% 37人 

1.5% 5人 

19.6% 65人 

0% 10% 20% 30% 40%

スポーツ・文化活動などを通した障がい者と地域の人々との

交流 

障がい福祉をテーマとした講座や講演会の開催 

福祉施設を地域に開かれたものとする 

学校での福祉教育の充実 

障がい者の活動の積極的なＰＲ 

支援グループの育成 

ボランティアの育成 

障がい者自身が積極的に社会参加する 

特にない 

その他 

無回答 n=331
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　災害時の支援方法について、「避難先で障がいに配慮してもらえること」が最も高く41.7％、次いで、
「障がい者や高齢者が優先的に避難できる避難所」36.3％となっています。

　災害時の対策としては、「特に対策は立ててない」が最も高く27.8％、次いで、「避難場所がわかる」
23.0％、「食料や水などの防災用品を用意している」20.5％となっています。

問36　あなたは、大きな災害があったときにどんな支援があったらいいと思いますか。
　　（該当する番号３つまでに○をつけてください。）

問37　あなたは、災害時の対策を立てていますか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

【災害時の対応についてお聞きします】

32.6% 108人 

36.3% 120人 

19.0% 63人 

41.7% 138人 

6.7% 22人 

31.1% 103人 

15.4% 51人 

5.1% 17人 

12.1% 40人 

16.3% 54人 

7.9% 26人 

0.3% 1人 

6.1% 22人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

歩いて行けるところで、プライバシーが守られる避難

所 

障がい者や高齢者が優先的に避難できる避難所 

避難所で福祉サービスが受けられること 

避難先で障がいに配慮してもらえること 

いろいろな情報がもらえること 

いつも服薬している薬の確保 

誰かに一緒にいてもらえたり、不安な気持ちを聞いて

もらえること 

福祉用具等（車イスやストマ用装具など）の確保 

非難したくないので、自宅に救援物資などを届けてく

れること 

経験がないのでわからない 

特に思いつかない 

その他 

無回答 n=331

12.7% 42人 

8.5% 28人 

14.8% 49人 

0.6% 2人 

0.6% 2人 

1.2% 4人 

3.3% 11人 

20.5% 68人 

0.3% 1人 

9.7% 32人 

19.3% 64人 

23.0% 76人 

16.0% 53人 

1.8% 6人 

27.8% 92人 

10.0% 33人 

0% 10% 20% 30%

家族などと避難方法や帰宅方法などを … 

家族などと緊急時の連絡方法を決めている 

通っている会社や学校が、通勤・通学時や帰宅時などの … 

地域の人などと避難方法を決めている 

ボランティアの人に災害時の手助けを頼んでいる 

近所の人に災害時の手助けを頼んでいる 

災害時要援護者名簿に登録している 

食料や水などの防災用品を用意している 

補装具や医療器具などの規格、サイズ、 … 

家具に転倒防止の対策をしている 

家に消火器がある 

避難場所がわかる 

防災訓練に参加している 

その他 

特に対策は立ててない 

無回答 n=331
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　障がい者福祉施策に望むことは、「グループホームなどの地域で生活するための場所の充実」が最も高く
35.7％、次いで「緊急時などにおけるショートステイの充実」28.1％、「年金や手当などの所得保障の充実」
26.9％となっています。

【障がい者福祉施策への要望についてお聞きします】

問38　障がい者福祉施策について望むこと、取り組んでほしいことはありますか。
　　（該当する番号３つまでに○をつけてください。）

16.9% 56人 

35.7% 118人 

3.3% 11人 

28.1% 93人 

10.0% 33人 

26.9% 89人 

7.0% 23人 

15.4% 51人 

8.5% 28人 

17.8% 59人 

11.2% 37人 

19.9% 66人 

4.2% 14人 

7.3% 24人 

3.9% 13人 

6.3% 21人 

9.1% 30人 

7.3% 24人 

12.1% 40人 

1.2% 4人 

9.4% 31人 

0% 10% 20% 30% 40%

自宅での生活を支援する在宅サービスの充実 

グループホームなどの地域で生活するための場所の充実 

機能回復や地域生活に必要な訓練の充実 

緊急時などにおけるショートステイの充実 

児童発達支援や放課後等デーサービスの充実 

年金や手当などの所得保障の充実 

医療費の負担軽減 

障がい者の就職や雇用施策の充実 

就労移行支援や就労継続事業所の整備 

困った時、悩んだ時のための相談窓口の充実 

重度心身障がい者や強度行動障がい者の受け入れ先… 

生活介護などの医療的ケアを受けられる施設の整備 

障がい者のスポーツ、芸術、文化活動などに対する支援 

公共交通の充実による移動の利便性の確保 

道路の段差解消やバリアフリー化の推進 

福祉教育やボランティア育成の推進 

差別をなくすための人権教育や候補活動の推進 

行政からの保健や福祉に関する情報提供の充実 

障がい福祉サービスを利用するときの利用負担の軽減 

その他 

無回答 n=331
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【抜粋】
○入所施設の確保。信頼と安全面の充実した（緊急時対応）施設を検討してもらいたい。

○福祉サービスの情報提供の充実（インフルエンザ予防接種の助成の有無）。
　就労移行支援・就労継続支援の事業所が不足。また、就労移行支援の利用期間が２年間では少なすぎる。

○特別扱いはされたくないが、障害をもった人たちへの何らかの配慮はしてほしい。

○障害児保育を取り入れている園には、職員全員に障害についての知識を持っている人がいると良いと思い
　ます。加配職員がついても理解がないと全く意味がありません。早期療育が充実してきたためか、リハビ
　リに通う子供が増えてかなりいっぱいになっている。もっとそのような施設を増やしてほしい。

○自転車の移動が多いため安全に自転車の走れる道路の整備をしてほしい。

○病児保育、病児学童（デイサービス）の受け入れ先がないので困っている。

○障がい者施設の職員の負担は増すばかりです。給料をもっと上げてください。また、行政からの補助を
　お願いします。自分たちが働けるのも面倒を見てくれている職員のおかげです。

○本人の母親です。主人と本人の3人暮らしです。私達2人がいなくなったあとが心配です。いろいろとでき
　る本人ですが、他人との暮らしはすごく無理があります。施設もいやがると思います。困っています。

○障害者支援住宅、障害者旅行支援センターを作って欲しい。

○質問を読んで答えるのにいろいろ考えさせられました。あらためて自分は障がい者だと感じました。
　日常生活は一人で出来て会社にも言っているので今は特別困ることはありません。

○災害時、親に何かあった時、子供が無事でも誰にも気づいてもらえなかったら、と思うと心配です。

○移動支援の料金を安くしてほしい。おうかがい市バスの停留所が近くにあると良い。親亡きあとの不安。

○障害の内容によってもらえる手当やサービスが違いますが、わからないとそのままのことが多いです。
　どんな手当やサービスが受けられるのか一人一人説明していただけると助かります。

○知的障がいとしては重度です。将来はグループホームを希望していますが手のかかる子供のことを思うと
　細かなお世話をしていただけるか心配です。

○親が高齢になると、兄弟にに負担がかかるのが心配です。施設の入所等を考えていきたい。
　親、兄弟の近くにそういう施設があればよいと考えています。

○私たちのことを障がいがあるからと言う人も思う人もいると思いますが、私たちの心まで障がい者に
　しないでください。

○アンケートがどこまで理解し、現実化していただけるかは疑問ですが、少しでも前進していただくことを
　願って回答しています。アンケートの結果も何らかの形で知らせてほしいです。

○生活介護を利用する障がい者には、２４時間の見守りが必要です。グループホームでの生活は不安です。
　小規模入所施設のようなグループホームはできないでしょうか。親亡きあとが心配です。親亡きあと子供が
　安心して暮らせるよう考えてほしい。

○アンケートがおおまかすぎると思う。知的、身体、精神など分けて質問していただけたらと思う。
　そうすることで具体的な困っていること支援が分かってくると思う。

○グループホームでも夜間常駐スタッフをおいて欲しい。セキュリティ面でも不安。

○地活の業務委託について、市バスの使用や福祉バスへの補助金も受けられないのは、保護者の負担が増える
　のと、研修旅行など所外活動を減らすことになってしますのでは。このようなアンケートは、本人や家族だ
　けでなく、支援に携わるかたの意見もあってよいと思う。

○本人一人では何もでいない人はたくさんいます。親が元気なうちはいいですが、親亡きあとの問題は、どう
　にもならないです。なんとか施設を多く設立してもらうしかありません。

○安心して年を重ねられるサービス、施設の整備。

○施設は、医師がいないので不安。

○支援施設入所者が介護保険施設利用にスムーズに移行できない。

【障がい者福祉施策全般についてお聞きします】

問39　この調査を通じて、書ききれなかったことや、ご意見、ご感想などがありましたら
　　　以下にご自由にお書きください。
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○高校は、肢体不自由のため、桐生のあさひ養護か館林養護となっています。太田高等養護に肢体不自由
　だから行けないのは本当に困ります。

○成年後見人制度において、弁護士が就任しても悪事を働くひともいると報道されています。知的障がい者が
　安心して一人で生活できる支援体制を図っていただければ幸いです。

○保護者も高齢になり思うように動けなくなりこれからが不安です。身内がいるのにヘルパーに頼むのは心苦
　しい気持ちとすべてはできない苛立たしさに悩みます。何をどう聞いたらよいかわかりません。

○障がい者への理解がある人、お店、施設などが「私たちは障がい者に理解があります。」ということがわか
　るマークをつけてくれたらいいと思います。外出先で迷ったとき不安があるとき、助けになると思います。

○先生が障がい児に対する正しい知識や接し方を知らない。支援学級や協力学級の先生も勉強する機会があれ
　ばよいと思う。学校によっては知的級と情緒級にわかれているところと別れていないところがあります。
　どの学校にも知的級、情緒級を設置して欲しいです。

○放課後デイをを利用していますが、まだ始まったばかりのところが多く、情報が不足していることや経験が
　あまりない人でも運営しているところがあるので、心配ですし不満です。意識の高いデイは空きがなく、
　専門知識のあるデイは重度の子が多く軽度の子が通うのにちょうど良いところは、ただ預かるだけだった
　り、儲け主義なところが見えたり。もっと内容も人も充実して欲しいと思います。

○療育手帳の判定が変わったとき、受けられるサービスを教えてほしい。養護学校にOT、PTを常において欲
　しい。

○福祉サービスが事業所の都合で利用できないことが多くあり疑問を感じる。サービスステーション利用も
　事業所と役所と連絡をしなければならないことや理由の選定など利用しずらいと声を多く聞く。

○障害の判定について、家族や事業所の聞き取りをすることがあっても最終的に一か月に一度くらいしか診な
　いドクターの判定を重視するのは、間違っているので早急に対応して欲しい。
　他県にくらべ遅れています。早急に改善を。

○将来が不安です。現在１４才ですが、自分の力で働いて生きていかなければならないという不安がありま
　す。今は色々な方が支援してくれているので本人は安心して暮らしておりますが、これから社会にでて
　うまく適応していけるか心配です。これから色々なことを少しでも学んでいけるようにしたいです。

○療育手帳を取得するまで何もわからないままだった。取得後もこんなサービスがあったんだと知らない
　ことばかりで損をしていたことも。もっと情報が欲しいです。また、福祉サービスに関するすべての手
　続きが１カ所でできると良いと思います。子供は小2ですがいまだオムツです。体に異常がなく健康で
　すが、言葉の理解がないためトイレトレーニングが通用しません。おむつ代にかなりの負担があります。
　やはり親亡きあとが心配です。障がい者が一人で生きていける制度がや環境が欲しいです。

○学校卒業後の働く場所が少ない。親亡き後が心配。安心した生活の場がほしい。

○専門的な医療を受けられる病院が近くになく、遠方の病院へ通院している。交通費の負担と付添いの負担が
　大きい。日中支援、ショートステイ等あらゆるサービスの負担をなくしてほしい。

○太田のプールに障害者用の更衣室を作ってもらいたい。

○医療的ケアが必要な重度の障がいをもっている人々の現状を把握した上でのアンケートになっていない。

○保護者が高齢になり障がいを持った子供がこの先とても不安になります。施設の中で楽しく過ごせるように
　していただきたい。

○知的障がい者が老齢になり病気になった場合に、受け入れてくれる医療機関を設置してほしい。

○障がいをもつ人だけでなく家族への配慮も欲しい。

○障がい年金のお金を増やしてほしい。そうすれば結婚生活ができます。障がい者という呼び名をやめ、
　個性という呼び名にしてほしい。

○特別支援学校に振り分けるのではなく、障害児も地元の幼稚園や学校に通い、共に育つことが大切と思い
　ます。小さい時から障害者が身近にいて当たり前の環境であれば特別に理解を深める活動も必要なくなる
　と思います。

○私は、今年結婚しましたが、仕事をするときに障がい者支援施設に職業の斡旋をしていただき就職すること
　が出来ました。最初のうちは、担当の職員が職場に様子を見に来てくださいましたが、数年たつと音信不通
　になってしまいました。1年に１度でも様子を見に来ていただけたら職員の方とコミュニケーションがうま
　くできたと思います。自分から何かをうまく伝えられなかったり、仕事でうまくいかなかったときなども
　あり、話を聞いてもらえるだけでも明日また頑張って仕事をしようと思えるのです。私みたいに自分から福
　祉の窓口や担当の方に飛び込んで行き悩みなど打ち明けられない人が居ることを忘れないでください。
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○障がい者福祉アンケートとあるが、身体障害と知的障害では違うので区別してアンケートしてほしい。
　これでは障がい者福祉の施策になるとは思えない。もっと当人に寄り添った意見を聞いてほしい。
　アンケートの問いが分かりずらい。

○アンケートを取って何が変わるのか。無駄だと思う。

○卒業後の進路が不安（就労移行支援や継続支援の事業所の整備・確保）。サービスステーションはありが
　たい。常に人員の確保をお願いします。

○年金をこれ以上下げないでください。

○今年、障害施設に入所しましたが、治療、通院となると親の私一人で連れて行くのは大変なことでありま
　す。施設ではそこまで対応してくれません。

○放課後デイサービスで楽しくすごしていますが、自宅から３０分かかるところに通っています。太田市でも
　困っている親はたくさんいます。子供のショートステイの受入れは少ないので、手続きから時間がかかり
　考えていただけたら。軽度知的でも、もっと色々なサービスを受けられる様にしてほしいです。私は、
　正規職からパートになりました。子供との時間も大切、でも働かなければ生活できない。
　障害福祉の向上をお願いします。

○こども課、障がい福祉課、教育委員会が一つにまとまった課をつくってほしい。3つとも情報がバラバラで
　親御さんが大変な思いをしているかわかっていない。自治会、地域、警察、学校、個々に代表者等に勉強会
　をしてほしい。障がいをテーマに講演会をしているが参加しているのは関係者だけです。
　人々との交流という前に地域の人々に障害についての勉強会をお願いしたい。

○親が先に死んでしまいますので、子どもの老後が心配。安心して一人でも生活できる施設を希望します。

○地域（自宅の近くに）に仕事の場所、グループホーム、親の住まいがセットになっていたらという願いが
　いつもあります。

○現在、地活に通所しています。送迎をお願いしていますが、区域外を理由に断られています。親が送迎して
　いますが、仕事を早く終わらせて迎えに行くのは、負担が大きいです。見直しをお願いします。

○兄弟がいないため親亡き後が心配。成年後見人制度はお金がかかるので利用は難しいと思っている。介護が
　困難になった時、安心して利用できる施設がない。
○職業選択の余地がなく３Ｋ的職業しかない。勤務先の求人広告の賃金と実際の賃金に格差がある。
　企業は国より補助金が出ているのに反映していない。

○入所施設を充実させてほしい。

○窓口に相談に行っても担当者によって対応が違うことがある。

○緊急時に生活サポート（日中一時）を使えない場合がある。

○両親が年を取り世話が困難になってきているので、早く施設に入所させてあげたい。

○グループホーム、入所施設の充実。

○本人は親とずっと暮らしたいと言っているが、将来的には介護が出来なくなるため、親も本人も元気なうち
　にグループホームに出して本人の暮らしの安定を見たい。しかし、障害年金が2級のためグループホームに
　入居した場合経済的に心配がある。

○月に2～3度、バーベキューや買い物に一緒に行ってくれたり、一緒にランチを食べに行ったり、分かりや
　すい映画を一緒に見てくれたり等、様々携わってくれるサービス（障がい福祉サービス）があったらいい。

○親の仕事の理由でも、サービスステーションを利用できるようにしてほしい。（母子家庭のため仕事を
　しなければならないため）

○小学校の先生が学び合い発達障害に対する理解を深めていただきたい。

○地域をはじめたくさんの理解をいただけることを願います。アンケートの結果が実行に移されることを願い
　ます。

○自閉的な障がい者には特に専門的な指導者が必要。
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　調査表の記入者は、「ご本人」が75.9%と最も高く、「ご家族」が21.6％となっています。

　性別については、「男性」が51.3%、「女性」が48.3%と男性がやや高くなっています。

 Ⅳ　調査結果　【精神障がい者】

【年齢や手帳などの所持状況についてお聞きします】

問1　はじめにうかがいます。このアンケートに回答していただけるのはどなたですか。
　　（該当する番号１つに○をつけてください。）

問2　あなた（障がいのある方）の性別を教えてください。
　　（該当する番号１つに○をつけてください。）

ご本人 179人 

75.9% 

ご家族 51人 

21.6% 

施設職員 2人 

0.9% 

その他 3

人 1.3% 
無回答 1人 

0.4% 

男性 121人 

51.3% 

女性 114人 

48.3% 

無回答 1人 

0.4% 

n=236

n=236
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　年齢は、「18歳以上65歳未満」が最も高く83.1％となっており、平均では47.0歳となっています。

　精神障害者保健福祉手帳の所持状況は、「１級」が49.6％で最も高く、次いで「２級」の42.0％となって
います。

問３　あなたの年齢はおいくつですか。（平成28年10月1日現在）

問４　あなたが現在お持ちの障害者手帳の等級は次のうちどれですか。

1.3% 3人 

83.1% 196人 

13.1% 31人 

2.5% 6人 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１８歳未満 

１８歳以上６５歳未満 

６５歳以上 

無回答 

n=236

49.6% 117人 

42.0% 99人 

8.5% 20人 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１級 

２級 

３級 

n=236
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　生活の場は、「本人または家族の持ち家」が最も多く49.6％となっています。次いで、「グループホーム」
が18.2％となっています。

【問６は問5で1～3、7を選んだ方のみお答えください】問5がそれ以外の方は問7へお進みください

　グループホームや施設、病院で生活している方を除いた一緒に生活している人では、「父や母」が最も高く
55.6％で、次に「兄弟姉妹やその配偶者」が21.6％となっています。
　また、「ひとりで暮らしている」も17.0％となっています。

【住む場所についてお聞きします】

問５　あなたは、どこで生活してますか。（該当する番号１つに○をつけてください。）

問６　あなたは、誰と一緒に生活してますか。（該当する番号すべてに○をつけてください。）

49.6% 117人 

14.4% 34人 

7.2% 17人 

18.2% 43人 

5.5% 13人 

3.8% 9人 

0.9% 2人 

0.4% 1人 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

本人または家族の持ち家 

民間の賃貸住宅・借家・アパート 

.県営・市営住宅、社宅等 

グループホーム 

入所施設 

病院（１年以上の入院） 

その他 

無回答 

n=236

17.0% 29人 

55.6% 95人 

12.9% 22人 

5.3% 9人 

0.0% 0人 

21.6% 37人 

2.9% 5人 

1.2% 2人 

4.1% 7人 

1.8% 3人 

2.3% 4人 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ひとりで暮らしている 

父や母 

夫または妻 

子どもやその配偶者 

孫やその配偶者 

兄弟姉妹やその配偶

者 

祖父母 

その他親族 

友人・知人 

その他 

無回答 

n=171
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●誰と一緒に生活してますかと年齢のクロス集計

　今後の生活の場については、「現在と同じ場所」が54.2％と最も高く、次いで、「現在と違う場所」が
18.6％となっていますが、「わからない・決められない」、「無回答」で27.2％となっています。

●問７　今後どこで暮らしたいですかと　問５　どこで生活してますかのクロス集計

項目
18歳未満 18歳以上65歳未満 65歳以上

度数 構成比 度数 構成比 度数 構成比

ひとりで暮らしている 0 0.0% 22 14.6% 7 46.7%

0.0%

夫または妻 0 0.0% 16 10.6% 6 40.0%

父や母 2 100.0% 90 59.6% 0

6.7%

孫やその配偶者 0 0.0% 1 0.7% 0 0.0%

子どもやその配偶者 0 0.0% 8 5.3% 1

6.7%

祖父母 0 0.0% 5 3.3% 0 0.0%

兄弟姉妹やその配偶者 1 50.0% 34 22.5% 1

0.0%

友人・知人 0 0.0% 7 4.6% 0 0.0%

その他親族 0 0.0% 2 1.3% 0

6.7%

無回答 0 0.0% 4 2.7% 0 0.0%

その他 0 0.0% 2 1.3% 1

-

問７　あなたは、今後（未成年の方は成人になったら）どこで暮らしたいですか。
　　（該当する番号１つに○をつけてください。）

項目
現在と同じ場

所
現在と違う場

所
わからない・
決められない

無回答 回答者数

回答者数 2 - 151 - 15

100.0%

民間の賃貸住宅・借家・アパート
19 10 2 3 34

55.9% 29.4% 5.9%

本人または家族の持ち家
62 17 17 21 117

53.0% 14.5% 14.5% 18.0%

8.8% 100.0%

県営・市営住宅、社宅等
7 4 1 5 17

41.2% 23.5% 5.9% 29.4% 100.0%

グループホーム
26 9 4 4 43

60.5%

病院（１年以上の入院）
4 2 2 1

20.9% 9.3% 9.3% 100.0%

入所施設
8 2 1 2 13

9

44.4% 22.2% 22.2% 11.1% 100.0%

61.5% 15.4% 7.7% 15.4% 100.0%

100.0%
その他

2 0 0 0 2

100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

現在と同じ場

所 128人 

54.2% 

現在と違う場

所 44人 

18.6% 

わからない・

決められない  

28人 11.9% 

無回答     

36人 15.3% 

n=236
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●問７で「現在と違う場所」と回答した方がどこで生活したいか

　「現在と違う場所」と回答した方は、「民間の賃貸住宅・借家・アパート」が最も高く38.6％、次いで、
「本人または家族の持ち家」が25.0％となっています。

●問7の現在と違う場所と問５の現在の生活の場所のクロス集計

　　　　　　　現在

　　今後

本
人
ま
た
は
家
族
の
持
ち
家

民
間
の
賃
貸
住
宅
・
借
家
・
ア

パ
ー

ト

県
営
・
市
営
住
宅
、

社
宅
等

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム

入
所
施
設

病
院
（

１
年
以
上
の
入
院
）

そ
の
他

無
回
答

回
答
者
数

本人または家族の持ち家
2 3 1 3 0 2 0 0 11

18.2% 27.3% 9.1% 27.3% 0.0% 18.2% 0.0% 0.0% 100.0%

0 17

29.4% 23.5% 5.9% 29.4% 11.8% 0.0%

5 4 1 5 2

0.0% 0.0% 100.0%

県営・市営住宅、社宅等
2 2 1 1 0 0

民間の賃貸住宅・借家・ア
パート

0

0 0

0 6

33.3% 33.3% 16.7% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

グループホーム
3 1 0 0 0 0 0 0 4

75.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

入所施設
3 0 0 0 0 0 0 0 3

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

0 0

- - - - - -

0 0 0 0 0

- - -

その他
2 0 1 0 0 0

病院（１年以上の入院）

0

0 0

0 3

66.7% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

25.0% 11人 

38.6% 17人 

13.6% 6人 

9.1% 4人 

6.8% 3人 

0.0% 0人 

6.8% 3人 

0.0% 0人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

本人または家族の持ち家 

民間の賃貸住宅・借家・アパート 

県営・市営住宅、社宅等 

グループホーム 

入所施設 

病院（１年以上の入院） 

その他 

無回答 

n=44人 
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　収入については、「障害年金」が最も高く６割を超える方が障害者年金を受給しています。次いで、
「福祉サービス事業所（就労移行・継続など）」が17.0％となっています。

●問８あなたの収入は次のうちどれですかと年齢のクロス集計

問８　あなたはの収入は次のうちどれですか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

項目 １８歳未満
１８歳以上
65歳未満

６５.歳以上 無回答 回答者数

100.0%

自営業による収入
0 1 0 0 1

0.0% 100.0% 0.0%

一般企業の給与・賃金
0 20 0 1 21

0.0% 95.2% 0.0% 4.8%

0.0% 100.0%

福祉サービス事業所(就労移行・継続など)
0 40 0 0 40

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0%

障害年金
0 127 20 3 150

0.0%

各種手当（特別障害者手当など）
0 3 0 0

84.7% 13.3% 2.0% 100.0%

障がいを原因としない年金
0 2 8 1 11

3

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0%

0.0% 18.2% 72.7% 9.1% 100.0%

100.0%

生活保護
0 17 5 0 22

0.0% 77.3% 22.7%

心身障害者扶養共済年金
0 1 0 0 1

0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

0.0% 100.0%

親・家族からの支援
1 34 1 1 37

2.7% 91.9% 2.7% 2.7% 100.0%

その他
0 1 0 0 1

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0%

6.7% 93.3% 0.0% 0.0% 100.0%
無収入

1 14 0 0 15

8.9% 21人 

0.4% 1人 

17.0% 40人 

63.6% 150人 

4.7% 11人 

1.3% 3人 

0.4% 1人 

9.3% 22人 

15.7% 37人 

0.4% 1人 

6.4% 15人 

2.5% 6人 

0% 20% 40% 60% 80%

一般企業の給与・賃金 

自営業による収入 

福祉サービス事業所(就労移行・継続… 

障害年金 

障がいを原因としない年金 

各種手当 

心身障害者扶養共済年金 

生活保護 

親・家族からの支援 

その他 

無収入 

無回答 n=236
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　日常生活の中で、「ひとりでできる」が高い項目は、「家の中での移動」（87.3％）となっています。
　また、「すべてに支援が必要」が高い項目は、「銀行や役所などの手続き」（29.7％）や「電車や
バスなどを使った外出」（25.4％）となっています。

【日常生活の状況についてお聞きします】

問９　あなたは、毎日の生活の中で次のようなことが不安なく自分でできますか。
　　（該当する番号１つに○をつけてください。）

77.5% 

87.3% 

42.0% 

53.8% 

53.4% 

65.7% 

36.0% 

48.3% 

47.5% 

48.3% 

14.8% 

6.8% 

38.6% 

25.9% 

25.4% 

17.8% 

31.8% 

27.5% 

20.8% 

33.1% 

5.9% 

3.0% 

16.1% 

16.1% 

18.2% 

14.8% 

29.7% 

19.9% 

25.4% 

12.7% 

1.7% 

3.0% 

3.4% 

4.2% 

3.0% 

1.7% 

2.5% 

4.2% 

6.4% 

5.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食事、入浴、トイレ、着替えなどの身の回りの

こと 

家の中での移動 

掃除、洗濯、調理などの家事 

買い物やおつかい 

お金の管理 

薬の管理 

銀行や役所などでの手続き 

病院や薬局などへの通院 

電車やバスなどを使った外出 

人とのコミュニケーション 

ひとりでできる 一部支援が必要 すべてに支援が必要 無回答 

n=236
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　主な介助者の状況は、「父や母」が最も高く約４割となっています。次いで、「施設・病院職員」が
32.6％となっています。

問10　あなたの主な介助者（支援者）は、どなたですか。
　　（該当する番号２つまで○をつけてください。）

39.8% 94人 

10.6% 25人 

3.4% 8人 

0.9% 2人 

16.1% 38人 

0.9% 2人 

8.1% 19人 

6.4% 15人 

32.6% 77人 

1.3% 3人 

8.9% 21人 

3.0% 7人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

父や母 

夫または妻 

子どもやその配偶者 

孫やその配偶者 

兄弟姉妹やその配偶者 

祖父母 

友人・知人 

ヘルパー 

施設・病院職員 

その他 

介助を受けてない 

無回答 n=236
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【問11、12は問10で1～６を選んだ方のみお答えください】問10でそれ以外の方は問13へお進みください

　主な介助者の年齢は、「60歳以上80歳未満」が最も高く47.7％、次いで、「40歳以上60歳未満」が
31.5％となっています。

　主な介助者から介助を受けられない時の対応としては、「同居している他の家族に頼む」が24.2％と最も
高く、次いで、「施設や病院などに依頼する」が18.8％となっています。また、「ひとりで何とかする」
も18.8％となっています。

問12　あなたが主な介助者（支援者）から介助を受けられない時はどうしますか。
　　　（該当する番号１つに○をつけて下さい。）

問11　あなたの主な介助者（支援者）の年齢を教えてください。

6.7% 10人 

31.5% 47人 

47.7% 71人 

2.7% 4人 

11.4% 17人 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

２０歳以上４０歳未満 

４０歳以上６０歳未満 

６０歳以上８０歳未満 

８０歳以上 

無回答 
n=149

24.2% 36人 

18.1% 27人 

2.0% 3人 

0.7% 1人 

4.7% 7人 

18.8% 28人 

4.7% 7人 

18.8% 28人 

8.1% 12人 

0% 10% 20% 30%

同居している他の家族に頼む 

別居している他の家族に頼む 

友人・知人に頼む 

ボランティアに頼む 

ヘルパーに依頼する 

施設や病院などに依頼する 

その他 

ひとりで何とかする 

無回答 n=149
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　平日の昼間の過ごし方については、「働いている（就労移行支援・就労継続支援等での就労を含む）」が
最も高く33.5％、次いで、「主に自宅にいる」が32.6％となっています。

【問14は保護者の方がお答えください】

　保護者の方が幼稚園、保育園、学校に望むことは「相談体制を充実してほしい」が33.3％、
「能力や障がいの状態に応じた指導をしてほしい」が25.0％と高くなっています。

【昼間の活動の場、就労・雇用についてお聞きします】

問13　あなたは、平日の昼間どのように過ごしてますか。
　　（該当する番号１つに○をつけてください。）

問14　保護者の方にお聞きします。幼稚園、保育園、学校に望むことは何ですか。
　　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

0.0% 0人 

0.4% 1人 

0.0% 0人 

2.1% 5人 

24.6% 58人 

3.8% 9人 

33.5% 79人 

0.0% 0人 

32.6% 77人 

1.7% 4人 

1.3% 3人 

0% 10% 20% 30% 40%

小学校入学前のため自宅にいる 

障がい児通園施設に通っている 

保育園・幼稚園に通っている 

学校へ通っている（特別支援学校を含む） 

障がい福祉サービス事業所等へ通所・入所している 

病院に入院している 

働いている（就労移行支援・就労継続支援等での就労を… 

夜間に学校や仕事のため昼間は家で過ごしている 

主に自宅にいる 

その他 

無回答 

33.3% 4人 

25.0% 3人 

8.3% 1人 

8.3% 1人 

16.7% 2人 

0.0% 0人 

8.3% 1人 

8.3% 1人 

16.7% 2人 

0.0% 0人 

8.3% 1人 

50.0% 6人 

0% 20% 40% 60%

相談体制を充実してほしい 

能力や障がいの状態に応じた指導をしてほしい 

施設、設備、教材などを充実してほしい 

通常の学校への受入れを進めてほしい 

まわりの子どもたちの理解を深めるような交流の機会を増やして… 

医療的ケアを受けられるようにしてほしい 

療育指導が受けられるようにしてほしい 

通常学校での支援促進 

障がいを理由としたいじめや不登校等の対応 

その他 

特に望むことはない 

無回答 

n=236

n=12人 
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【問15は問13で２～８保を選んだ方のみお答えください】問13で９を選んだ方は問20へお進みください

　活動の場において、困っていることや不満については、「無回答」を除いて、「困っていることや
不満はない」が最も高く23.7％、次いで、「学校・職場・施設・病院での人間関係が難しい」10.5％、
「賃金や待遇が不満」10.5％となっています。

【問16～19は問13で７を選んだ方のみお答えください】

　働く場につては、「就労移行支援・就労継続支援事業所」が36.7％と最も高く、次いで、「地域活動セン
ター」が27.9％、「企業などのパート・アルバイト」が16.5％となっています。

問15　あなたは、活動の場において困っていることや不満はありますか。
　　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

問16　あなたは、どこで働いていますか。
　　　（該当する番号１つに○をつけてください。）

4.6% 7人 

4.0% 6人 

2.6% 4人 

5.9% 9人 

10.5% 16人 

9.2% 14人 

10.5% 16人 

3.3% 5人 

23.7% 36人 

44.1% 67人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

授業や仕事などの内容が難しすぎる 

授業や仕事などの内容が簡単すぎる 

授業や仕事などの内容が自分に向いていない 

学校・職場・施設・病院での理解や配慮が足り

ない 

学校・職場・施設・病院での人間関係が難しい 

通うのが大変 

賃金や待遇が不満 

その他 

困っていることや不満はない 

無回答 n=152

8.9% 7人 

16.5% 13人 

36.7% 29人 

27.9% 22人 

1.3% 1人 

1.3% 1人 

0.0% 0人 

7.6% 6人 

0% 10% 20% 30% 40%

企業などの正社員・正職員 

企業などのパート・アルバイト 

就労移行支援・就労継続支援事業所 

地域活動支援センター 

自営業・自営業の手伝い 

内職 

その他 

無回答 n=79人 

95



●１週間の働く日数

　１週間の働く日数は、「5日以上」が最も高く59.5%、次いで、「１日」が13.9％となっています。

●１日の働く時間

　１日に働く時間は、「２時間以上４時間未満」が最も高く25.3％、次いで、「４時間以上６時間未満」
17.7％、「６時間以上８時間未満」17.7％となっています。

問17　あなたは、１週間に何日くらい働いていますか。また、１日に何時間くらい働きますか。
　　　（それぞれ該当する番号１つに○をつけてください。）

13.9% 11人 

3.8% 3人 

5.1% 4人 

5.1% 4人 

59.5% 47人 

11.4% 9人 

1.3% 1人 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１日 

２日 

３日 

４日 

５日以上 

決まってない 

無回答 n=79人 

8.9% 7人 

25.3% 20人 

17.7% 14人 

17.7% 14人 

8.9% 7人 

6.3% 5人 

15.2% 12人 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

２時間未満 

２時間以上４時間未満 

４時間以上６時間未満 

６時間以上８時間未満 

８時間以上 

決まってない 

無回答 n=79人 
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　１カ月あたりの給与等の収入は、「１万円未満」が最も高く27.9％、次いで、「１万円以上５万円未満」
22.8％、「５万円以上１０万円未満」19.0％となっています。

●問16　どこで働いていますかと問17-1　1週間に何日働いてますかのクロス集計

●問16　どこで働いていますかと問17-2　1日に何時間働いてますかのクロス集計

問18　あなたの、給与、賃金、工賃は１カ月あたりどのくらいですか。

項目 1日 2日 3日 4日 5日以上
決まって

ない
無回答 回答者

13

0.0% 100.0%

企業などの正社員・正職員
0 0 0 0 6 1 0 7

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 85.7% 14.3% 0.0% 100.0%

就労移行支援・就労継続支援事業所
1 0 1 3 22 2 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 92.3% 7.7%
企業などのパート・アルバイト

0 0 0 0 12 1 0

29

3.5% 0.0% 3.5% 10.3% 75.9% 6.9% 0.0% 100.0%

5 0 22

36.4% 9.1% 13.6% 4.6% 13.6% 22.7% 0.0%

8 2 3 1 3

100.0%

自営業・自生業の手伝い
0 0 0 0 0 0 1 1

地域活動支援センター

100.0% 100.0%

内職
0 1 0 0 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

- - - - - - -

0 0 0 0 0

4時間以上
6時間未満

6時間以上
8時間未満

8時間以上
決まって

ない
無回答 回答者

0.0% 100.0%

0 0 0

-

13

7.7% 100.0%

その他

1 0 7

0.0% 0.0% 14.3% 28.6% 42.9% 14.3% 0.0%

0 0 1 2 3

100.0%
企業などの正社員・正職員

項目 2時間未満
2時間以上
4時間未満

就労移行支援・就労継続支援事業所
1 10 10 5 0 0 3

0.0% 7.7% 15.4% 38.5% 23.1% 7.7%
企業などのパート・アルバイト

0 1 2 5 3 1 1

29

3.5% 34.5% 34.5% 17.2% 0.0% 0.0% 10.3% 100.0%

3 5 22

22.7% 31.8% 4.6% 4.6% 0.0% 13.6% 22.7%

5 7 1 1 0

100.0%

自営業・自生業の手伝い
0 0 0 0 0 0 1 1

地域活動支援センター

100.0% 100.0%

内職
0 0 0 0 0 0 1

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0%

0 0 0

- - - - - - -

0 0 0 0 0

-
その他

27.9% 22人 

22.8% 18人 

19.0% 15人 

10.1% 8人 

2.5% 2人 

17.7% 14人 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

１万円未満 

１万円以上５万円未満 

５万円以上１０万円未満 

１０万円以上２０万円未満 

２０万円以上 

無回答 n=79人 
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●問16　どこで働いていますかと問18　1カ月あたりの給与等の収入のクロス集計

　働くうえで重要だと思うことは、「能力に合った仕事であること」が49.4％で最も高く、次いで、
「障がいに対する周囲の理解があること」46.8％、「自分のやりたい、または、やりがいのある仕事で
あること」31.7％となっています。

項目 1万円未満
1万円以上
5万円未満

5万円以上
10万円未満

10万円以上
20万円未満

20万円以上 無回答 回答者

企業などのパート・アルバイト
0 1 3 5 1

1 7

0.0% 0.0% 28.6% 42.9% 14.3% 14.3% 100.0%
企業などの正社員・正職員

0 0 2 3 1

3 13

0.0% 7.7% 23.1% 38.5% 7.7% 23.1% 100.0%

地域活動支援センター
12 7 0 0 0

7 29

20.7% 31.0% 24.1% 0.0% 0.0% 24.1% 100.0%
就労移行支援・就労継続支援事業所

6 9 7 0 0

3 22

54.6% 31.8% 0.0% 0.0% 0.0% 13.6% 100.0%

0 1

0.0%

0 1

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
内職

0 0 1 0 0

自営業・自生業の手伝い
1 0 0 0 0

0 0

- - - - - - -
その他

0 0 0 0 0

問19　あなたは、働くうえで、どのようなことが重要だと思いますか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

49.4% 39人 

27.9% 22人 

25.3% 20人 

24.1% 19人 

15.2% 12人 

46.8% 37人 

31.7% 25人 

12.7% 10人 

1.3% 1人 

2.5% 2人 

7.6% 6人 

0% 20% 40% 60%

能力に合った仕事であること 

障がいに合った勤務条件であること 

給与・賃金が妥当であること 

障がいのある人に配慮した設備が整っていること 

通勤手段があること 

障がいに対する周囲の理解があること 

自分のやりたい、または、やりがいのある仕事である

こと 

就労のための職業訓練が充実すること 

その他 

特にない 

無回答 n=79人 
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【問20は問13で9を選んだ方のみお答えください】

　平日の昼間に自宅で過ごしている理由としては、「病気のため」が54.6％と半数以上で、次いで、
「雇用してもらえないため」10.4％、「昼間通う場所が見つからないため」6.5％となっています。

　外出の頻度については、「週に１～３日以上」が最も高く33.1％で、次いで、「毎日」が23.3％となって
います。

問21　あなたは、どれくらいの頻度で外出しますか。
　　（該当する番号１つに○をつけてください。）

問20　あなたが、平日の昼間など主に自宅で過ごしている理由は何ですか。
　　　（該当する番号1つに○をつけてください。）

【外出・移動についてお聞きします】

5.2% 4人 

3.9% 3人 

54.6% 42人 

1.3% 1人 

10.4% 8人 

2.6% 2人 

6.5% 5人 

0.0% 0人 

3.9% 3人 

11.7% 9人 

0% 20% 40% 60%

高齢のため 

家事・育児などがあるため 

病気のため 

働く必要がないため 

雇用してもらえないため 

学校や会社に行きたくないため 

昼間通う場所が見つからないため 

就職や進学のための活動をしているため 

その他 

無回答 n=77人 

33.1% 78人 

22.5% 53人 

23.3% 55人 

10.6% 25人 

0.9% 2人 

4.2% 10人 

5.5% 13人 

0% 10% 20% 30% 40%

週に１～３回 

週に４日以上 

毎日 

月に数回 

年に数回 

ほとんど外出しない 

無回答 n=236
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　外出時の主な交通手段としては、「自動車」が最も高く45.8％で、次いで、「徒歩・自転車・車イス」
が40.3％となっています。

【問23は問22で1を選んだ方のみお答えください】問22でそれ以外を選んだ方は問24へお進みください

　自動車を運転する人は、「本人」が最も高く54.6％で、次いで、「同居の家族」が34.3％と
なっています。

問22　あなたが、外出するときの主な交通手段は何ですか。
　　（該当する番号2つまで○をつけてください。）

問23　自動車を運転するのは、主に誰ですか。
　　　（該当する番号1つに○をつけてください。）

45.8% 108人 

40.3% 95人 

2.5% 6人 

13.1% 31人 

2.1% 5人 

9.3% 22人 

2.1% 5人 

6.8% 16人 

0% 20% 40% 60%

自動車 

徒歩・自転車・車イス 

バイク 

電車やバスなどの公共交通機関 

ヘルパーによる送迎車 

施設や病院の送迎車 

その他 

無回答 n=236

54.6% 59人 

34.3% 37人 

3.7% 4人 

2.8% 3人 

2.8% 3人 

1.9% 2人 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

本人 

同居の家族 

別居の家族 

友人・知人 

その他 

無回答 n=108
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　外出時に困ること、整備が必要と思われることは、「交通費等の費用が負担である」が最も高く27.5％、
次いで、「公共交通機関が利用しづらい」22.9％、「周囲の視線が気になる」20.3％となっています。

問24　あなたが、外出するときに困ること、または整備が必要と思われることは何ですか。
　　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

22.9% 54人 

6.8% 16人 

10.2% 24人 

10.2% 24人 

0.9% 2人 

5.1% 12人 

5.9% 14人 

27.5% 65人 

4.7% 11人 

5.1% 12人 

8.5% 20人 

5.1% 12人 

20.3% 48人 

9.8% 23人 

5.1% 12人 

19.9% 47人 

19.1% 45人 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

公共交通機関が利用しづらい 

建物がバリアフリー化されてない 

歩道や出入口等に段差がある 

障がい者駐車場が少ない、利用できない 

視覚障がい者のための点字ブロックや 

音声付信号機が整備されてない 

案内表示がわかりづらい 

障がい者が利用できるトイレが少ない 

交通費等の費用が負担である 

外出時に介助等の福祉サービスが必要となる 

外出時に利用したい福祉サービスを使うことができ

ない 

自分の意思を伝えられない、理解してもらえない 

知らない人に話しかけられる 

周囲の視線が気になる 

困った時に助けてもらえない 

その他 

特に困っていない 

無回答 n=236
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　日常生活の中での心配事は、「自分の健康・病気の治療のこと」が72.0％と最も高く、次いで、
「生活費のこと」61.0％、「親亡き後のこと」45.3％となっています。

　心配事を相談する相手は、「家族や親せき」が圧倒的に高く59.3％、次いで、「医療機関」37.8％、
「障害福祉サービス事業所」30.9％となっています。

【相談についてお聞きします】

問25　あたなが、現在（将来）、日常生活の中で心配していることは何ですか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

問26　あたなが相談する相手はどなたですか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

72.0% 170人 

61.0% 144人 

21.6% 51人 

32.6% 77人 

33.5% 79人 

28.0% 66人 

2.1% 5人 

35.2% 83人 

28.8% 68人 

23.3% 55人 

45.3% 107人 

1.7% 4人 

1.3% 3人 

4.7% 11人 

0% 20% 40% 60% 80%

自分の健康・病気の治療のこと 

生活費のこと 

介助・介護のこと 

家事（炊事・洗濯・掃除など）のこと 

住まいのこと 

外出や移動のこと 

就学や進学のこと 

仕事や就職のこと 

緊急時や災害時のこと 

家族・学校・職場などでの人間関係のこと 

親亡き後のこと 

その他 

特にない 

無回答 n=236

59.3% 140人 

22.5% 53人 

3.8% 9人 

37.8% 88人 

0.4% 1人 

30.9% 73人 

15.7% 37人 

14.4% 34人 

9.3% 22人 

7.2% 17人 

2.5% 6人 

4.2% 10人 

0.4% 1人 

4.7% 11人 

3.8% 9人 

0% 20% 40% 60% 80%

家族や親せき 

友人や知人 

学校や職場 

医療機関 

民生児童委員 

障がい福祉サービス事業所 

相談支援事業所 

市役所の窓口（障がい福祉課など） 

障がい者相談支援センター（市役所内） 

障がい者団体、障がい者支援団体 

警察 

相談したいができない 

相談する必要がない 

その他 

無回答 n=236
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　通院等の頻度については、「月1回」が最も高く54.7％で、次いで、「月２～３回」が18.2％となって
います。

　医療を受けるうえで困っていることは、「特にない」が最も高く35.6％で、次いで、「医療費の負担が
大きい」20.8％、「通院（病院までの移動）が困難である」18.2％となっています。

問28　医療を受けるうえで困っていることはありますか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

【保健・医療についてお聞きします】

問27　あたなの現在の通院等の状況を教えてください。
　　（該当する番号1つに○をつけてください。）

3.4% 8人 

3.8% 9人 

54.7% 129人 

18.2% 43人 

4.2% 10人 

3.4% 8人 

3.8% 9人 

3.0% 7人 

5.5% 13人 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

週１回 

週２回以上 

月１回 

月2～３回 

３カ月に１回 

年に数回 

入院中 

通院してない 

無回答 

20.8% 49人 

15.3% 36人 

18.2% 43人 

11.9% 28人 

4.2% 10人 

4.2% 10人 

3.8% 9人 

4.7% 11人 

35.6% 84人 

16.1% 38人 

0% 10% 20% 30% 40%

医療費の負担が大きい 

通院費（交通費）の負担が大きい 

通院（病院までの移動）が困難である 

専門的な治療を受けられる病院が近くにない 

往診を頼める医師がいない 

障がいが理由で治療を受けにくい 

意思の疎通ができない（手話などが必要な場合を含む） 

その他 

特にない 

無回答 

n=236

n=236
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　最近の地域行事等への参加状況は、「参加してない」が５割を超え最も高くなっています。次いで、
「自治会活動・祭りなどの地域の活動」14.0％、「障がい者団体の集会・活動」13.6％となっています。

【問30は問29で9を選んだ方のみお答えください】問29でそれ以外を選んだ方は問31へお進みください

　参加していない理由については、「関心がない」が最も高く43.3％、次いで、「参加したい行事がない」
26.8％、「外出することが困難」24.4％となっています。

【社会参加・地域参加についてお聞きします】

問29　最近1年間、あなたは、地域の行事や活動に参加しましたか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

問30　参加していない理由は何ですか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

8.5% 20人 

13.6% 32人 

3.8% 9人 

14.0% 33人 

6.8% 16人 

4.7% 11人 

7.6% 18人 

0.4% 1人 

53.8% 127人 

5.5% 13人 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

文化・スポーツ事業 

障がい者団体の集会・活動 

セミナー・講演会等の学習活動 

自治会活動・祭りなどの地域の活動 

趣味やスポーツなどのサークル活動 

学校・園などの行事 

福祉・ボランティア活動 

その他 

参加してない 

無回答 n=236

26.8% 34人 

9.5% 12人 

6.3% 8人 

24.4% 31人 

4.7% 6人 

18.1% 23人 

43.3% 55人 

11.8% 15人 

0.0% 0人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

参加したい行事がない 

時間の余裕がない 

参加費が負担になる 

外出することが困難 

会場が障がいに対応していない 

一緒に行く人がいない 

関心がない 

その他 

無回答 n=127
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　障がい福祉サービスに関する情報の入手先については、「医療機関」が最も高く29.2％、次いで、
「障害福祉サービス事業所」26.7％、「市役所の窓口（障がい福祉課など）」22.0％となっています。

　情報を入手したり、コミュニケーションをとるうえで困ることは、「面と向かって話すのが苦手」が
33.1％で最も高く、次いで、「話をうまく組み立てられない、うまく質問できない」が31.4％となって
います。

【情報・コミュニケーションについてお聞きします】

問31　あなたは、福祉サービスに関する情報を、どこから得ていますか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

問32　あなたは、情報を入手したり、コミュニケーションをとるうえで困ることはありますか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

21.6% 51人 

9.3% 22人 

4.2% 10人 

29.2% 69人 

26.7% 63人 

17.8% 42人 

4.7% 11人 

22.0% 52人 

8.9% 21人 

6.4% 15人 

12.7% 30人 

11.0% 26人 

2.1% 5人 

12.3% 29人 

5.9% 14人 

0% 10% 20% 30% 40%

家族や親せき 

友人や知人 

学校や職場 

医療機関 

障がい福祉サービス事業所 

相談支援事業所 

ヘルパー 

市役所の窓口（障がい福祉課など） 

障がい者相談支援センター（市役所内） 

障がい者団体、障がい者支援団体 

テレビ・ラジオ・新聞・雑誌 

インターネット 

その他 

特に情報を入手してない 

無回答 n=236

8.9% 21人 

3.4% 8人 

4.7% 11人 

33.1% 78人 

31.4% 74人 

16.1% 38人 

24.2% 57人 

22.9% 54人 

5.1% 12人 

24.6% 58人 

13.6% 32人 

0% 10% 20% 30% 40%

案内表示がわかりにくい 

音声情報や文字情報が少ない 

問い合わせ情報にＦＡＸ番号やメールアドレスの記載がな

い 

面と向かって話すのが苦手 

話をうまく組み立てられない、うまく質問できない 

読むことが難しかったり、複雑な文章表現で分かりにくい 

難しい言葉や早口で話されるとわかりにくい 

状況判断が困難なので、説明されても相手の意思や情報を

正しく理解できない 

その他 

特に困ることはない 

無回答 n=236

105



　障がい者への差別や疎外感については、「感じたことはない・わからない」が４割を超え最も高く、
次いで、「普段の生活（住んでいる地域や自治会など）で感じた」21.2％、「雇用（会社など）
で感じた」16.1％となっています。

【問34は問33で1～8を選んだ方のみお答えください】問33で9を選んだ方は問35へお進みください

　差別や疎外感を感じたときの相談相手としては、「家族」が最も高く31.3％、次いで、「相談してない」
が30.3％、「障がい者相談支援センター」22.2％となっています。

【障がい者への理解についてお聞きします】

問33　日常生活や学校、職場で、障がい者への差別や疎外感などを感じたことはありますか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

問34　差別や疎外感を感じたとき、あなたは、どこに相談しましたか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

21.2% 50人 

6.8% 16人 

16.1% 38人 

11.0% 26人 

5.1% 12人 

3.8% 9人 

9.8% 23人 

1.7% 4人 

45.8% 108人 

12.3% 29人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

普段の生活（住んでいる地域や自治会など）の中で感

じた 

教育（学校・幼稚園・保育園など）で感じた 

雇用（会社など）で感じた 

医療（病院や診療所など）で感じた 

飲食店やサービス業で感じた 

不動産（アパートを借りるときなど）で感じた 

公共交通機関（駅・バスなど）で感じた 

その他 

感じたことはない・わからない 

無回答 n=236

13.1% 13人 

22.2% 22人 

31.3% 31人 

18.2% 18人 

2.0% 2人 

5.1% 5人 

5.1% 5人 

2.0% 2人 

9.1% 9人 

30.3% 30人 

7.1% 7人 

0% 10% 20% 30% 40%

市役所 

障がい者相談支援センター 

家族 

友人や知人 

学校の先生 

職場の上司や同僚 

障がい者団体 

社会福祉協議会 

その他 

相談してない 

無回答 n=99人 
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　障がい者の理解を深めるための施策について、「支援グループの育成」が最も高く26.7％、次いで、
「障がい者自身が積極的に社会参加する」が25.4％となっています。

問35　障がい者の理解を深めるために力を入れるべきことは何だと思いますか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

18.6% 44人 

20.3% 48人 

14.4% 34人 

14.8% 35人 

16.1% 38人 

26.7% 63人 

18.2% 43人 

25.4% 60人 

19.5% 46人 

5.1% 12人 

16.5% 39人 

0% 10% 20% 30%

スポーツ・文化活動などを通した障がい者と地域の人々との

交流 

障がい福祉をテーマとした講座や講演会の開催 

福祉施設を地域に開かれたものとする 

学校での福祉教育の充実 

障がい者の活動の積極的なＰＲ 

支援グループの育成 

ボランティアの育成 

障がい者自身が積極的に社会参加する 

特にない 

その他 

無回答 n=236
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　災害時の支援方法について、「いつも服役している薬の確保が」が最も高く50.0％、次いで、
「歩いていけるところで、プライバシーが守られる避難所」が46.2％となっています。

　災害時の対策としては、「特に対策は立ててない」が最も高く41.1％、次いで、「避難場所がわかる」
25.0％、「家に消火器がある」21.2％となっています。

問36　あなたは、大きな災害があったときにどんな支援があったらいいと思いますか。
　　（該当する番号３つまでに○をつけてください。）

問37　あなたは、災害時の対策を立てていますか。
　　（該当する番号すべてに○をつけてください。）

【災害時の対応についてお聞きします】

46.2% 109人 

27.5% 65人 

19.9% 47人 

35.6% 84人 

18.6% 44人 

50.0% 118人 

27.1% 64人 

3.4% 8人 

13.1% 31人 

10.2% 24人 

4.7% 11人 

0.4% 1人 

5.9% 14人 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

歩いて行けるところで、プライバシーが守られる避難

所 

障がい者や高齢者が優先的に避難できる避難所 

避難所で福祉サービスが受けられること 

避難先で障がいに配慮してもらえること 

いろいろな情報がもらえること 

いつも服薬している薬の確保 

誰かに一緒にいてもらえたり、不安な気持ちを聞いて

もらえること 

福祉用具等（車イスやストマ用装具など）の確保 

非難したくないので、自宅に救援物資などを届けてく

れること 

経験がないのでわからない 

特に思いつかない 

その他 

無回答 n=236

9.3% 22人 

4.2% 10人 

3.0% 7人 

0.9% 2人 

0.9% 2人 

1.3% 3人 

2.5% 6人 

14.8% 35人 

0.4% 1人 

6.4% 15人 

21.2% 50人 

25.0% 59人 

15.3% 36人 

0.4% 1人 

41.1% 97人 

9.8% 23人 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家族などと避難方法や帰宅方法などを … 

家族などと緊急時の連絡方法を決めている 

通っている会社や学校が、通勤・通学時や帰宅時などの … 

地域の人などと避難方法を決めている 

ボランティアの人に災害時の手助けを頼んでいる 

近所の人に災害時の手助けを頼んでいる 

災害時要援護者名簿に登録している 

食料や水などの防災用品を用意している 

補装具や医療器具などの規格、サイズ、 … 

家具に転倒防止の対策をしている 

家に消火器がある 

避難場所がわかる 

防災訓練に参加している 

その他 

特に対策は立ててない 

無回答 n=236
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　障がい者福祉施策に望むことは、「年金や手当などの所得保障の充実」が最も高く50.9％、
次いで「困った時、悩んだ時のための相談窓口の充実」31.8％、「障がい者の就職や雇用施策の充実」
28.8％となっています。

【障がい者福祉施策への要望についてお聞きします】

問38　障がい者福祉施策について望むこと、取り組んでほしいことはありますか。
　　（該当する番号３つまでに○をつけてください。）

22.9% 54人 

18.2% 43人 

6.8% 16人 

7.2% 17人 

1.3% 3人 

50.9% 120人 

23.3% 55人 

28.8% 68人 

9.8% 23人 

31.8% 75人 

3.0% 7人 

6.8% 16人 

3.8% 9人 

11.0% 26人 

6.4% 15人 

4.7% 11人 

11.9% 28人 

8.1% 19人 

9.3% 22人 

0.4% 1人 

9.3% 22人 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自宅での生活を支援する在宅サービスの充実 

グループホームなどの地域で生活するための場所の充実 

機能回復や地域生活に必要な訓練の充実 

緊急時などにおけるショートステイの充実 

児童発達支援や放課後等デーサービスの充実 

年金や手当などの所得保障の充実 

医療費の負担軽減 

障がい者の就職や雇用施策の充実 

就労移行支援や就労継続事業所の整備 

困った時、悩んだ時のための相談窓口の充実 

重度心身障がい者や強度行動障がい者の受け入れ先… 

生活介護などの医療的ケアを受けられる施設の整備 

障がい者のスポーツ、芸術、文化活動などに対する支援 

公共交通の充実による移動の利便性の確保 

道路の段差解消やバリアフリー化の推進 

福祉教育やボランティア育成の推進 

差別をなくすための人権教育や候補活動の推進 

行政からの保健や福祉に関する情報提供の充実 

障がい福祉サービスを利用するときの利用負担の軽減 

その他 

無回答 n=236
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【抜粋】
○全体的にアンケート内容に問題があると思います。障がい者は通常の人に比べると負担が大きい事にたい
　して本人は当たり前だが、支えている家族の負担軽減にもっと注意を払うことで障がい者の充実が図られ
　ると思います。障がい者が家族内にいることで、家族全員の自由がなくなる。家族に対してもっと施策す
　ることで本人に対しての自由が確保されていく。本人の立場、家族の立場を理解して施策を行ってもらわ
　ないといつまでたっても状況が変わらない。

○福祉事業全般について頑張ってもらいたい。

○障がい者に対する理解や啓発の促進が重要。

○障害年金の増額を希望する。

○年１回入院治療しているが、入院以外の良い方法はないか。また、症状が悪くなってから入院しているが、
　もう少し早く入院できないか。

○夫婦2人の場合、ヘルパーの援助が受けにくい。介護対象のみの援助で同居の夫（高齢）も対象として欲し
　い。掃除、布団干しなど。

○おうかがい市バスが当日利用できるようにしてほしい。障がいがあっても同じ人間です。できにくいことが
　少し多いだけです。

○就労に際して、精神障害があったことがわからないように就職先を見つけられるかが心配。

○おうかがい市バスを利用できるようにしてもらいたい。医療費の負担が多く、身体障がい者のように医療費
　を無料にしてもらいたい。（福祉医療）

○精神科病院に通院しているが、看護師のレベルが低い。偏見や差別について市からも指導してほしい。

○何度も相談支援センターに通ったが十分な支援を受けられず冷たくあしらわれた。両親がいなくなったらと
　思うととても不安だ。市役所に行っても相談できる人がいない。話を聞いてくれる人がいない。

○子どもの教育費等を考えると正社員として勤めるよりほかはない。差別やいじめ、いやがらせは多い。本当
　はもう少しゆとりのある職場で働きたいが、将来のことを考えるとやむを得ない。

○障害者本人に対する事だけでなく、介助する側、障害者の周りの環境（家族、施設職員）にも目を向けても
　らいたい。介助する側にも支えが必要だと思う。

○相続問題で、異母兄からひどい仕打ちを受け、弁護士に依頼したが、不安で病状は悪化している。警察も
　民事には介入できないというが、不安です。

○障害者支援を行う施設で、今まで利用したところだけでもあまり良くない言葉、態度をとられたことが何
　度もあった。特に太田は多いように感じる。

○もっと障がい者の支援に力を入れてもらいたい。

○団地に住んでいるため隣組の役をしなければなりません。引き受けたものの間もなく替わってもらうことと
　なってしまった。精神障害は、一見普通にみえるので他の人の理解を得られず苦しみます。

○精神的病気への理解が少ないと思う。働けなくなっても誰も助けてはくれず、支援や相談もきいてくれ
　ない。自立した生活がしたいができない。

○子どもの面倒、料理ができないためヘルパーを頼んでいる。

○バスの便数が少ないので、なかなか外出できない。

○子どもが幼稚園に通っています。親としてＰＴＡや行事に参加するのですが、活動するのが大変です。こど
　ものことではないので、先生につたえるのもおかしいと思うので無理をして体調をくずしてしまいます。
　相談できるとこらがあったらよいと思います。

○母子家庭です。親亡き後誰がこの子の面倒を見てくれるのか。金銭感覚のないこの子の財産管理を誰にまか
　せたらいいのか、日々不安です。親元をはなれて自立していけるよう願います。

○将来は、年金だけでは生活できなくなるので、生活保護をお願いすることになる。

○もう年だし、働けないし、薬を飲んでいるのでお金のことが心配です。今は生活保護で何とかなってます。

【障がい者福祉施策全般についてお聞きします】

問39　この調査を通じて、書ききれなかったことや、ご意見、ご感想などがありましたら
　　　以下にご自由にお書きください。
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○安い公営住宅を増やしほしい。

○子どもも小さく両親も病気がちのため仕事をしたいと願っています。軽い精神障害の人の就労支援を願って
　います。どこに相談してよいかわからないので、情報提供のわかりやすいサイトがあると良いと思います。

○精神薬の研究。障害者の就労についての見直し。（給料と年金の関係）

○差別は絶対、なくならない。

○国や市は結局何もしてくれないと思う。

○自分自身が高齢で市役所に行って色々な手続きが出来なくなったときが心配です。兄弟があてにならない。

○近所の騒音で困っている。

○私が死んだらこの子はどうなるんだろうか、この心配が少しでもなくなればこんな幸せなことはないです。
　ただそれだけです。

○タクシー券がもっとほしい。病院にいく回数がおおい。

○悩みなど話せる場所を増やしてほしい。あるかもしれないけれど分からないので。公共交通機関が便利に
　なってほしい。精神的に不安定だけど何とか生活している人は、見落とされがちな気がします。
　障害があっても偏見のない世の中にしてほしい。

○親が亡くなった場合が心配。親も病院通いをしているので年金は、あてにしていない。生活が困難。

○障がい者は人口的には少ないが、誰もが障がい者になるかもしれません。サービスの充実をお願いします。

○障がい者となって生活してみて生活しずらいと思っています。仕事で社会生活をしていた時より生活しづ
　らいのは、年金をもらって生活していると後ろめたいとか手帳を見せるといやな顔をされるとか、一般的
　に別の人間と思われている感じがします。

○ショッピングセンターや電車で悪口をいわれたり、インターネットでも悪口を書かれたりされたことがあり
　ます。落ち込みました。精神障がいはつらいです。差別や偏見は根深いです。

○差別視が頭にくる。

○交通機関の利用に関してもう少し充実してほしい。

○もう少し内容を簡単にしてほしい。

○職場でも社会でも人間関係が大切。自分本位でなく相手の気持ちも考えることが大切です。

○公共バスの充実。（本数、路線数）お伺いしバスの運行時間観を長くしてもらいたい。

○公共交通が不十分。

○障がいについての理解やサポートの更なる向上を期待します。

○年金を下げてほしくない。

○公共交通の増加、バス復活。

○年金をこれ以上減らさないでほしい。

○作業所の工賃を上げてください。

○ものすごく軽い薬にしてほしい。

○作業所は遠くて行けない。できればせめて駅までの送迎をしてほしい。

○日常生活の色々な場面で健常者と自分を比較してしまうのですが、家族からは「なんでもない、普通だよ」
　と言われます。やはり「差」というのはあるのですか。

○現在、母と2人暮らし。母が亡くなったことを考えると不安です。今、就活中です。結婚願望もあります。

○精神障害なので家族の関わり方、親の精神の負担とか解決したい事の悩みでいつも心が痛みます。自己主張
　が強くて、人の気持ちを理解しようとしない一方通行のようです。親が高齢になりますので子供の今後が
　心配です。

○経済的なことが将来心配である。家族に万が一のことがあったときなど、相談や援助が迅速に手続きがで
　きるように望みます。
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○現在、障がい者を抱えた家族の負担は、社会資源があってもひとりひとりの障がいの状況により利用できな
　いものになっているため、家族がかかえている状況です。また、親が高齢のため親亡きあとが問題になって
　います。子供の暴力、長い間の引きこもりから解放されない方も多くいらっしゃいます。身内のことだけに
　外に相談できない方も多くいます。まだまだ社会の偏見があります。重い障がいがあっても地域生活支援が
　充実したものであれば、地域での生活は可能になります。健常者とともに地域の中で生活できる社会になれ
　ばと思います。太田市の前向きな取組みに期待します。

○ハローワークに定期的に通って仕事を探しても、就職に結びつかない。精神障がいは見た目では分からない
　ため、理解されにくく偏見が多い。今後も、周囲には障がいのことは隠したい。働いてお金を得られる居場
　所が欲しい。

○障がい者が引きこもりや孤立することなく社会に参加できるようになってほしい。

○ワークサポートの充実。在職者ミーティングを３カ月に一度開いているが、毎週行ってほしい。ハンデの
　ある人たちの交流の場、ボランティア活動を充実させてほしい。

○地域社会移行支援の前倒し。地域社会移行支援のノウハウを自立の仕組みに追加。心身障害者扶養共済の
　加入条件の自由化。

○学校教育の理解が非常に低い場合、教員による差別や虐待により学校生活の質が下がる。何よりも教員の
　教育が必要。子供の個性を認め、受け入れる体制をもってほしい。これほど発達障害の子供が増える中で
　障害に対する基本的知識すら持っていない教育者が多すぎる。

○就労継続支援事業所の職員の差別的発言がある。行政の監視を強化してほしい。また、職員の資質向上が
　必要。

○歩道が狭い。車道に出て歩かなくてはならないところがあり整備してほしい。
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太田市福祉こども部障がい福祉課 

 

太田市障がい者相談支援センター 

（太田市障がい者支援協議会） 


